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　　　ＣＡＳＥ１　新たな誓いは新たなトラブルを招くのか？




　目を覚ますと、風に揺ゆれるベージュ色のカーテンが目に入った。室内の空気をかき混ぜる微風に混じって届いた、消毒液のツンとした臭においが柳なぎ楽らの鼻び腔こうを刺し激げきする。

　どうやらここは保ほ健けん室しつのようだった。

　──あ、あれ？　なんで俺おれ、こんなところで寝てるんだ？　うーん……わからん……。

　柳楽は事の経けい緯いを思い出そうとしたが、まだ意い識しきがぼんやりとしていて、ここが学校の保健室だということくらいしか認識できなかった。

「ようやくお目覚めですか、柳楽君」

「……え？　朝あさ霧ぎりさん……？」

　声の主ぬしは柳楽の護ご衛えい役やく、朝霧シズホだった。彼女はベッド脇わきで柳楽の顔を覗のぞき込んでいた。

　一体、何があったのだろうか、と思し案あんしていると──

　次の瞬しゆん間かん、朝霧が予想外の行動に出た。

　何を思ったのかいきなりシーツを剥はぎ取り、

「──ふふふ、やっと二人ふたりきりになれましたね」

　そう言ってベッドにひょいと飛び乗り、柳楽の身体からだをまたいで馬乗りになった。

「……へあっ!?」驚おどろきのあまり変な声が出てしまう。「ど、ど、どうしたの？　朝霧さん？」

「どうしたの？　……ふふふ、柳楽君は今日きようから私の所有物になるのですよ」

「──は、はぃぃぃぃ!?　所有物──っ!?」

「そうです。柳楽君は私のものであって、他ほかの誰だれかのものではないのです」

「………………そ、その……意味が……わからないんですけど……？」

　以前、朝霧に「愛人にしてください」と衝しよう撃げきの告白を受けたことがあったが、そのときは「護衛役を任されたので側そばにいさせてください」という意味だった。朝霧の口から突とつ拍ぴよう子しもない発言が飛び出すのは今に始まったことではない。今回も言葉通りではないはずだが──

　──いや、ちょっと待ってくれ。……これは……さすがに変換不可能なんじゃ……。

「柳楽君、もっと力を抜いてください。リラックスですよ、リラックス」

　朝霧は言葉とは裏うら腹はらに、なぜか両足に力を込め、きゅっと柳楽の身体を束そく縛ばくする。鍛きたえ抜かれた鋼はがねの肉体を有する朝霧にマウントポジションを取られては身動きなどできるはずもない。

「……朝霧……さん？　なんでこんなことを？」

「鈍どん感かんですね、柳楽君は。そんなの言うまでもないじゃないですか」

「……言うまでもないって……えぇ？　まさか、それって……？」

　こんな状況だというのに柳楽は朝霧に期待してしまう。

　今まで色気のある展開なんて皆かい無むだったし、そんな素そ振ぶり、一度だって朝霧は見せたことがなかった。どういう心変わりだろうか？　なんだか話が上う手ますぎるような気が──

「柳なぎ楽ら君……キスしてもいいですか？」

「…………ゆ、ゆ、ゆ、夢だ──っ！　これは百パーセント夢だ──っ！　他ひ人とに厳きびしく、自分に甘い俺おれが作り出した都つ合ごうのいいドリームに違いない──っ！」

「ふふふ、何を言っているんですか？　これは夢なんかじゃありませんよ。ほら──」

　朝あさ霧ぎりが薄うすく微ほほ笑えみながら顔を寄せてくる。個人的容よう姿しランキング、ナンバーワンの座に輝かがやくあの朝霧が柳楽にキスを迫っている──これはもう歴史の教科書に載のってもおかしくない。

　柔らかい太ふと股ももを上半身に押しつけながら身体からだを傾けていく朝霧は、ロングヘアーの黒髪を前にだらりと垂たらし、目元を覆おおい隠かくしていた。だが彼女の唇の歪ゆがみ具合から、なんとなくその表情を察することができた。

「先に言っておきますが……キスは全すべての始まりにすぎませんからね？」

「……え？　それって……？」

「もちろん、キス以上の行為に及ぶと言う意味ですよ。……ふふふ、既き成せい事実を作ってしまえばあとはこちらのものです。柳楽君は誰だれにも渡しません」

「ひ、ひぃぃぃぃ！　朝霧さんが黒い！　果てしなく黒い！」

「さあ、早く柳楽君の×××を私の×××に×××して、激はげしく××××して、さらに私の××××に×××を××××で、上下に×××ながら、勢いよく××××××しましょう」

「──よ、よーし！　伏せ字に何が入るか、お兄にいさんと一いつ緒しよに考えてみよー。──って、俺は何を言ってるんだ！　だいたい伏せ字ってなんだよ！」

　初しよっ端ぱなから伏せ字のオンパレードとは先が思いやられる。

「ダメですよ、柳楽君。無む闇やみに大声を出しては。……敵に気づかれると厄やつ介かいです」

「……は？　敵？　…………あっ」

　そのとき柳楽は全てを思い出した。霧がかかってぼやけていた頭がクリアになる。

　──ああ、そうか。ロッカーを出たところで朝霧さんに拉ら致ちられて……なるほどね……。

「柳楽君？　今、別の女性のことを考えていましたね？」

「…………へ？　いやいや、そんなことは……」

「どうして顔を背そむけますか？　さては……私に何か隠かくしていますね？　そうですね？」

「や、違うって……そんなんじゃないって……。何も隠してなんか……」

「この私を欺あざむこうだなんて、所有物の分ぶん際ざいでいい度胸をしていますね。生意気です」

　朝霧に不可解な発言はもはや付き物だが、たとえどんな状況であっても、彼女が他人を見下したり、言葉の暴ぼう力りよくを振るうようなことは絶対ありえない。どう考えても朝霧は正気を失っている。それはもう疑う余地もないことだ。……だがしかし。

　一体、どうすれば朝霧の激はげしいアプローチから逃のがれられるだろうか──

「どうやら柳楽君には……おしおきが必要みたいですね？」

「……え？　おしおき？」

「うふふ、たっぷりと可愛かわいがってあげますよ」

「ちょ、ちょっと待って、朝あさ霧ぎりさん？　そんなもの使ってどうしようって──」

　くすっと妖よう艶えんな笑えみを浮かべながら朝霧が取り出したのは、『紐ひも』というよりは『縄なわ』と表現したほうが適切な、一目で丈夫だとわかるナイロン素材のロープだった。

「──さあ、柳なぎ楽ら君。この世の終わりがやってくるまで、私としっぽり愛し合いましょう」

「ああ、あああああ、ああああああああああっ──」

　朝霧は、それはもう上手じようずに柳楽の手足をベッドに括くくりつけた。




　　　　☆　☆　☆




　柳楽が朝霧に『縄』で束そく縛ばくされる三十分前のこと──

　金きん曜よう日び、この日は期末試し験けんの最終日で、午前中に数学と倫りん理りと保ほ健けん体育の試験が行われた。

　それで九教科、全すべての試験が終了。午後は授業がないので早い時間に放ほう課かとなった。

「柳楽さん！　屋上でお昼ごはんを食べましょう！　開放感が味わえるはずです！」

「ああ、うん。いいよ」

　特に断る理由もなかったのでモニカの提案に乗った。

　屋上は日差しが強かったが、出入口周辺が日陰になっていたので、柳楽たちはそこに陣取って食事を始めた。その場にいるのは柳楽、モニカ、朝霧の三人。モニカのお付きのリリアンの姿は見当たらないが、登校時は一いつ緒しよだったので、おそらく校内のどこかにいるはずだ。

「──あ、そうです！　大事なことを忘れていました！」

　惣そう菜ざいパンを五つほど食べたところでモニカが声を張り上げた。まだ七つくらいパンが残っているが、食欲旺おう盛せいなモニカならこれくらいぺろりと平らげてしまうだろう。以前、回転寿す司し屋やと間違えて回らない寿司屋に入ったときなど、軽く二十人前は食べていた。

「柳楽さん！　私は柳楽さんに謝あやまらなければなりません！」

「……どうしたの急に？」

「私は自分の力に無自覚すぎました！　ですが、これからはのーぷろぶれむなのです！」

「……は、はぁ……？」

　わけがわからず曖あい昧まいな返答しかできなかった。

「──私が説明しよう」

　小首を傾かしげていると、給水塔のてっぺんからリリアンが降ってきた。

　柳楽にお尻しりを見せる形で着地したリリアンは、パンを踏んづけたにもかかわらず、「おい、ありがたく拝おがめよ。貴き様さまの大好きな女の尻だぞ」と柳楽を挑発してきた。きっと誤ご魔ま化かしたつもりなのだ。一言、「ごめん」と謝ればすむことなのに。

「ケツ神かみ様さまを拝おがんだら三百二十円（パン代）が返ってくる仕組みですか？」

「実はな──」無視して話を進めるリリアン。「──モニカ様に全すべてお話したのだ」

「……全てお話したって……何を？」

「全ては全てだ」

「……や、だからもっと具体的に言ってくれないと──」

「──学校に隕いん石せきを落としたこと、記き録ろく的てきな集中豪ごう雨うをもたらしたこと、嵐あらしを呼び起こしたこと、季節外はずれの大雪を降らせたこと──その他諸もろ々もろ。モニカ様の『ヴォルフの血』による暴ぼう走そうの全てを包つつみ隠かくさずお話した」

「…………そ、それはまた思い切ったことを……」

「先日の地下での一件以来、モニカ様にしつこく問い詰められて、仕方なく、な」

　地下での一件とは、モニカが自みずからの意思で『力』を制せい御ぎよし、柳なぎ楽らの危き機きを救ったときの一幕である。モニカは今まで暴走という形で『力』を振るっていて、しかも自分に世界を揺ゆるがすほどの『力』があるとは夢にも思っていなかったようなのだ。クレメンツ王家はモニカに『ヴォルフの血』のことは伝えていたが、具体的なことは何も教えていなかったらしい。

「柳楽さん！　今日きようから私は泣きません！　むしろ柳楽さんを守ってすらみせます！」

　モニカは両手で握にぎり拳こぶしを作り、声高らかに宣言した。

　普通、得え体たいの知れない『力』が自分に眠っていると知ったら──またそれによって今までたくさんの災害を招いていると知ったら、たいていの人間は立ち直れないほどのショックを受けるはずだが……モニカに関してはそういった心配は無用のようだ。……ただ、このモニカの前向きすぎる姿勢は、余計なトラブルを招くような気がしないでもない。

「柳楽さん！　柳楽さん！　見てください、このスゴワザを──っ！」

「……え？　何？　どうしたの？」

「ついに一円玉を地上一メートルの高さまで浮上させることが可能になりました！」

「……お、おお……」すごいけど、しょぼい。

「次は五円玉に挑戦なのです！　修しゆ行ぎようあるのみなのです！」

　ピンク色の小銭入れからモニカが五円玉を取り出す。それを地面に置き、インチキ超能力者のように五円玉を両手で囲み、「ぱわーを！　ぱわーを注ぎ込みます！」と眉み間けんにしわを寄せて謎なぞのパワーを送り始めた。しばらくそうやっていると、ふいに五円玉が宙に浮き、華か麗れいなバック転を決めた。……要は引っくり返っただけだ。

「……『力』を操あやつれると言っても今はあんなものだ」リリアンが柳楽に耳打ちする。「当分は警けい戒かいする必要もないだろう。それから……モニカ様は泣かない、と仰おつしやっているが……人間、そう簡かん単たんに変われるものではない。今まで通り、『暴走』のほうを警戒するべきだ」

「うん、今後も注意するよ」

　──しかし、まあ……モニカさん、確かく実じつに成長してるよね。今までは自分の意思で『力』をコントロールできなかったわけだし。この調ちよう子しで地道に成長していって欲しいなぁ……。

「──ひうううううう、また失敗なのですぅぅぅぅ！　なぜ浮きませんかぁぁぁ！」

　モニカはまだ五円玉を浮遊させようと奮ふん闘とうしていた。

　放っておくと一日中でも五円玉と格闘していそうだ。

「モニカさん。そう躍やつ起きにならないでさ。少しずつ練習していこうよ」

「──柳なぎ楽らさん！　そんな悠ゆう長ちようなことではゲキドウの国、ニッポンを生きていくことなどできやしませんよ！　油ゆ断だんしていると、あっという間に身み包ぐるみ剥はがされて、勝ち組の人たちに見下されてしまいます！　柳楽さんに負けは許されないのですよ──っ!?」

「そ、そうだね。スミマセン……」

　急に話のスケールが大きくなった上に、一部の理屈に明らかな飛ひ躍やくがあったが、いちいち揚あげ足あしを取っていたらキリがないので反はん論ろんは控えておいた。

「モニカ様さま、あまり無理をなさらないでください」

　屋上の隅すみでストレッチ運動をしていた朝あさ霧ぎりがいつの間にかモニカの前に立っていた。

「そもそも柳楽君をお守りするのは私の役目──モニカ様の出る幕はありません」

　もっとソフトに言えばいいのに、朝霧はストレートな物言いでモニカの自尊心を刺し激げきした。

「──ダメなのです！　罪は償つぐなわなければならないのです！　必ひつ須す科目なのです！」

「五円玉を宙に浮かせることで罪が償えるのですか？」

「余裕で償えます！　お釣つりさえ返ってきます！　私の理論は完かん璧ぺきなのです！」

「…………え？　お釣りまで？」なぜか朝霧は信じてしまった。「……すごい」

　二人ふたりのちぐはぐなやり取りを生温かい目で見守っていると、ぎぃー、と軋きしんだ音を立てながら屋上の扉とびらが開いた。入口に立っていた柳楽は慌あわてて身をひるがえした。

「おーい！　ナギラ！　大変だ！　…………って、叫ぶまでもなく近くにいるし！」

「どうしたねこやん、血相変えて？　答案に名前でも書き忘れたのか？」

「言うなよー！　気にしてるんだからー！」

　悪友の猫ねこ矢やは呼吸を整ととのえると、手に持っていた校内新聞を柳楽に突きつけた。

「……ほら見てよ、この一面の特集──」

「まーた校内新聞かよ。今度はなん……………………な、な、な、な、なんじゃこりゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああ──っ！」

　校内新聞の一面には、『総力特集！　柳楽淳じゆんの知られざる中学時代！　幼稚園児並みに小こ賢ざかしいおバカな二人組はいかにして放送室を占せん拠きよしたか!?』と題された記事が掲けい載さいされていた。

「う、ううう、俺おれの『暗黒時代』がすっごく丁てい寧ねいに暴あばかれてるぅぅぅ……」

「名前は出てないけど、二人組の片割れって明らかに僕だよね？　そう……だよね？」

「……お前以外に誰だれがいるんだよ」

「うわあああああ！　僕はナギラに脅きよう迫はくされて無理やり付き合わされただけなのに！」

「嘘うそこけ！　お前、あのときノリノリだっただろ！　人に責任押しつけんな！」

　柳なぎ楽らは周囲の人間からバカだのアホだの変態だのと罵ののしられているが、それは主おもに中学時代の柳楽を知っている友人たちが言っているだけで、高校に入ってからの友人たちはそれにつられてバカだのアホだの変態だのと面おも白しろがっているにすぎない。

　──中学のころは……なんつーか、箸はしが転がっても面白い、というか、面白ければ何をやっても許されるとか思ってたんだよな。中三のころに我われに返ったんだけど。……高校に進学したらまともな学校生活を送ろうと決めてたんだけど、いや……実際、おとなしくしてたよ？　ただね、中学時代の俺おれを知る奴やつらがあることないこと言いふらすんで……結局、変な奴っていう認にん識しきが広まっちゃったんだよ。昔と比べると、けっこう丸くなったと思うんだけどなー。

「柳楽君、この記事の冒頭にある『牛乳事件』というのは……なんですか？」

「……あぁ……それはね……」

　中学時代、柳楽が二年生のころ、ある一人ひとりの体育教師が赴ふ任にんしてきた。名前は彼の名誉にかけて伏せるが、その体育教師、顔がちょっとゴリラに似ていて……いや、ゴリラそのものが学校に迷い込んできたとしか思えないほど人類の容よう姿しを逸いつ脱だつしており、誰だれも面と向かっては言わなかったが、陰では「ゴリさん」という可哀かわい想そうなあだ名で呼ばれていた。

　当時、柳楽は物もの真ま似ねに凝こっていたのだが、この体育教師が赴任してきてからというもの、授業そっちのけで「ゴリさん」の細かい仕し草ぐさをチェックし、密ひそかに猫ねこ矢やと「ゴリさん」の物真似を練習していた。主に顔真似と口くち癖ぐせの模も倣ほうだった。一番難なん易い度どが高かったのが、声を裏返しながら「号令！」と叫ぶことで、この物真似は仲間内でバカウケした。

　号令の物真似を友人たちの前で披ひ露ろうした数日後、柳楽と猫矢はある行動に出る。それは給食中にクラスメイトの注目を集めて物真似を披露する、という悪質なもので、これは主に柳楽たちを毛嫌いしている女子の幾人かをターゲットにしたサプライズイベントだった。このサプライズイベントは柳楽たちの予想以上の成果を上げ、男子三名、女子五名の計八名の生徒が牛乳を噴ふき出すという大だい惨さん事じに陥おちいり、これが『牛乳事件』の発ほつ端たんとなった。

　そう発端である。

　教師に咎とがめられたにもかかわらず、柳楽と猫矢はこの翌日、給食中に放送室へ向かう。

　ＤＪ猫矢が司会進行を務め、ゲストに「ゴリさん」がやってくるというシチュエーションで校内放送を開始し、教師が止めに来る前に、「号令！」の声真似を披露した。このころから無む駄だに卓越したＤＪ能力を秘めていた猫矢のフリートークの上う手まさもあって、放送室ジャックは大成功を収め、校内中が爆ばく笑しようの渦うずに包まれた。牛乳がいくらあっても足りない、という名言も生まれた（誰が言ったのかは知らないけど）。……しかし、ウケたはウケたが、その後、男子からも女子からも非ひ難なんを浴びた。面白いけどあれは反則だ、と叱しかられてしまった。

　放ほう課か後ご、柳楽と猫矢は担任教師と体育教師から厳きびしいお説教を受けた。当然というべきか、「ゴリさん」の怒りは尋じん常じようではなく、危あやうく嬲なぶり殺しにされるところだった。たっぷり二時間お説教を受けたあと、担任に四百字詰め原稿用紙を十枚手渡され、「素す直なおな気持ちで反省文を書け」と言われた。素直な気持ちで、ということだったので、「実は反省していません（笑）」と原稿用紙十枚をその一文で埋め尽くした。……書き直しを命じられたのは言うまでもない。

「以上、回想終わり。……で、中三のころ我われに返ってさ、恥はじ入ってね。そのとき、過去の自分の行いを反面教師にして、高校では健けん全ぜんな学校ライフを送ろうって決めたんだ」

　とか言いつつ、たまに過去のやんちゃな一面が表に出てくることがあるのだが、そこはご愛あい嬌きようということで許して欲しい。リハビリはまだ完全には終わっていないのだ。

「んー、たしかにナギラって中学のころからすると丸くなったよね」

　猫ねこ矢やが珍しく柳なぎ楽らをフォローした。だがそれも最初の一言だけで──

「……あー、でも、まだ少し角かどが残ってるかなー。正十二角形くらい？」

「それ、全然丸くねぇだろ」

「大丈夫だよ。遠目に見れば丸く見えるから」

「…………もう嫌いやだ。田舎いなかの学校とかに転校したい……」

　ちょっといじけてみた。

「柳楽君、気を落とさないでください。牛乳事件なんて可愛かわいいものですよ」

「……そうかな？」

「中学生らしい悪戯いたずらだと思います。私もリアルタイムで体たい験けんしてみたかったです」

「だよねー。恭きよう平へいさんと比べたら幼稚なもんだよねー。なんたって、恭平さん、学校の地下にプール施設なんて作っちゃう人だよ？　崩ほう落らくしちゃったけどさー」

「……頼むから兄貴と比較しないでくれ……」

　兄弟の恥はじは自分の恥も同じ。地下施設だけではなく柳楽家も崩ほう壊かいして欲しいものだ。

「さすが柳楽さんです！　素す晴ばらしいとしか言いようがありません！」

「……え？　何が？　牛乳事件が……？」

「そうではありませんよ！」モニカが満面の笑えみで答える。「過去の自分の行いを反面教師にして生まれ変わる！　つまり高校デビューというやつです！　私も犯した罪を償つぐなうため、過去の失敗を反面教師にして高校デビューを果たしたいと思います！」

「……高校デビューってそういう意味だっけ？」

「だいぶ違うと思うよ」と猫矢。「まあ、どちらにしろナギラは失敗だよね。イメージチェンジしたいなら環かん境きようを変えないと。僕らの中学って三割くらいは南雲なぐも高校に進学するからね」

「……失敗言うな」




　食後、教室に戻ると、机の上に校内新聞を広げていた女子数名が露ろ骨こつに顔をしかめた。

「おーい、柳楽。新聞見たぞ。お前、やっぱりバカな奴やつだったんだな」

　サッカー部の綿わた谷やがニヤニヤしながら近づいてきた。綿谷は高校に入ってから仲良くなった男子だ。午後から部活があるのでまだ教室に残っていたのだろう。

「柳なぎ楽ら君ってマジサイテーだよね。前から知ってたけど、まさかここまでとは」

　バレー部の中なか沢ざわ（男おとこ勝まさりな人）が軽けい蔑べつの眼まな差ざしで柳楽を見つめてくる。彼女も柳楽と中学が違うので現在の柳楽と過去の柳楽は同じものと思っている。……というか、中学時代の友人にしても、柳楽が心を入れ替えたとは夢にも思っていないはずだ。

「俺おれ、牛乳噴ふいたんだよねー」

　一人ひとりの男子生徒がつぶやいた。中学時代、柳楽と三年間同じクラスだった宇う都つの宮みやだ。

「うちの中学って給食のとき、机くっつける習しゆう慣かんがあったんだけど、あのとき目の前にいたのってＡ組の遠えん藤どうさんでさ。……俺、あの人のカレーの容器に牛乳吐いちゃって……卒業するまで微妙な関係だったんだよね。……いや、今もそうだよ。牛乳噴くまではけっこう仲良かったのに、今じゃ廊下ですれ違っても無視だよ、ガン無視だよ……」

「うわー、悲ひ惨さんすぎー」「それって柳楽のせいじゃん」「大変だ！　ウツちゃんが鬱うつに！」

「あー、あたしも嫌いやなこと思い出しちゃったー」

　中二のときだけ同じクラスで、たいして親しくもなかった馬ば場ば（語尾の伸ばし方がちょっとうざい人）が過去の思い出を流りゆう暢ちように語り出した。

「あたしも牛乳噴いちゃったんですけどー、それが部活の先せん輩ぱいの耳に入っちゃってー、『お前、鼻から牛乳出せんだろー』って先輩たちが卒業するまで毎日いびられたんだよねー。牛乳製せい造ぞう機きとかそれ人間のあだ名じゃねーですからー」

　宇都宮の告白を皮切りに悲惨な告白大会が始まってしまった。

　人の恨うらみとは恐ろしいものだ。

　──もう止やめてくれぇ！　……つーか、当時、お前らには何度も謝あやまっただろ！　頼むからこれ以上、俺の『暗黒時代』をほじくり返さないでくれ！　今の俺は昔の俺とは違うんだ！

　……そう叫びたいところだが、ここで柳楽が何を主張したところで逆効果だろう。

　事態が収拾するのを待つしかない。

「──みんな、そこまで言うことないんじゃない？　もう昔のことでしょう？」

　いつからいたのか、腐くされ縁えんの同級生、一いち之の瀬せ智とも香かが、柳楽を弁べん護ごしてくれた。

「い、いいぞ、一之瀬……！　もっと言ってやれ……！」さりげなく小声で応援する。

「牛乳を噴いたということは柳楽君の物もの真ま似ねが面おも白しろかったという証しよう拠こです。面白かったのに柳楽君を非ひ難なんするなんて、ちょっと酷ひどいと思います」

　朝あさ霧ぎりが常人とはかけ離はなれた感性で意見した。これが被害者たちの神経を逆さか撫なでしたようで、

「いーや、許さないね！　損害賠ばい償しようを請せい求きゆうしてもいいくらい怒ってるぞ、俺は！」

「給食中にあれをやるとか、どう考えても確かく信しん犯はんだろ！」

「柳楽！　お前、鼻から牛乳を飲んで見せろよ！　五リットルくらい一気にさ！」

　今にも暴ぼう動どうが起きそうな気け配はいだ。一之瀬と朝霧の擁よう護ごが火種となったようだ。

「たたたたた大変ですぅぅぅぅ！　柳なぎ楽らさんの人気がガタ落ちなのですぅぅぅぅ！」

　モニカは見るからに動どう揺ようしていた。頭を抱えて激はげしく足踏みをしている。

「ガタ落ちっていうか、元々、ナギラの人気は地を這はう感じだったけどね」と猫ねこ矢や。

「柳楽さんは宇宙の至宝なのに！　こんなところで経歴に傷がついてしまったら大変です！」

「もう手遅れだよ。だってナギラ、バカだもん」とまたも猫矢。擁よう護ごする気はないらしい。

「ひううううううう！　柳楽さんを人気者に！　宇宙一の人気者にするですぅぅぅぅ！」

　そのとき──モニカの雰囲気がガラリと変わった。

　と、同時に教室内の空気が明らかに重みを増した。

「あ、あれ……？　気のせいかな……？　モニカさんの目が……赤い？」

　一いち之の瀬せがそう指摘した瞬しゆん間かん──

　過去にも体たい験けんした『発光現象』が起きた。

　眩まばゆい光が一いつ瞬しゆんにして世界を包み込み、そしてあっという間に消失した。

「……も、モニカさん？」

　柳楽は光が遠のくとすぐにモニカの様よう子すを確かく認にんした。

「はい……？　柳楽さん……？　どうかしましたか……？」

　今回は目が怪あやしく光ったり、意い識しきを失ったりはしていなかった。

「……変だな……いつもとパターンが違うぞ」

　今の発光現象は間違いなく、『人心操そう作さ』のはずだ。

『ヴォルフの血』には様さま々ざまな力が宿っていて、リリアンが言うには『災害操作』はレベル１の力で、人の心を操あやつる『人心操作』はレベル２なのだという。

　──モニカさん、いつもと変わりないよな。この前、一之瀬たちが操られたときは意識があやふやだった……というか意識を失ってなかったっけ？　空から振ぶりだったのかな……でも、何もないとは言い切れないし──

「柳楽君──っ！」

　あれこれ思し案あんしていると、突然、背はい後ごから腕をつかまれた。

　振り返ると、そこには読書が趣しゆ味みの寡か黙もくなクラス委員長、柚ゆず木き奈な緒おがいた。

　そして、そのおとなしい委員長が声を張り上げ、

「──私、前からあなたのことが好きだったの！　私と付き合って！」

「…………………………は？」

　授業以外で彼女が口を開くのは食事中くらいなもの。その無口な委員長がいきなり柳楽に、しかもこのタイミングで告白するなんて考えられない。これはどう考えたって──

「──うおおおおおお！　ナギラ──っ！　僕と結婚してくれぇぇぇ──っ！」

「ひ、ひぃぃぃぃぃ！」

　委員長を押しのけて抱きついてきた猫矢を柳楽は力の限り突き飛ばした。

　猫ねこ矢やは、「ゴン！」と机の角かどに頭をぶつけてその辺に転がった。

「柳なぎ楽ら──っ！　俺おれの愛を──っ！　俺の純情な愛を全身で受け止めてくれ──っ！」

「柳楽君素す敵てき！　つま先から頭のてっぺんまで愛してる！　もちろんその締しまりのないバカっぽい顔も魅み力りよく的てきよ！　もう殺して食べちゃいたいくらい好き！」

　ついさっきまで罵ば倒とうされていたのに、今度は打って変わって柳楽争そう奪だつ戦せんが始まった。

　男子も女子も柳楽に夢中だ。女子だけならまだよかったのだが──

　──いや、殺して食べちゃいたい、とか言ってるのいるし、なんか恐こわいな……。

「ダメなのです！　柳楽さんは私の婚約者なのです！　柳楽さんは譲ゆずれないのです！」

　モニカが両手を広げて柳楽の前に立ち、群がるクラスメイトたちを牽けん制せいする。

「──みんな！　まずはこの糞くそ生意気な金髪娘を血祭りに上げましょう！　そして柳楽はみんなで山分けよ！　えっと、十人いるから十等分ね！　誰だれかノコギリ持ってきて！」

　そんな恐ろしげな提案をしたのは事もあろうに一いち之の瀬せだった。

　彼女は、くふふ、と柳楽を見つめながら子供っぽく笑ってみせた。

「ま、まずいなこれは……」

　一之瀬の勢いに気け圧おされ後退すると、ドン、と背はい後ごにいた朝あさ霧ぎりにぶつかってしまった。

「……なぎ……ら……くん。……早く……お逃げ……ください……」

「ど、どうしたの朝霧さん？　大丈夫!?」

「……モニカ様さまの……力に……抗あらがって……いるの……です……」

　どうやら柳楽とモニカ以外の人間は『人心操そう作さ』の影えい響きようで正気を失いつつあるらしい。

　さすがの朝霧も『ヴォルフの血』には逆さからえないようだ。

「──モニカさん！　とにかく逃げよう！」

「は、はいなのです！　了解なのです！」

　柳楽はモニカの手を固く握りしめると、後方の扉とびらへ向かってダッシュした。

　手て薄うすだからいける、と思ったのだが──

「──ふふふ！　逃がさないんだから！」

　テニスで鍛きたえられたフットワークを生かし、一之瀬が扉の前へ先回りする。

　後ろからは猫矢たちが迫ってきている。四方を囲まれたら一巻の終わりだ。

「──死ねええええええ！　糞ガキどもがああああああ──っ！」

　そのとき、天てん井じようから赤い衣服を身にまとったリリアンが降ふってきた。彼女は着地後、背はい後ごに立っていた一之瀬に強烈な裏うら拳けんを放ち、扉ごと教室の外へ吹ふっ飛ばした。

　悲鳴を上げながら転がっていく一之瀬の行方ゆくえを目で追っていると、

「──おい、何をしている！　早くモニカ様さまを連れて逃げろ！」

「う、うん。わかってる……！」

　一之瀬があまりに悲ひ惨さんだったので気になったが、この場はリリアンに任せて逃げ出すことにした。ブルブル震ふるえているモニカの手を改めて握りしめ、廊下に飛び出す。

「──柳なぎ楽らさん!?　どこに逃げますか!?」

「校舎の外に逃げるのが一番だと思うけど……」

　──つーか、みんなのあの豹ひよう変へんぶりは……どう考えてもモニカさんの『人心操そう作さ』の影えい響きようだよな。たぶんモニカさんは俺おれを人気者にしたかったんだろうけど……これはちょっと極端すぎる。熱ねつ狂きよう的てきなファン……そんな表現すら温ぬるいぞ。

「こらあああああああ！　待てええええええ──っ！」

　後方から怒ど声せいが聞こえてきた。廊下を走りながら後ろを振り返ると、三人ほどのクラスメイトが柳楽たちを追いかけてくるのが確かく認にんできた。さすがのリリアンもあれだけの生徒を一度にはさばき切れなかったのだろう。

「……むむむ、これはまずいな──」

　校舎の外に逃げる案は一いつ旦たん保留にし、階段を駆かけ上がった。

　やたらと騒さわいでいるので、追っ手との距きよ離りは声でだいたいわかる。それほど離はなれてはいないようだが、真後ろに迫っているわけではない。柳楽は頭の中に校内地図を呼び出し──

「──よし！　モニカさん、ここだ！」

　階段を上り切ると、右手に曲がってすぐのところにある空あき教室に飛び込んだ。

　トントントン、と階段を駆け上がってくる音が聞こえたので、柳楽は声をひそめるようモニカに指示を出し、空き教室に並ぶロッカーの一つを隠かくれ場所に選えらんだ。

「──って、モニカさん……！　モニカさんは隣となりのロッカーに隠れてよ……！」

「ははははは早く隠れないと、おおおおお追っ手が来るですぅぅぅぅぅ！」

　モニカは正面から柳楽に抱きつく形でロッカーの中に飛び込んできた。このままでは見つかってしまうので必死に手を伸ばしてロッカーの扉とびらを閉めた。もしかしたら閉まらないかも、と思ったが、片手でモニカを抱き寄せることで、なんとか直方体の中に二人ふたりの人間が収まった。

「──くっそぉぉぉぉ！　どこに行きやがったんだ！　俺ならば、柳楽の身体からだの隅すみ々ずみまで愛し尽くせるっていうのによー！　…………おい、この教室調しらべたか？」

「いや、まだだけど。……見たところいないみたいだな。どうする？　他ほか行くか？」

「そうね。四階に行ってみましょう。あ、ところで、分け前の件なんだけど、私は下半身をもらうからそのつもりでね」

「マジかよ、委員長！　エロいぜ、委員長！　──だったら俺は腕をもらうぜ！」

「俺は頭がいいな。でも耳はそぎ落とすつもりだから委員長にやるよ」

　完全に殺人鬼同士の会話だ。最初、委員長の柚ゆず木きは柳楽に愛の告白をしていたはずだが、今はもう行きすぎた愛の結末というかなんというか、狂気を宿した執しゆう念ねんの女になっている。

（……くそ、いつまで話し込んでんだよ。……早くどっかいけ……）

（柳楽さん……？　もう少し奥に詰めてもらえませんか……？）

（い、いや、これ以上は無理…………って押さないで……！）

　モニカがぐいぐいと胸を押しつけてくる。

　制服越しとはいえ、柳なぎ楽らの腹を圧迫しているものは本物のおっぱいに違いない。

　暗いのでモニカの姿は薄うっすらとしか把は握あくできないが、はぁはぁ、という吐と息いきが耳に当たってくすぐったい。ここまで全力に近いスピードで走ってきたから、息切れしているのだろう。浅く何度も繰くり返される呼吸はなんだか色っぽかった。
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（柳楽さん……はぁはぁ……この中、息苦しいです……はぁはぁ……）

（も、もうちょっと、我が慢まんしてね）

（ダメです、苦しいです……もう耐えられません……）

　はぁはぁ、という呼吸のリズムに合わせてモニカの身体からだが上下し、それに合わせてロッカーがギシギシとかすかに軋きしんだ音を上げている。追っ手に気づかれるんじゃ、と一いつ瞬しゆん心配になったが、モニカの色っぽい吐息と甘ったるい体臭とぷにぷにした柔らかな肌の感触が徐じよ々じよに柳楽から正常な思考を奪うばっていった。

　刹せつ那な的てきな快楽に身を委ゆだねていると──

「とりあえず四階まで上がってみようぜ」

「ええ、そうしましょう」

　声と足音が遠ざかっていくのが聞こえた。脱出するなら今がチャンスだ。

　──い、いかん、いかん。……危あやうく自分を見失うところだった……。

「出よう、モニカさん。あいつらが戻ってきたら面めん倒どう──」

「──わっ、きゃあああああっ──っ！」

　後ろ向きにロッカーから飛び出したモニカがバランスを崩くずし、尻しり餅もちをついてしまった。

　もう少しで後方に一回転するところだった。

　芸術的な大おお股また開びらきを披ひ露ろうしたモニカだったが、彼女はスカートがめくれ返っていることに気づかず、「痛いです、痛いです」とお尻をさすり続けていた。

「……大丈夫？」

　柳なぎ楽らはモニカの両手を引っ張り、急いで立ち上がらせた。追っ手は四階に向かったはずだから、今のうちに一階へ下りれば校舎の外へ逃げられるはずだ。

「モニカさん、昇降口へ急ごう」

「昇降口ですか……？」

「うん。校内は危険だからね。学校の外に避ひ難なんしたほうが──」

　──トン。

　逃げる算段を練ねっていると、背はい後ごになんの前触れもなく人の気け配はいが現れた。

　ひっ、と柳楽は小さな悲鳴を上げ、ゆっくりと後方を振り返った。

「──柳楽君、こんなところにいたのですね。捜しましたよ」

「え？　朝あさ霧ぎりさん……？」

「ふふふ、どうしたんですか？　そんな不安そうな顔をして？」

「…………なんか……いつもと様よう子すが……違うような……」

　上う手まく言えないが声のトーンがいつもより若じやつ干かん低いような気がする。

「さあ、柳楽君──」

　朝霧が一いつ瞬しゆんで詰め寄ってきた。逃げるのは不可能だと本能的に理解する。

「行きましょう。二人ふたりの愛の巣へ──」

「……朝霧さん？　愛の巣って一体…………うっ、うわあああああああああああ──っ！」

　ぐいっと信じられない力で引き寄せられた柳楽は、次の瞬しゆん間かんには朝霧の頭上まで持ち上げられていた。柳楽を両手で持ち上げた朝霧はそのまま教室を飛び出した。

　一人ひとり、空あき教室に取り残されたモニカが、「柳楽さん──っ!?　柳楽さん──っ!?」と泣き叫んでいたが、柳楽にはどうすることもできず──




　──そして冒頭に戻るわけである。

　モニカの『人心操そう作さ』の影えい響きようを受けた朝霧は、意い識しきを取り戻した柳楽の上半身にまたがったり、キスをねだったり、挙あげ句くの果てに「おしおきが必要だ」とロープを取り出し、柳楽の手足を保ほ健けん室しつのベッドに括くくりつけてしまった。

「ふふふ、縄なわが腕に食い込んで気持ちいいでしょう？」

「……いえ……めっちゃ痛いです……」

　朝あさ霧ぎりがモニカの『人心操そう作さ』によって心を奪うばわれているのは間違いないが、それがわかったからといって今の柳なぎ楽らにはどうすることもできない。

　──どうしよう……？　ここはおとなしく「おしおき」を受けるべきか……？

　実を言えば朝霧の「おしおき」に柳楽は少なからず興きよう味みがあった。今の朝霧は柳楽一筋なわけで、だとすれば「おしおき」と言っても、愛のある「おしおき」のはずだ。ハードなものは好まないが、ソフトな「おしおき」なら耐えられないこともない。むしろちょっと嬉うれしい。

「それでは柳楽君、まずは身体検査からです」

「……え？　身体検査……？」

「服を脱いでもらいます。……ああ、手足を縛しばっているから袖そでが通りませんね……」

　朝霧はしばし考え込み、「そうです。こうしましょう」と小さく頷うなずき、どこに隠かくしていたのか黒い鞘さやに納められた刀を、カチン、と音を立てて引き抜いた。

「ちょ、ちょっと、朝霧さん……？　何をするつもり……？」

「ふふふ、決まっています。切れ味抜群のこの刀で柳楽君の衣服を切り裂くのですよ」

　ひょい、とベッドの上に飛び乗った朝霧はさっそく素す振ぶりを始めた。

「見てください、柳楽君。……こうやって軽く引いただけで──」

　朝霧が自分のスカートにすーっと切れ込みを入れた。

　その直後、窓の外から舞まい込んできた微風が朝霧のスカートをなびかせた。

　角度的な問題で、スカートの中は覗のぞけないが、白い太ふと股ももが柳楽の眼前で自己主張している。

「柳楽君、じっとしててくださいね。誤って身体からだを傷つけてしまうかもしれませんから」

「……ひ、ひぃ」

「さあ、いきますよ……！　まずはシャツからです！」

　ひゅん、と朝霧が高速で刀を振り下ろした。

　──スパン──っ！

　不安定なベッドの上で刀を振るったせいだろう、朝霧が振り下ろした刀は柳楽の衣服ではなく、パイプベッドの柵さくを切り裂き──いや、真まっ二ぷたつに切断していた。

「──ぎゃあああああああああ──っ！」

「ふふふ、冗じよう談だんですよ、冗談。……次は外はずしません」

「冗談って何！　冗談って何──っ!?」

　身体を左右に動かし必死になってベッドを揺ゆする。だがどんなに暴あばれても深く食い込んだロープは緩ゆるまない。ロープはかなり固く結ばれているようで、もはや柳楽とベッドは一心同体といってもいい状態だった。

「……柳楽君！　暴れないでください！　怪け我がをしても知りませんよ！」

「暴あばれても暴れなくても結果は同じような気がするんですけど──っ!?」

　柳なぎ楽らがジタバタ暴れていると、制服のポケットの中のケータイが着信音を奏かなでた。

「──朝あさ霧ぎりさん！　ケータイ！　ケータイ鳴ってる！　俺おれのケータイ鳴ってる！」

　鳴っているからなんなのか。そう指摘されたらおしまいだが、身体からだに刀傷が刻まれるのだけは避けたい。柳楽は必死になって「ケータイ！　ケータイ！」と意味もなく連呼した。

「ケータイ？　そんなガラクタ、柳楽君には必要ありません。即刻、捨ててください──」

　朝霧は問答無用で柳楽の制服のポケットに手を突っ込み、ケータイを抜き取った。

「──こんなものポイです！　ポイしちゃいます！」

　そう言って窓の外に放り投げようとする。

　と、そのとき──

「──やっと見つけた！　こんなところにいたのね──っ！」

　保ほ健けん室しつの扉とびらが勢いよく開き、一いち之の瀬せが怒ど鳴なり込んできた。

　彼女は右手にケータイを握っていた。

　──あ、そういえばさっきの着信音……一之瀬だったな……。

　柳楽は相手によって着信音を変えているのだ。一之瀬は体育会系のテニス少女なので、往年の某ぼう有名なテニスアニメの主題歌を採用している。

「柳楽はね──っ！　私と結婚するんだから──っ！　邪じや魔ましないでよ──っ！」

　一之瀬は窓の外にケータイを放り投げようとする朝霧にものすごい剣けん幕まくで詰つめ寄り──

「二度と私の柳楽に近づかないで──っ！」

　えいや、と力の限り突き飛ばした。

　バランスを崩くずした朝霧は窓を突き破って中庭に落下した。大だい音おん響きようと共ともにガラス片が派は手でに飛び散る。これが朝霧じゃなかったら大おお怪け我がをしているところだ。

「柳楽！　待っててね！　すぐに助けてあげるから！」

　一之瀬はベッド脇わきに回り込むと、柳楽を束そく縛ばくするロープを手で解ほどき始めた。

　かなり固く結ばれているようだっが、一之瀬はそれを力ずくで強引に解いていき──

「これで最後……！」

「悪い、一之瀬……マジ助かっ──」

「──柳楽！　キスして！　私とキスして！」

「お、おい！　抱きついてくんな！　離はなれろよ──っ！」

「やだやだやだ！　今すぐキスするの！　ちゅーするの！　ちゅっちゅするのおおおお！」

「ヤメロおおおおおおおおお！　気色悪い声出すなあああああああ！」

　柳楽は力任せに一之瀬を引っくり返し、けさ固めを決めた。相手の上半身に横からのしかかって右腕を取り、もう一方の手を首の後ろに回して襟そでをつかむ柔道の技わざだ。

「一之瀬！　おとなしくしてろ！　わかったか！」

「……おとなしくしてたらキスしてくれる？」

「うおりゃああああああああああああああああああああああ──っ！」

　柳なぎ楽らは強引に一いち之の瀬せを立ち上がらせ、これまた強引に一本背負いを決めた。

　ベッドの上に落としたので、たいしてダメージはなかったはずだ。

「……酷ひどいよ、柳楽。私はこんなにも柳楽のことを愛してるのに……」

「それはお前が操あやつられてるからだって。我われに返ったら後悔するぞ」

　一之瀬を説得していると、朝あさ霧ぎりが窓まど枠わくをまたいで室内に戻ってきた。

「──けっこう痛かったですよ、一之瀬さん」

　彼女の頭にはガラス片が刺さっており、傷口から流れ出した血が制服を赤く染そめていた。

「柳楽君を我わが物ものにするためには……まず邪じや魔ま者ものを排除しなければいけませんね」

「な、何よ!?　やるっていうの!?」

「安心してください。……優やさしく殺してあげますから──っ！」

　ふっ、と不敵に笑った朝霧はお返しとばかりに一之瀬をベッドの上から突き落とした。

　床ゆかの上に大おお股また開びらきで引っくり返った一之瀬は慌あわてて起き上がろうとしたが、朝霧がそれを許さなかった。再び一之瀬を突き飛ばし、そのまま上半身にのしかかった。だが一之瀬も負けていない。ポケットに隠かくしていた催さい涙るいスプレーを朝霧の顔に噴ふきかけた。

　──おっと、暢気のんきに観かん戦せんしてる場合じゃない。今のうちに逃げないと……。

　柳楽は二人ふたりが争っている間にそっと保ほ健けん室しつを抜け出した。




　モニカと連絡を取ろうにもケータイを朝霧に奪うばわれたままだったので、連絡を取る手段がなかった。仕方ないので昇降口に向かった。すると──

「──あっ！　柳楽さんです──っ！」

　なんとモニカが下げ駄た箱ばこの陰に隠かくれていた。彼女は柳楽の存在に気づくと主人に尻尾しつぽを振る飼い犬のように元気よく抱きついてきた。モニカは大粒の涙を流していたが、「泣きませんでした！　柳楽さんと約束したから私は泣きませんでした！」と大声で主張した。明らかに泣いているのにモニカが暴ぼう走そうしなかったのは、「泣いていない」という思い込みゆえかもしれない。

「行こう、モニカさん。校内はマジでやばい。……危険がいっぱいです」

　すでに散さん々ざんな目に遭あっているので、早いところ逃げ出したかった。




　　　　☆　☆　☆




　校門を出たあと、最初はまっすぐ自宅に向かっていたが、朝霧が先回りしないとも限らないので、ひとまず商店街に身を隠すことにした。

「また失敗してしまいました……」

　商店街への道を歩いていると、モニカがためいきを漏もらした。

　柳なぎ楽らとの約束を果たせなかったことを悔くやんでいるようだった。

「気にしなくてもいいよ、モニカさん。助かったと言えば助かったんだし。モニカさんは俺おれの評判を上げるために『力』を使ったんだよね？」

「……はいです」

「そっか。でも、まあ……ああいうことには『力』を使わないほうがいいかもね」

「柳楽さん……！　わかりました！　次こそは！　次こそはお役に立ってみせます！　たとえ法に触れようとも柳楽さんを人気者にしてみせます！」

「…………人の話……聞いてた？」




　コンビニの角かどを曲がると、歩道が広く取ってある片側一いつ車しや線せんの新道に差しかかった。

　この新道は通学路としては利用しておらず、商店街に行くときしか使わない。

　──ここまで来ればそう簡かん単たんには見つからないはずだ。……あとは商店街の人込みに紛まぎれ込めば完かん璧ぺきだな。

　もうすぐ国道に突き当たろうかというところで、モニカが立ち止まり──

「柳楽さん？　あそこにいるのはアリサさんではありませんか？」

「……ん？　ああ、たしかにあの後ろ姿はアリサっぽいけど……何やってんだろ？」

　アリサ・シャムロック──モニカを一方的に敵視している、男に不ふ慣なれな発明少女だ。

　宇宙を代表する最先端企業、『ド・ジッター』の社長令れい嬢じようで、今は柳楽と同級生である。

　そのアリサが市民公園の入口に立っていた。

　──んー、公園内に隠かくれるのもありかもな……。いや、そこまでする必要はないか？

　南雲なぐも市民公園は清掃の行き届いた綺き麗れいな公園で、春になると桜さくらが咲き乱れ、秋になると紅こう葉ようが色づく、とても雰囲気のよい市民公園だ。中央に巨大な噴ふん水すいがあって、その周囲にベンチがいくつも並べられており、夜になるとカップルの姿が目立ってくる。

「おーい、アリサ。何やってんだ？」

　何気なく声をかけると、野の良ら猫ねこのようにビクッと身体からだを震ふるわせこちらを振り返った。

「……べ、別に……何もしてないわ……」

「挙きよ動どう不ふ審しんだぞ」柳楽はアリサの肩越しに公園を覗のぞき込んだ。「……ん？　あれは灰はい谷たに先せん輩ぱい？」

「オリヴィアさんもいるのです」

「……うわっ、二人ふたりで弁当食べてる。……嫌いやなもん見ちゃったな……」

　ちょうどオリヴィアが箸はしで挟はさんだ卵焼きを灰谷の口元へ運んでいるところだった。灰谷は手を振ってそれを拒否したが、オリヴィアが猫なで声で、「遠えん慮りよなさらないで」とかなんとか言いながら無理やり口の中に卵焼きを突っ込んだ。

「ラブラブお弁当タイムなのです。オリヴィアさん幸せそうなのです」

「……おい、アリサ。あいつ、解雇したほうがいいんじゃないのか……？」

　アリサの護ご衛えい役やくを務つとめるオリヴィアと、柳なぎ楽らと兄弟のようにして育った幼おさな馴な染じみの灰はい谷たに。

　この二人ふたりが古風にも『決けつ闘とう』を執とり行ったのは七月三日のことだった。

　史上稀まれに見る『死闘』──

　……そう表現したいのは山々だが、残念ながら勝負は一いつ瞬しゆんで決した。

　灰谷はオリヴィアが放った手しゆ刀とう一発で地面に転がり気絶してしまったのである。

　二人が事前に交かわしていた約束事は、「負けた者は勝者の要求を聞き入れる」というもので、灰谷を慕したっていた（そんな生なま易やさしいものではないようだが）オリヴィアは当然のように交際を申し込み──灰谷は男らしくそれに従った。……その結果が、これらしい。

「あいつ、完全にアリサの護衛を放ほう棄きしてるだろ。──いいのか？　あんなんで？」

「……いつもああってわけじゃないから平気よ。それに私には『この子』がいるから」

「うん？　なんだよ、『この子』って？　どの子だよ？」

「──エドワード、来て」

　アリサが両手を叩たたくと、茂みの中からピンク色のペンギンが飛び出してきた。見覚えがあるな、と思ったら、先日、学校の地下で暴あばれ回っていたロバート三兄弟にそっくりだった。

「それロバート三兄弟だよな？　直したのか？」

「……この子はロバート三兄弟の従弟いとこのエドワードよ」

「あー、そういえば色が違うな。あいつらは赤、青、黄き色いろの信しん号ごう機きトリオだったし。こいつはピンク色だ。……おまけにヘッドホンとかもつけてるし……」

　じろじろ観かん察さつしていると、ぴょんぴょん歩きでエドワードが近づいてきた。

「ナギラ・ジュン・クサイ」

「……いきなり失礼な奴やつだな。臭くさいって……こいつ匂においとかわかるのかよ」

「モニカサンハ・カワイイ・デス」今度はモニカに向かって言った。

「ありがとうございます！　ペンギンさんも可愛かわいいのです！」

「言っておくけど語尾の『デス』は『死ね』という意味だから。勘かん違ちがいしないで」

「アリサさん、デスは名詞ですから『死ね』はありえませんよ……？」

　珍しくモニカが反はん撃げきする。たぶん素すで反はん論ろんしただけだと思うが。

「そうだぞ、アリサ。デスは名詞だぞ。──つまり、『モニカさん・可愛い・死』ってことになるな。おー、なんだか詩的だな。これは何かの暗号かもしれないぞ」

「皮肉なんだから流してよ！　え、エドワード！　この男にもっと言ってやって！」

「ナギラジュン・キワメテクサイ・フロハイレ」

「…………俳はい句く風ふうに言うな」

　声が無機質なので『なっくん』ほど腹は立たないが、まともなコミュニケーションが取れないとなると何かあったとき面めん倒どうな気がする。ロバート三兄弟みたいに暴ぼう走そうしなければいいが。

「そういやロバート三兄弟って朝あさ霧ぎりさんたちが束たばになっても敵かなわなかったよな？　こいつはどうなんだ？　やっぱり戦せん闘とう能力高いのか？」

「……能力が高すぎると故障率も上がるみたいだからスペックを下げたわ。実力的にはオリヴィアと互角くらいね。飛行能力があるから機き動どう力りよくは高いけど」

「飛行能力？」

「……エドワード、飛んでみて」

「オマカセ・クダサイ・アリササマ」

　エドワードは両手をパタパタさせながら浮上を開始した。しゅー、と音を立てて浮かび上がったエドワードはあっという間に側そばの電柱を越える高さまで浮上した。どんな原理なのかと空飛ぶペンギンを見上げると、両足から青白い炎を噴ふん射しやさせているのが見えた。

「ロケットエンジンを搭とう載さいしているの。その気になれば宇宙までだって飛んでいけるわ」

「……へえ」相変わらずどうでもいいところに力が入っている。「ま、壊こわれなきゃなんでもいいけどね。……さてと、モニカさん。そろそろ行こうか──って、モニカさん？」

　ついさっきまで隣となりにいたモニカが忽こつ然ぜんと姿を消していた。

　車にでも轢ひかれたんじゃないだろうか、と心配になって周囲を見回すと──

「──ようやく見つけたわよ、柳なぎ楽ら！　私を置いて逃げるなんてどういう了りよう見けんよ！」

　公園の入口、段差を上がったところに一いち之の瀬せが立っていた。

　その背はい後ごには朝霧もいて──しかも彼女はモニカを人ひと質じちに取っていた。

「柳楽さ～～～～～ん！　助けてくださ～～～～～い！　首が苦しいのですぅぅぅ！」

「──くそっ、こんなところまで追いかけてくるなんて──っ！」

　彼女たちは一体いつになったら正気を取り戻すのだろうか。

　──まさか、モニカさんが『人心操そう作さ』を解除しないと元に戻らないのか……？

　だとすれば最悪だ。モニカはまだ『力』のコントロールが完全ではないのだから。

　──前は兄貴になんとかしてもらったけど……今回はどう収拾つけりゃいいんだ！　頼みの綱つなの朝霧さんは敵に回ってるし……マジでシャレになってないぞ……。

「しかも……一之瀬とタッグ組んでるし。仲間割れしてたんじゃないのか……？」

「柳楽君の確かく保ほを最さい優ゆう先せんすることにしたのですよ。別に手を組んだわけではありません。一之瀬さんとは柳楽君を拉ら致ち監かん禁きんしたのち……ゆっくり話し合うつもりです」

　朝霧はモニカの首を締しめ上げながら公園の奥へと後退していく。

「……あの人、何を言ってるの？　どうしてモニカが人質に？」

　アリサは目を丸くしていた。状況を把は握あくできていないのだろう。

「二人ふたりともモニカさんに操あやつられてるんだよ。……目的は俺おれらしい」

「……自分で操っておいて自分がピンチになってどうするのよ」

「それを言うな……」

「……あ、そうだ。いいことを考えたわ。──エドワード、来なさい！」

　アリサは空をふわふわ漂っているエドワードを呼び寄せた。

「エドワード、行くわよ！　モニカに恩を売る絶好のチャンスだわ！」

「恩って……いや、協力してくれるなら名目はなんでもいいけどさ」

　朝あさ霧ぎりたちのあとを追って中央広場までやってきた。中央広場は新しん緑りよくの彩いろどる憩いこいの空間で、中央に配された巨大な噴ふん水すいの周りにレトロなデザインのベンチがいくつも設置されている。平日の昼間ということもあって人の姿はほとんどなく、弁べん当とう箱ばこを広げてイチャイチャしているカップルが一組いるだけだった。……もちろんそのカップルとはオリヴィアたちのことで──

「──な、なんですの、あなたたちは──っ!?　食事中ですわよ──っ!?」

　ベンチ脇わきを通りかかった朝霧たちにオリヴィアが過剰反応した。たぶんデートの邪じや魔まをされると思ったのだ。オリヴィアは普ふ段だんから悪あく行ぎよう三ざん昧まいの日々を送っているので警けい戒かい心しんが人一倍強いのだろう。一方、恋人の灰はい谷たにはというと……一人ひとりオロオロしている。

　──朝霧さんがいるから動どう揺ようしてるのかもな。……可哀かわい想そうな、灰谷先せん輩ぱい……。

　モニカを人質に取った朝霧と一いち之の瀬せは噴水を背にして立ち止まった。

「おい、アリサ。エドワードはいつでもいけるか？」

「……う、うん。私が命令すればすぐにでも動かせるわ」

「そうか。……あぁ、でも、エドワード一人じゃ戦力的に心もとないな」

「私のエドワードを甘くみないで。あの子は私の最高傑けつ作さくなんだから」

「……戦せん闘とう能力はオリヴィアとタメを張る程度なんだろ？」

　言ってからはたと気づく。そのオリヴィアがこの場にいることに──

「そうだよ。あいつにも手て伝つだってもらおう」

　柳なぎ楽らは味方に引き入れようとオリヴィアに声をかけた。

「──おーい！　オリヴィア！　お前も協力してくれ！　モニカさんが人ひと質じちに取られて面めん倒どうなことになってるんだ！　もうデートどころじゃないだろ！」

「私たちには関係のないことですわ!?　亮りよう介すけさん、行きましょう──っ！」

　アリサが側そばにいるし、もっと簡かん単たんにいくかと思ったが、よほど二人ふたりの時間を邪魔されたことが腹立たしいらしい。口での説得は難むずかしそうだ。こうなったら買収するしか──

「ま、待て、オリヴィア！　灰谷先輩の中学時代の写真が欲しくないか？　もし協力してくれたら百枚セットで譲ゆずってやるぞ！　デジカメで撮とった奴やつだからデータでもいいし！」

「──ふふふ！　史上最強の『王室守護者ロイヤル・ガーデイアン』との呼び声も高いこの私の実力をとくと拝おがむがよろしいですわ！　さあ、誰だれですか！　この私の相手は！　返かえり討うちにしてあげますわ！」

　一いつ瞬しゆんで態度を変えたオリヴィアは、準備運動とばかりに派は手でに跳ちよう躍やくし、空中で身体からだを丸めて四回転し、中央の噴水をあっさり飛び越え朝霧たちの背はい後ごに回った。

「……ジュン」暗い顔の灰谷が駆かけ寄ってきた。「……なぜ俺おれの写真を百枚も……？」

「あはは……それはですね……」

　柳なぎ楽らが灰はい谷たにの写真を多数所有しているのは、中学時代、同級生の女子から頻ひん繁ぱんに灰谷の写真を求められたからだ。当時は幼おさな馴な染じみを売り物にしているという罪の意い識しきはなく、一枚五百円前後で売りつけていた。……写真の売り上げで何度か灰谷に食事を奢おごった記き憶おくがある。

　──同じ過あやまちを繰くり返すことになるとは。……先せん輩ぱいには今度ちゃんと謝あやまっておこう……。

　とにかくオリヴィアが味方に加わったことで状況は好転した。

　エドワードはオリヴィアと互角だと言う話だから、こちらにはオリヴィアが二人ふたりいるようなものだ。柳楽の見立てでは、オリヴィアよりも朝あさ霧ぎりのほうが実力は上だが、二人がかりならなんとかなるはずだ。一之瀬は男の柳楽が本気を出せば力負けすることはないはず。

「──くっ！　連絡がつかないと思ったらこんなところに！」

　おまけにリリアンまでやってきた。これでもう恐こわいものなしだ。

「エドワード、先制攻こう撃げきよ！」アリサが先走ってエドワードに命令を下す。

「オマカセ・クダサイ」エドワードの目が怪あやしげな光を放った。「ターゲット・カクニン！　モクヒョウ・イチノセトモカ！　リャクシテ・イチノセ！　イチノセハ・カゲ・ウスイ！」

「いい加減なこと言わないで!?　私はメインヒロインよ!?　柳楽の恋人役なんだから！」

「イチノセハ・ミノホドシラズノ・カワイソウナ・オンナ・デスネ」

　エドワードは哀あわれみの言葉をかけると──いきなり一之瀬に向かって突進していった。

「きゃああああああああああああああああ──っ!?」

「ワキヤク・タイジョウ・イチノセ・アワレ・カッコワライ──」

　エドワードはひょいと一之瀬を担ぎ上げると、両足からロケット燃ねん料りようを噴ふん射しやさせ、空高く舞まい上がった。「ひきゃああああああああ!?」と悲鳴を上げる自称メインヒロインの行方ゆくえを柳楽は目で追いかけたが、どんどん小さくなっていき、そのうち見えなくなった。

「……おい、アリサ。あれは大丈夫なのか……？」

「…………さ、さあ」

　さあって。開発者のくせになんて無責任な。

　──でも、まあ……大丈夫だろう。一之瀬だし……。

　柳楽は視し線せんを朝霧に移した。彼女は未いまだモニカの身体からだを束そく縛ばくしている。

「ねえ、朝霧さん？　もう止やめようよ？　味方同士で争ったって──」

「──嫌いやです！　柳楽君は私の所有物！　これだけは譲ゆずれません！」

「で、でもさ、孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしてもいいことないと思うよ……？」

「──孤軍奮闘？　……ふふふ、柳楽君？　周囲を見てからものを言ってくださいよ──」

　そのとき、がさ、と朝霧の背はい後ごの茂みから何者かが顔を出した。

「一年Ｆ組、猫ねこ矢や栄えい一いち様の登場だ！　ナギラは僕のものだ！　誰だれにも渡さないぞ！」

「おっと俺おれを忘れてもらっちゃ困るぜ！　一年Ｆ組の綿わた谷やだ！　午後からサッカー部の練習があったけど、監かん督とくに退部届けを叩たたきつけてやったぜ！」

「違う違う！　柳なぎ楽ら君は私のもの！　──あ？　私？　バレー部の中なか沢ざわよ！　詳しく知りたい人は前のほうのページを読み返してね！　男おとこ勝まさりな人とか書いてあるから！」

「はいはいはい！　読書大好き、柚ゆず木き奈な緒おです！　一年Ｆ組のクラス委員長です！　ありえないほどの根ね暗くらです！　柳楽君の下半身は私のものです！　床とこの間まに飾りたいんです！」

　モニカの『人心操そう作さ』の影えい響きようを受けたクラスメイトたちが次々と茂みの中から姿を現した。

　ざっと八人はいる。一気に分が悪くなった。

　──いや、所しよ詮せんは一般人だ。リリアンさんとオリヴィアがいればなんとかなる。それにここは広いから教室よりも逃げ回りやすい。最悪、俺おれがこの場を離はなれれば──

「柳楽さん!?　大ピンチなのですか!?　形勢逆転なのですか──っ!?」

「だ、大丈夫だよ、モニカさん！　今、助けるから！」

「…………助ける？」

　ここでモニカの目の色が変わった。

「──ダメなのです！　助けられてはいけないのです！　柳楽さんを助けるのは私の役目なのです！　掲かかげた公約も守れないようでは柳楽さんの婚約者失格なのですぅぅぅぅぅぅぅ！」

　──ゴゴゴゴゴゴゴ……。

　モニカの絶叫が園内に響ひびき渡った瞬しゆん間かん、地面が大きく揺ゆれ動いた。

　地じ震しんが起きたのかと思ったが、揺れはすぐに収まり──

「……な、なんだ!?　ベンチが勝手に!?」

　公園内のベンチというベンチが空中にふわふわと舞まい上がり、そのうちの一つが朝あさ霧ぎりの背中目がけて飛んでいった。朝霧はモニカを抱きかかえたまま身をよじって飛んでくるベンチを避けたが、受け身に失敗し、人ひと質じちのモニカを手放してしまった。

「──よし！」今のうちだ、とすかさずモニカのもとへダッシュしたが──

「──次は誰だれですか!?　柳楽さんをイジめる人は私が許しません──っ!?」

　モニカは感情をむき出しにして『力』を大いに振るう。

「いやあああああああああああああ──っ!?」

　飛んできたベンチをジャンプしてかわした委員長だったが、ジャンプするのが一瞬早かったようで、誤ってベンチの上に着地してしまい、そのまま公園の外まで飛んでいってしまった。

　さらに、ベンチとベンチに挟はさまれサンドイッチの具ぐと化した猫ねこ矢や、飛ひ翔しようするベンチにしがみついたままジャングルジムに激げき突とつした綿わた谷や、ベンチに追い回された挙あげ句く、噴ふん水すいの水たまりに頭から突っ込んだ中沢……などなど。その後も被害者が続出した。

「──はっ!?　柳楽君!?　私は今まで何を──っ!?」

　遊具の陰で事態を見守っていると朝霧が駆かけ寄ってきた。まずい、逃げなければ、と柳楽は身構えたが、朝霧は柳楽の目の前で立ち止まり、すかさず土ど下げ座ざスタイルに移行した。

「ん？　朝あさ霧ぎりさん……？　いつもの朝霧……さん……？」

「はい、いつもの朝霧です。柳なぎ楽ら君をお守りするのが私に与えられた使命です」

「よかった……元に戻ったんだ。──あ、あれ？　でも、なんでこのタイミングで？」

「──モニカ様さまが『災害操そう作さ』に切り替えたからだ」

　滑すべり台だいのてっぺんに、トン、と着地したリリアンが冷静に解説を始めた。

「おそらく、モニカ様は『災害操作』と『人心操作』、両方の『力』を同時に操あやつることはできないのだろう。今は『災害操作』。だから『人心操作』の効果が切れたのだ」

「……そ、そうなんだ。……えっと……それで？　これから……どうするの……？」

「私に訊きくな」

「フフフ、おバカなリリアン。あなたは無能ですわ。そこで指をくわえて見学していなさい」

　いつの間にか電灯のてっぺんにオリヴィアが立っていた。

「貴様、えらく子供っぽいパンツを穿はいているんだな」

「おおおお黙だまりなさい！　このあばずれ女！　ぶち殺しますわよ──っ！」

　オリヴィアはスカートを手で押さえつけ、大声で叫んだ。

「──この私の力を見せてあげますわ！　目に焼きつけなさい！　……はぁ──っ！」

　オリヴィアは隣となりの電灯に飛び移り、勢いをつけてモニカの背はい後ごまで大きくジャンプした。

　威勢こそよかったオリヴィアだが──

「ひゃあああああああああああああああああああああああああ──!?」

　噴ふん水すいの上を横切った直後、それまで真上に噴ふき上がっていた噴水の水が、急に噴射の角度を変え、おまけに水量が爆ばく発はつ的てきに増加し、オリヴィアを身体からだごと空中に押し上げた。オリヴィアは水圧の増していく噴水に空高く運ばれていき、どんどん小さくなっていった。柳楽から見て米粒くらいの大きさになったオリヴィアはそのうち肉眼では確かく認にんできなくなった。

「……柳楽さん……？　柳楽さんはどこに行きましたか……？」

　園内から乱入者たちがいなくなると、モニカの暴ぼう走そうも治まった。もう大丈夫だろう、とモニカの前に出ていくと、涙目のモニカが柳楽に抱きついてきた。そして、「またやってしまいました！　また公約を守れませんでした！　私は人間失格です！　どうしようもない女ですぅぅぅ！」と自分の行いを悔くやんだ。さすがに堪こたえただろうな、と頭を撫なでてやると、

「──ですが！　次は大丈夫です！　私もバカではありません！　二度も三度も失敗するほどマヌケではありません！　柳楽さん、期待していてくださいね！」

　前向きなのはいいことだ。とてもいいことだ。……柳楽はそう思い込むことにした。




　公園を出ると、まるでタイミングを計ったかのように兄の恭きよう平へいが電話をかけてきた。

「先に言っておくが、俺おれは何も指示していないからな」

　校内新聞に悪評を流したのは自分ではない。そう言いたいらしかった。

　しかし、南雲なぐも高校の生徒会長を務つとめる恭きよう平へいが、校内新聞を使って柳なぎ楽らをいじり倒したのは記き憶おくに新しいできごとだ。柳楽は、「嘘うそつけ！」と即座に言い返したが──

「新聞部の連中が面おも白しろがってな。何か面白いネタはないか、とお前に関することを根掘り葉掘り訊きいてくるわけだ。あまりにしつこいんでお前の中学時代の──」

　柳楽は電話を切った。……もはやため息すら出なかった。




　　　　☆　☆　☆




　日が沈んだころ帰宅すると、姉の恵めぐみから電話があり、残業で遅くなると連絡があった。

「……今日きようは一人ひとりで夕食か」

　冷れい蔵ぞう庫この中身を確かく認にんしようと柳楽がキッチンへ向かうと、

　──トントントントン。

　小気味よい包丁の音が聞こえてきた。まさか、と思いダイニングを駆かけ抜けると、カウンターで仕切られたキッチンの内側に水玉模様のエプロンを身につけた朝あさ霧ぎりの姿があった。
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「……あの……朝霧さん？　何やってるの？」

「柳楽君、おかえりなさいませ」朝霧は包丁の動きを止めるとその場で正座をした。「今日は醜しゆう態たいを晒さらしてしまいましたので……罪滅ぼしに夕食など作っていました」

「そ、そうなんだ……」

「モニカ様さまに操あやつられていたとはいえ、柳楽君を我わが物ものにしようだなんて……私はなんておこがましい女なのでしょうか。──私は……私は！　どうしようもないゴミ虫です！」

「……もしかして操られてたときのこと覚えてるの？」

「はい、おぼろげながら。……他ほかの方は覚えていらっしゃらないようでしたが、私はなぜか記憶に残っていました。柳楽君を保ほ健けん室しつに連れ込んで、ベッドにロープで括くくりつけたときのことも鮮せん明めいに覚えています。……ああ、ああっ！　思い出しただけで死にたくなります！」

　自分の行いを悔くやんでいるのか、朝霧の顔が見る見る赤く染そまっていく。

　恥はずかしがっているようにも見えた。なんにしても動揺する朝霧は新鮮だ。

「……わ、私……とんでもないことを口走ってしまいました！　ああ、ああ、ああっ！　柳楽君の×××が私の×××に×××だなんて！　……し、し、死ねばいいのに！　私のような醜悪な生き物はこの世からいなくなってしまえばいいのに──っ！」

「…………お、おーい、また言ってるよ。口に出して言ってるから……」

「も、申もうし訳わけございません。……つい取り乱してしまいました」

　朝霧は深々と頭を下げると、ゆっくりと立ち上がった。

「もう少しで料理のほうが完成しますので、テレビでもご覧らんになっていてください」

「あ、うん……」

「今日きようは無む国こく籍せき料理なるものに挑戦しているんですよ。たしか柳なぎ楽ら君は辛からいものがお好きでしたよね？　激げき辛から料理もありますから、期待していてくださいね」

　朝あさ霧ぎりは再び包丁で野菜を刻み始めた。見事な包丁さばきだが、彼女の味覚は常人とはかけ離はなれているので、味のほうは期待しないほうがいい。朝霧が作る料理はなぜか見た目は綺き麗れいに整ととのっていて、彩いろどりも美しく、一見するとおいしそうに見える。しかし、味は生ゴミ風ふう──野の良ら犬いぬすら拒否しかねない代しろ物ものなのである。

「……最後の晩ばん餐さんだな……意味違うけど……」

　危き機き感かんを覚えた柳楽はそっと部へ屋やを抜け出し、隣となりの７０４号室のチャイムを鳴らした。

「──なんですの？　あなたを呼んだ覚えはありませんわよ？」

　アリサではなくオリヴィアが出てきた。ひらひらしたスカートを穿はいたオリヴィアはやけに不ふ機き嫌げんで、今にも柳楽を追い出しそうな雰囲気があった。

「……お前、よく生きてたな」噴ふん水すいに飛ばされたはずだったが。「もう戻ってきたのかよ」

「ふんっ！　私を誰だれだと思っていますの！　隣となり町まちを走行していたトラックの上に華か麗れいに着地しましたわ！　そしてそのまま南雲なぐも市にＵターンですわ！」

「そ、そうか。大変だったな……」

　柳楽はひとまず本来の目的を隠かくし、下した手てに出ることにした。

「ほら、灰はい谷たに先せん輩ぱいの中学時代の写真をやるって言っただろ？　もちろんいるよな？」

「……え、ええ……そういう約束でしたもの……当然ですわ……」

「そうか。だったら俺おれの部へ屋やまで取りに来てくれ」

「……わ、わかりましたわ……」

　オリヴィアはモジモジしながら視し線せんをさまよわせた。柳なぎ楽らの言葉に従うオリヴィアという構図は過去に例のない貴重な光景だ。柳楽は灰はい谷たにのイケメンパワーの効果を再さい認にん識しきした。

「──なんの話をしてるの？」そのうちアリサがやってきた。「いつもは仲悪いのに」

「ち、違いますわ、アリサ様さま。私はただ写真を……いえ、そうではなくて……偵察を……」

「──偵察？」

「アリサも来るか？」このタイミングを逃のがす柳楽ではない。「実はさ、朝あさ霧ぎりさんが手料理を振ふる舞まうって張り切っちゃってさ。なんか俺おれ一人ひとりじゃ完食できそうにないんだよね」

「……手料理？」アリサが興きよう味みを示した。「あの人、料理なんかできるの？」

「朝霧さんはすごいよ。たぶん見たらびっくりすると思う」

　何も間違ったことは言っていない。だって朝霧の料理はすごいから。インパクトだけならプロにも引けを取らない。柳楽は内心で、食べたらもっとびっくりするよ、と付け足した。

　──アリサ、オリヴィア……三人で苦しみを分かち合おうぜ……。

　綺き麗れいに言っているが要は二人ふたりを道連れにするのである。




　部屋に戻るとダイニングテーブルに色とりどりの料理が並べられていた。

「あら、アリサさんにオリヴィアさん。どうしたんですか？」

「俺が誘ったんだ。朝霧さん、いつも料理を作りすぎるからさ」

　彼女の料理を食べるのは今回で三度目となる。初はつ体たい験けんは弁当対決のとき、二度目は期末試し験けん中に姉が有給を使って一泊二日の温泉旅行に出かけたときのことで、一度目も二度目も、朝霧の作った料理は軽く五人前はあった。

　──あ、あれ……？　よく考えてみたらアリサたちを誘ったのは失敗だったんじゃ……？

　そこで柳楽は肝かん心じんなことに気づく。

　朝霧は自分の料理の腕前に自信を持っている。本ほん音ねを告つげると切腹しかけないので、柳楽は今まで面と向かって「まずい」と言ったことはない。アリサはともかく、性格の悪いオリヴィアが朝霧にお世せ辞じを言うとは思えない。……これは早まったかもしれない。

「なかなか見み栄ばえのいい料理を作りますわね。とても手作りとは思えませんわ」

「……うん……おいしそう……」

　第一関門はクリアー。いや、クリアーしてどうする。

「……ごめん。姉ねえちゃんに連絡入れないといけないからさ。先に食べててよ」

　柳楽は電話をかけるフリをして廊下に避ひ難なんした。

　ひとまずトイレにでも隠かくれようか、と廊下を歩き出そうとすると──

「──にが──っ!?　あま──っ!?　から──っ!?」

　オリヴィアが声を裏返らせながら絶叫した。一体どんな食の不協和音が口の中で奏かなでられているのか、気になるところではあったが、その直後にアリサが「死んじゃう──っ!?」と切せつ羽ぱ詰つまった悲鳴を上げたので、柳なぎ楽らは駆かけ足あしでトイレに飛び込んだ。




　数分後、アリサたちが部へ屋やを出ていく音がしたので、柳楽はトイレを出てダイニングに向かった。どうやらアリサたちは朝霧の料理に恐れをなしたようで、なんの文句も言わずに部屋を出ていったらしく、「食文化の違いでしょうか。私の料理はお気に召めさなかったようですね」と朝霧は自分の味覚に疑問を感じていなかった。

　……それがよかったのか、悪かったのかはわからないが──

「さあ、柳楽君。どうぞお召し上がりください。自信作です」

　朝霧の無む国こく籍せき料理からは逃げられそうになかった。

　──明日あしたは土ど曜よう日びか。……よかった………………いや、全然よくねーよ……。

　食後、死んだ魚のような目で、「トテモオイシカッタヨ」を繰くり返しているとモニカからメールが届いた。虚うつろな目で液晶画面を見ると、「柳楽さん！　ついに十円玉の浮遊に成功しました！　今のところ最高で一メートル三十センチです！」と書いてあった。ご丁てい寧ねいに証しよう拠こ画像まで添てん付ぷされていたが、それを見る前に柳楽は力尽きた。






　　　ＣＡＳＥ２　ブラックホール☆パラダイス～地獄の闇鍋編～




　朝霧お手製の無国籍料理を食べた翌日、土曜日の午後のこと。

　起き抜けからお腹なかの調ちよう子しが悪かったので、アリサは薬くすり箱ばこから胃薬を取り出した。

　──ほんのちょっとつまんだだけなのに……。

　オリヴィアも胃をやられたらしく、午前中はずっとトイレに閉じこもっていた。

「……あの人の料理は二度と食べないようにしよう」

　アリサは胃薬をミネラルウォーターで流し込むと、ほぅ、と吐と息いきを漏もらし、

「ねえ、オリヴィア……」

　タオルケットをお腹にかけてソファーで横になっているオリヴィアに声をかけた。

「あのね……そろそろ新しい作戦を練ねりたいんだけど……」

「作戦？　あ、ああ……王女を失意のどん底に突き落とすための作戦ですわね」

「うん。生徒会とはこの前、ケリがついたし、もう私たちの邪じや魔まをする者はいないわ」

「ですが、アリサ様さま。王女にはリリアンがついていますわ。柳楽淳じゆんの護ご衛えいの朝霧シズホも……料理の腕はともかく……戦せん闘とう能力はかなりのものです。すでに私はマークされていますから、不用意に近づくと警けい戒かいされてしまいますわ」

「う、うん……そうね。その通りだと思う……」

　珍しくまともなことを言うのでびっくりした。

　先日、地下施設での一件があって、アリサはオリヴィアに対する認にん識しきを改めることになったが、「根は悪い子ではない」と最終的にはそういう結けつ論ろんに至っていた。灰はい谷たにと付き合い出したことに関しても、個人の自由だから、という理由でアリサは容認している。実は容認しているどころか羨うらやましいとさえ思っている。……お嬢じよう様さまは恋愛に興きよう味み津しん々しんなのだ。

「何かいい手があればいいんだけど……」

　ローソファーの上でゴロゴロ転がっていると、テーブルの上のケータイが振動した。

「……電話……？」

　知り合いの少ないアリサに電話をかけてくる人物といったら、

「……も、もしもし？」意識的に声のトーンを上げた。

『おー、アリサ。生きてるか？』電話はお隣となりの柳なぎ楽らからだった。『昨日きのうは悪かったな』

「……別に……気にしてないわ……」

『本当かよ？』疑っているような感じではなかった。『……いやさ、お詫わびといっちゃあなんだけど、今夜、改めて食事でもどうだ？』

「…………へ？」

　一対一で食事をするってこと？　ま、まさかデートのお誘い……？

　アリサは激はげしく動どう揺ようした。

　日常会話程度ならだいぶ平静を保って話せるようになってきたが、恋愛を意識するような会話はまだアリサには荷が重い。途と端たんに無口になってしまうのだ。

『どうした？　びっくりしたような声出して？』

「……別に……びっくりなんか……」

『オリヴィアも連れて来いよ。こっちも大所帯だからさ』

「……え？　オリヴィアも？」

『モニカさんが、「鍋なべをしましょう！」って言い出してさ』

「…………………………へ、へぇ」

　期待した自分がバカだった。……いや、期待する理由なんてないはずだけど。

「鍋って冬の定番料理だから季節的にはまだまだ早いと思うんだけど。モニカさん、鍋やったことないらしいから、いい機き会かいかなって思ってさ』

「……ふーん、そう」

『あ、鍋ってわかるか？』

「そ、それくらい！　知ってるわよ！　人をバカにしないで！　鍋というのは食物を煮るときに使う、底の浅い器うつわのことよ！　辞書にそう書いてあるわ！」

『鍋そのもののことじゃなくて、食べるほうの鍋のことだからな』

　冷静に返された。最近、手玉に取られているような気がする。

『まあ気が向いたら参加してくれ。──あ、そうそう。食材は一人ひとり一品ずつ持ち寄ることになってるから忘れるなよ。六時半くらいからモニカさんの部へ屋やで始めるから』

　柳なぎ楽らはモニカの部屋番号を早口で告つげるとさっさと電話を切ってしまった。

　──どうしてだろう。よくわからないけど、腹が立つわ。……でもイライラするのにドキドキするのよね。何かしらこの感情は………………生理的嫌けん悪お感かん？

　きっとそうだ。そうに違いない。

　そういえば一度、酔っ払った柳楽に襲おそわれている。……未み遂すいに終わったけど。

　あのとき感じた恐怖心がアリサをこんなにもドキドキさせるのかもしれない。

「今の電話は柳楽淳じゆんからですわね？」

「あ、うん」アリサはこくんと頷うなずくとまたソファーに横になった。「モニカの部屋で鍋なべをするそうよ。気が向いたら参加しろって」

「──あらあら、それはチャンスではありませんの？」

「え？　チャンス？」

「フフフ、そうですわ。……アリサ様さま、私にとっておきの作戦があります」

　オリヴィアは目を輝かがやかせながら上じよう機き嫌げんに語り出した。




　ここで話は二十分ほど前に遡さかのぼり──

　昼食後、モニカの部屋にお邪じや魔ました柳楽は本ほん棚だなにズラリと並べられた、『ブラックホール☆パラダイス』という人気漫まん画がを一気読みしていた。

　最初にハマったのはリリアンで、モニカ、柳楽の順にブームが伝染した。この漫画はすでに連れん載さいが終了しているが、「本ほん編ぺん二百五十巻、外伝百五十巻」とボリューム満点で、日本国内で一いち億おく五千万部、全世界累計五億部を売り上げたカルト的な人気を誇る伝説の少年漫画だ。

　主人公のペテロとヒロインのサフィラが「百二十の世界」を旅し、ペテロの特殊能力『暗黒超新星』の力でその百二十の世界を次々に滅亡へと追いやる、アンチセカイ系ラブストーリーで、ヒロインのサフィラにはただの水をぶどう酒に変える特殊能力があり、その能力を利用してまったく働かないペテロの代わりに生活費を稼かせいでいる。

「いい最終回でした！　きっとサフィラも天国で安らかに眠っていることでしょう！」

　柳楽の隣となりでブラパラ（略称）を読んでいたモニカがオチをうっかり喋しやべってしまった。

「──うわあああああああああああああ！」

　続きを読む気が失うせてしまった。ようやく三十巻に到達したところだったのに。

　──ここからが本番って感じだったのになぁ……。

　順じゆん調ちように世界を破は壊かいしていくペテロとサフィラだが、本編の二十九巻あたりで最初の試練が訪れる。意い気き揚よう々ようと七番目の世界に乗り込んだペテロだったが、その世界は深刻な水不足に悩まされていた。水が手に入らないと、サフィラの能力は使えず、お金も手に入らない。ペテロは訪れて早々、「こんなくだらない世界、俺おれがぶっ壊こわしてやる！」と決めゼリフを連発するが、ここでサフィラが「……実は私……ぶどう酒を水に戻すこともできるの……」と告白する。

「それだ！」とペテロは世界中のぶどう酒というぶどう酒を買い占める。

　しかし、この直後、突然現れた謎なぞの老ろう子し、ジャッカルの特殊能力『光明超新星』の力で、ペテロたちは世界の狭はざ間まに飛ばされてしまう。……ここまでが三十巻の内容だ。

「──柳なぎ楽らさん！　いいことを思いつきました！」

　ブラパラの三十巻を本ほん棚だなに戻そうとすると、モニカがポンと手を叩たたいた。

「…………ナンデスカ？」

　このタイミングで何を思いついたのだろうか。まさか『暗黒超新星』と『光明超新星』をマスターします、とか言い出さないだろうか。……ありえる話だから恐こわい。

「闇やみ鍋なべです！　闇鍋をするのです！　試し験けんも終わったことですし！」

「…………ヤミナベ？　えっと……それはどこから出てきたアイデアなの？」

「ブラパラの四十五巻でペテロたちがジャッカルと鍋を囲む話があるのです！」

「……あの……ジャッカルって敵なんじゃ……」

「何を言ってるのですか！　ジャッカルはペテロの父親ですよ！　ペテロに試練を与えるのがジャッカルの役目なのです！　本当は息子むすこ思いの優やさしい人なのです！」

「うわっ、言っちゃった！　モニカさん、言っちゃったよ！」

「──ちなみに闇鍋をしようと言い出すのはサフィラだ」

　そのとき、リリアンがリビングに入ってきた。

　彼女は下着との区別が難むずかしい薄うす手でのキャミソールを身につけていた。柳楽を男と認にん識しきしていないのか、最近のリリアンは柳楽の前でも服装が適当で、いつも無防備な格かつ好こうをしている。

「ジャッカルはサフィラが闇鍋に入れたフグを食べて死ぬことになる」

「…………死にますか……ジャッカル死にますか」──なんじゃ、その展開は。

「ラストシーンも教えてやろう。百二十、全すべての世界を破は壊かいして行き場をなくした二人ふたりは無の世界をさまようことになるんだが、サフィラが最後の力を振ふり絞しぼって、無から新しい世界を産み落とすのだ。サフィラは消滅し、ペテロはその新しい世界の神になる。最後は青空をバックにサフィラの笑え顔がおが描えがかれてエンドだ」

「……なんか……ラストはシリアスですね」

「二百巻から二百四十九巻までは完全にギャグ路ろ線せんなんだがな」

「作者に何があった──っ!?」

　週刊連れん載さいで四十九巻分といったら十年近い期間が必要なはずだが、そんなにも長い間、暴ぼう走そうしていたというのか。……誰だれか止めろよ。

「柳楽さん！　私たちも闇鍋をしましょう！　──あっ！　でも、フグは禁止ですよ！」

「あ、うん……そうだね……」

　内心では反対だったが、モニカの提案を突っぱねることなんてできやしない。

　──漫まん画がに触発されて闇やみ鍋なべか。……そういえば俺おれもそんな理由だったな……。

　柳なぎ楽らは闇鍋の経けい験けん者しやだったりする。

　経験から得られた知ち識しきで闇鍋を語らせてもらうと──

　闇鍋が楽しいのは「食材を持ち寄るところ」までだ。食材を鍋に放り込んだが最後、組み合わせによっては即死レベルの料理ができあがる。……朝あさ霧ぎりの料理とはまた別の意味で危険だ。

「それでは柳楽さん！　食材の調ちよう達たつに出発しましょう！　各自一品ずつですよ！」

「あ、別々に行こうよ。鍋に入れるまでお互いの食材は見ちゃダメってことでさ」

「さすが柳楽さんです！　グッドアイデアなのです！」

　モニカが衣い装しよう部べ屋やに駆かけていく。出かける準備をするのだろう。

「──一人ひとり一品ずつなら頭数が足りないのではないか？」

　リリアンはそう言って窓の外に、ふぅ、と紫し煙えんを吐はき出した。

「じゃあ、何人か生いけ贄にえになってもらおうかな」

「……生贄か。やはり闇鍋は不毛なイベントなのだな」

「や、わかってるのなら止やめてよ」

「まあいいではないか。食材の調達には外出が必要だが、鍋は家の中でやるものだろう？　外で食事をするよりもずっと安全だ。間違って回らない寿す司し屋やに入ることもない」

「……その考え方は諦あきらめの境地に達して初めて出てくる意見だよね」

　柳楽は買い出しに出る前に知り合いに片かたっ端ぱしから電話をかけた。

　いつものように天てん井じように張りついていた朝霧には趣しゆ旨しが筒抜けだったので、猫ねこ矢や、一いち之の瀬せ、灰はい谷たに、アリサの四人にコンタクトを取ることにした。その際、「モニカさんの部屋で鍋やるから各自一品ずつ食材を」と闇鍋のことは伏せた。本当のことを言ったら誰だれも来ないだろうし、普通の鍋と伝えておけば、おかしな食材は持ってこないはずだから。

「──よし、最後はアリサだな」

　柳楽はアドレス帳から『発明少女』を選せん択たくし、即座にコールした。

『……も、もしもし？』

「おー、アリサ。生きてるか？」

　昨日きのうの今日きようだから多少の罪悪感があったが、あまり深く考えないことにした。




　　　　☆　☆　☆




「……いや、待てよ。たとえば一之瀬が白菜を鍋の食材に選えらんで、モニカさんがケーキを買ってきたら……それはそれでやばくないか？　……いや、白菜とケーキならそれほど問題はないかな……って他ほかの組み合わせだったら……やっぱりまずいよな？　うーん、どうしよう……」

　結けつ論ろん──何か対策を練ねっておかないと取り返しのつかないことになる。

　そんなわけで柳なぎ楽らは雑貨店『すまっしゅあっぷ』に向かった。

『すまっしゅあっぷ』では雑貨以外にもハーブや香こう辛しん料りようなども販売されている。宇宙人店主の山やま本もとさん（偽ぎ名めいの可能性あり）が故郷から妙な商品を仕入れているようなので、彼女に相そう談だんすれば何かいい商品を紹介してもらえるかもしれない。

「……あ、あれ？　桜さくら野のさん……？」

　店内に足を踏み入れると、なぜか図書委員長の桜野理り沙さが商品の整せい理りをしていた。彼女は柳楽の存在に気づくと、「いらっしゃいませー」と笑え顔がおを作って軽く会え釈しやくをし、

「まさか柳楽君が来店するとは思わなかったな。うちのお店、女性客がメインなのに」

「桜野さん、ここでバイトしてるの？」

「うん、そうだよ。土日だけね」

　桜野は他にお客がいないことを確かく認にんすると、棚たなに寄りかかり一息ついた。彼女は図書委員長を務めているが、柳楽と同じ一年生なのでタメ口でも問題ない。

「私ね、ここの店長と知り合いなの。──あ、知り合いというか……えーと、同郷？」

「………………は？　同郷？」

　──お、おいおい……故郷が同じってことはまさか……。

「あ、あの……桜野さんって……もしかして頭に『う』のつく人……？」

「よくわかったね。柳楽君って実はエスパーだったりしない？」

「……や、そういうんじゃなくて……」柳楽は戸と惑まどいがちに事情を説明した。「俺おれ、山本さんと面めん識しきあるんだよ。モニカさんが一度、このお店で変なスパイスを買っちゃって、そのスパイス入りのカレーを俺が食べてさ。……なぜか口から火を噴ふいちゃって……」

「ああ、なんだ。その話なら店長から聞いてるよ。プライバシーに関かかわるとかで名前は教えてもらえなかったけど、柳楽君のことだったんだ」

「……うん、あのときは酷ひどい目にあったよ」思い出すだけでため息が出る。「──あ、そういや桜野さんも『変な薬くすり』持ってるけど、あれってこのお店と何か関係あったりする？」

「鋭するどいなー、柳楽君は。……んっ、柳楽君って……」ふいに桜野が上半身を斜めに傾け、柳楽の顔を下から覗のぞき込んできた。「ふふ、恭きよう平へいさんと同じ匂においがするんだね」

「…………コメントに困るんだけど」

　そういえばこういう人だった。距きよ離り感かんを気にせずノーガードで接近してくるタイプ。アリサみたいに警けい戒かい心しんが強すぎるのも考えものだが、思考が読めない桜野のほうがどちらかといえば扱いづらい。──けっこう腹黒い人だしね。

「ところで、何を買いにきたの？」

「あ、そうだった。実はさ──」柳楽はざっと事の経けい緯いを話し、「──というわけなんだけど、何かいい商品ないかな？　たとえば食べ物の味を消してしまう薬くすりとかさ」

「うーん、それに近いものはあるけど、味がなくなっちゃうと不自然じゃない？」

「……まあ、そうだね」

「せっかくの闇やみ鍋なべなんだから、開き直って楽しんだほうがいいと思うけどなー」

「はは……そうは言うけどさ」

「じゃあ、辛から目めのスパイスを買っていったらどう？　味のコントロールといったら調ちよう味み料りようが基本だし、スパイスを加えれば極端な味に持っていけるしね」

「なるほど……それは一理ある。……いや、闇鍋の極ごく意いかもしれない」

「じゃあ、商品を用意するね。おすすめのスパイスがあるの──」

「──ちょっと待った……！」

「うん？　何？」

「念のため言っておくけど……普通のスパイスにしてね？」

「あはは、わかってるって。そんなに警けい戒かいしないでよ」

　桜さくら野のが店の奥に消える。一分ほどで戻ってきたので柳なぎ楽らはレジの前に移動した。

「……あれ、こっちの袋は？」

「それは試供品よ。おまけにあげる」桜野はさらにメモ用紙を柳楽に手渡し、「それね、ある種の惚ほれ薬でね。簡かん単たんに言うと、『好きが嫌い』に『嫌いが好き』になるお薬なの」

「好きが嫌いに、嫌いが好きに……」

「効果は一時間くらい持続するから。同性には効果がないから気をつけてね」

「異性限定ってこと？」

「そそ。嫌われてるなー、って思う女の子に使うのがベストだと思うよ」

「え、でも、どうやって飲ませれば……」

「飲み物に混ぜればいいんだよ」桜野があくどい笑えみを浮かべた。「闇鍋、頑がん張ばってね？」

「……やることが犯罪臭くさいんですけど」

「使うか使わないかは柳楽君の自由だよ。渡すだけ渡しておくね」

「……無理やりポケットに突っ込まないでよ……」

「あ、そうだそうだ！」桜野はレシートを手渡し、「柳楽君の住んでるマンションの近くに青い看板のコンビニあるよね？」

「あるけど、なんで俺おれの住所知ってるの？」

「そこのコンビニで志し良ら堂どうさんがアルバイトを始めたらしいよ」

「無視ですか。…………って、志良堂さんが？」

「あの人、被害妄もう想そうが激はげしいから、買い物するときは気をつけてね」

「ははは、いくら志良堂さんでも、いきなりお客に斬きりかかったりはしないでしょう？」

「だよねー」桜野の目は笑っていなかった。「いくらなんでもそれはありえないよねぇー」

「……う、うん」

　──しばらくあのコンビニを利用するのは控えておこう……。




　　　　☆　☆　☆




　桜さくら野のから強引に手渡された薬くすりの使い道に悩みながらマンションに戻っていると、赤い自転車にまたがった一いち之の瀬せが脇わき道みちから飛び出してきた。

「おい、一之瀬！　俺おれが靴くつ紐ひもを結び直してなかったらタイミング的に轢ひかれてたぞ！」

「……おかしいな。カーブミラーには誰だれも映ってなかったのに……」

「な、なんだそのホラー展開は。俺は幽ゆう霊れいじゃないぞ。現役バリバリの生いき霊りようだぞ」

「そっちのほうが恐こわいんですけど……」

　一之瀬はカゴ付きの高そうな自転車からひょいと飛び降り、ため息をついた。

　自転車をこぐためだろう、踵かかとの低いサンダルを履はいた一之瀬は丈たけの短いジーンズに肩のはだけた黒っぽいカットソーを合わせていた。一之瀬は活発なイメージが強いので、やはりパンツルックのほうが似合っている。

「カゴの中の袋って鍋なべの材料だよな？　もう向かってるのか？」

　白いビニール袋から青い葉がはみ出ていた。白菜もしくは春しゆん菊ぎくといったところか。

「そうだけど……まだ早いかな？」

「別にいいんじゃないか。俺も行くところだし」

「あ、そうなんだ。だったら一いつ緒しよに行こっか？」

「おう、いいぞ」柳なぎ楽らは一之瀬の自転車のカゴに自分の荷物を載のせた。「よし、俺が自転車こぐから一之瀬は後ろに乗れ。この機き会かいに男の子のパワーを思い知らせてやる」

「え？　それって……二人ふたり乗りするってこと？」

「おいおい、なんだよ。その微妙な顔は？　俺と二人乗りするのがそんなに嫌いやなのか？」

「そ、そんなことない──っ！　…………と思います。……はい」

　一之瀬は小声でブツブツつぶやきながら柳楽から視し線せんを外はずした。

「…………ふ、二人乗りって……けっこう難むずかしいよね？」

「安心しろって。俺はねこやんと違って無む闇やみにスピード出さないから。お巡まわりさんに見つかっても、『さすが柳楽様さま！　日本国民を代表する安全運転っぷりですね！』とか言って感心しちゃって二人乗りしてることに気づかないから」

「……あんた警けい察さつなめてるでしょ」

「うおっ!?　これは一体どういうことだ!?　自転車が勝手に動き出したぞ!?」

「ちょ、ちょっと！　待ちなさいよ！　置いてかないでよ！　この自転車泥どろ棒ぼう──っ！」

　ノリで自転車をこぎ始めた柳楽だったが、速攻で一之瀬にＴシャツをつかまれた。

　慌あわててブレーキをかけ、地面に両足をつく。

「……乗らないなんて誰だれも言ってないじゃない」ぷくぅー、と顔を膨ふくらませながら言う。

「悪い悪い。お前の顔に『イジメてください』って書いてあったからさ」

「そ、そんなわけないでしょう！　バカじゃないの!?」

「冗じよう談だんだって、そんなに怒るなよ」

「……もう！」

　一いち之の瀬せはぶつくさ言いながら自転車にまたがろうとした。ところが──

「──うわあああ！　この自転車、荷台ないんだった！　どうしよう！」

「だったら立ち乗りするしかないな」

「……うー、立ち乗りするくらいだったら歩いたほうがいい。あれ疲れるし……」

「ったく、しょうがないな」柳なぎ楽らはハンドルを握ったままサドルから降りた。「ほら、乗れよ。俺おれが立ちこぎすればお前は座れるだろ」

「え、そんな乗り方して大丈夫なの？」

「平気平気。昔よく灰はい谷たに先せん輩ぱいとやってたから」──いつも先輩が前だったけどな……。

「じゃ、じゃあ……乗るね？」柳楽の肩をつかみサドルにまたがる。「わ、これ、ペダルに足乗せられないから不安定だね。……ね、ねえ、柳楽……腰につかまっても──」

「──よっしゃあ、いくぞ──っ！」

「き、きゃあああああああああああああああ──っ!?」

　不用意に発進してしまい、一之瀬が自転車から振り落とされてしまった。

　……その上、道どう路ろ脇わきの溝みぞに頭から転落した。




「……だいぶ日が傾いてきたな」

　一時間後、柳楽と一之瀬は同じ道を、今度は徒歩でマンションに向かっていた。

　溝に転落し、服を汚してしまった一之瀬をあのあと自宅まで送り届けたのだが、移動とシャワーと着替えに時間を食われ、事故現場に戻ってきたときには夕方になっていた。

「いやー、一之瀬のお父とうさんって面おも白しろい人だなー。まさかあれほどクオリティの高い親おや父じギャグを即そつ興きようで披ひ露ろうできるなんて。……お前の親父さん、ずばりお笑い芸人だろ？」

「……うちのお父さん、冗談とか通じない人なんだけど」

　自転車から振り落とされてからというもの一之瀬のテンションは下がりっぱなしだ。

「親父ギャグとか……冗談だよね？　……というか、殴られなかった？」

「覚悟してたけど暴ぼう力りよくはなかったな。つかさ、あのおっさんマジ恐こわすぎ。顔とか極ごく道どうみたいだし。漏もらすかと思った。……お前がシャワー浴びてる間、ずっと親父さんとリビングにいたんだけど、『娘とはどういう関係なんだ？』とか『高校生にはまだ早い』とか言われてさ。親父さん、完全に誤解してたぞ、俺たちの関係」

「……ご、ごめん。まさかあの時間に帰ってくるとは思わなくて……」

「タイミングが悪かったよな。リビングに男がいて、娘がシャワーを浴びてたら、たとえ異世界のパパさんだってある一つの可能性に到達するって。……マジ、心しん臓ぞう止まるかと思った」

　闇やみ鍋なべよりも先にビッグイベントを終えてしまった感のある柳なぎ楽らだった。




　モニカの部へ屋やがある十七階までエレベーターで上がろうとすると、「待った待った！」と猫ねこ矢やが駆かけてきた。柳楽はわざとらしく、「ねこや～ん！　俺おれのこと忘れないでくれよ～！」と手を振りながら「閉」を連打したが扉とびらが閉まる前に猫矢が乗り込んできた。

「……猫矢？　その袋……鍋の材料が入ってるの？」

「ああ、これ？」猫矢はビニール袋に視し線せんを落とし、「もちろんそうだよ」

「ねこやん。それ、なんかニンニク臭くさくないか？」

「だよねー。ニンニク臭いよねー。でもこれおいしいんだよー」

「……お前、鍋やるってことわかってんだろうな？」

「えー、だって闇鍋やるんでしょ？　だったら普通の食材持ってきても意味ないじゃん」

「……闇鍋？　それって……え？　……何？　どういうこと？　……ねえ、柳楽？」

　一いち之の瀬せがビニール袋を振り上げ、威圧的な振ふる舞まいで柳楽に詰め寄ってくる。

「ぼ、ぼくぅ、そんなこといったおぼえないよー。ねこやんがなにかかんちがいしてるんじゃないのかなー。うん、きっとそうだとおもうなー」

「……どうなの猫矢？」

「うん、たしかにナギラは闇鍋とは言わなかったよ。でもナギラが普通の鍋をやるとは思えなかったから、リリアンさんに電話して真実をたしかめてみたんだよ」

「…………なんでリリアンさんのケータイ番号知ってんだよ」

「闇鍋をやるんだったら、奇き抜ばつな食材を用意しないと盛り上がらないからね。いやー、これを手に入れるために僕がどれだけ苦労したことか……」

「あんたたちバカじゃないの!?　なんなのよ、闇鍋って──っ!?」

「企画立案者はモニカさんだぞ。文句があるならモニカさんに言ってくれ」

　エレベーターを降りると、帰る帰る、と文句を言う一之瀬を引っ張ってモニカの部屋に向かった。チャイムを鳴らす直前までぐじゃぐじゃ喚わめいていた一之瀬だったが、「みなさん、いらっしゃいなのです！」と余よ所そ行きの格かつ好こうをしたモニカが出てくると静かになった。

　──一之瀬ってモニカさんにはけっこう寛かん容ようなんだよな。ま、俺も甘いけどね……。




　一いつ旦たん、モニカの部屋を出て、「夕食はいらないから」と姉とケータイで話していると、誰だれかがエレベーターを降りてこちらへ歩いてきた。

「じゃ、そういうことだから──」

　通話を終えた柳なぎ楽らが気け配はいに目を向けると、

「柳楽君、もう来ていたんですね」

「………………あ、あの、朝あさ霧ぎりさん？　その……背中に担いでるものは……？」

　朝霧はなぜか私服ではなく制服を着用していた。だが問題なのはそこではなく──

「ああ、これですか？」朝霧はその場で回れ右をし、「学校の裏山で捕ほ獲かくしたイノシシです」

　朝霧の背中で暴あばれるイノシシは「ふー、ふー」と悲痛な声を上げていた。

　──しかも生きてるし。……家の中で暴れ出したらどうすんだよ……。

「……………………そ、そういうのは……止やめとかない？」

「はい？　なぜですか？」

「だ、だって……それ……鍋なべに入りきらないよね？」

　──うわわあああ！　何言ってんだよ俺おれ！　どんな説得の仕方だよ！　もっと根本的な疑問があるだろうが！　つーか、イノシシとか問答無用で却下だっての！

「すみません、失念していました。たしかに獲え物ものが大きすぎましたね」

「……………………納なつ得とくしちゃうんだ」

　イノシシは山に返しました。




　柳楽は闇やみ鍋なべ参加者が持参する鍋の材料が気になって仕方がなかったので、朝霧が別の食材を取りに引き返したあともモニカの部へ屋やの前で訪問者が来るのを待っていた。

　次にやってきたのはアリサだった。

「……何してるの？」

「風に当たってるだけだよ。気にせず中に入ってくれ」

「……変なの」

　変なのはお前が抱えてる巨大な紙袋だろ、と柳楽は内心で返した。

　──こんなことなら材料を指定しておくんだった……。

　中身が激はげしく気になったが、生き物ではなさそうなので黙だまって部屋の中に通した。




　闇鍋開始十分前になってオリヴィアと灰はい谷たにが連れ立ってやってきた。

　二人ふたりは腕を組んでいたが、灰谷はぎこちない表情をしており、通路に立っている柳楽に気づくと、「……ジュン」と気のない声を出し、オリヴィアを引ひき離はなした。だがカノジョさんは柳楽を前にしても自じ重ちようせず、「いいじゃありませんの」と甘えた声を出して灰谷にくっついた。

「……ラブラブですね。お二人さん……」

「ジュン、誤解するな。俺たちは別に──」

「──当然ですわ！　私たちの愛の深さは無限大といっても過言ではありませんもの！」

　灰谷のつぶやきはオリヴィアのキンキン声にかき消された。

「………………はぁ……」

　うつむきながら嘆たん息そくする灰はい谷たには南雲なぐも市内でよく見かけるスーパーの袋を提さげていた。袋から長ネギが飛び出しているのが見える。鍋なべの定番、安全な食材だ。一方、オリヴィアは赤い袋を手に提げていた。袋には『デッド　オア　デッド』という物ぶつ騒そうな英文が刻まれている。

「なあ、オリヴィア。その袋……どこのお店のだ？　ってか……何が入ってるんだ？」

「これですの？　フフフ、この中には鍋の材料と……あともう一つ──」

「あ、あともう一つ……？　あともう一つはなんだ？」

「さあさあ、亮りよう介すけさん。こんなボンクラなど放っておいて中に入りましょう」

「……おい、こらぁ！　教えろよ！」

　オリヴィアはくすくす笑いながら散さん々ざん柳なぎ楽らを見下すと、部へ屋やの中に入っていった。

　──くそっ、あの女……またよからぬことを企たくらんでるな？




　参加者のほぼ全員が部屋の中で待たい機きする中、五分前になってようやく朝あさ霧ぎりが戻ってきた。

　しかし──

「……朝霧さん？　その……背中のものはナンデスカ？」

「本マグロです」朝霧は堂どう々どうとしていた。「青あお森もり産さんの本マグロです」

「……それ……全部食べるの？」

「モニカ様さまがお一人ひとりで二十人分と考えれば妥だ当とうな大きさではないかと思いますが」

「……そ、そうだね。……あ、いや、でも……どうやってさばくの？」

「私がノコギリでさばきます。いえ、解体します」

「…………そっか」

　イノシシの教訓を生かし、朝霧なりに考えてきたらしい。ツッコミどころ満まん載さいのはずなのになぜかそれ以上ツッコめなかった。……まあ、マグロは旨うまいし、よしとしようか。




　　　　☆　☆　☆




　朝霧の「マグロ解体ショー」が終わるといよいよ闇やみ鍋なべが始まった。

　ここで簡かん単たんに闇鍋のルールと流れを解説すると──




　★ブラパラ流、闇鍋の極意～基き本ほん編へん～★　※ブラックホール☆パラダイス・第四十五巻・初回限定特装版小冊子より。


　①部屋を暗くして鍋の中を見えなくする。

　②順に「食べられるもの」を鍋の中に放り込み、その際、何を入れたのか自己申告する。

　③具ぐに火が通った（と思った）ら適当に順番を決め、適量の具を器うつわによそう。

　④一人ひとりずつ食べる。箸はしをつけたものは必ず食べなければならない。

　⑤途と中ちゆう退場、絶対ダメ！　一いち蓮れん托たく生しよう！　みんな道連れ！　胃い薬ぐすり準備！

　⑥お口直し必ひつ須すです。神に感かん謝しやしながら「人間の食べ物」をむさぼりましょう。

　⑦ご安心ください。誰だれも二度とやろうとは言い出しませんから。

　⑧基本的に無言で解散します。

　※注意事項……食材の組み合わせによっては異い臭しゆう騒さわぎに発展する可能性があります。

　※免責事項……何が起きても訴えないでください。……訴えられても困ります。

　※お詫わび……「応おう用よう編へん」は担当編集者失しつ踪そうにつき企画中止となりました。






　リリアンが明かりを消すと、「どうして暗くするの？」とアリサが疑問を呈ていした。

「──アリサさん！　何を言ってますか！　闇やみ鍋なべです！　闇鍋なのですよ！」

　モニカの発言に驚おどろいたのは灰はい谷たにだけで、アリサとオリヴィアは首を傾かしげていた。闇鍋という言葉自体、初耳だったのだろう。他ほかのメンツは事前に知っていたので今いま更さらな情報だった。

「闇鍋っていうのはさ……」

　柳なぎ楽らが初心者二人ふたりに闇鍋について簡かん単たんに説明すると、

「なるほどなるほど。それは面おも白しろそうなレクリエーションですわね」

「……うん、楽しそう」

　嫌いやがるかと思ったが、意外とすんなり日本の「珍文化」を受け入れた。

　──というか、闇鍋の本質がよくわかってないんだろうな……。

「……本当にやるつもりなのか？」

「先せん輩ぱい、バカバカしいとは思いますけど、俺おれたちの遊びに付き合ってください」

「……あ、いや、まあ……俺は別に構わないんだが……」

　これだけ多くの女の子に囲まれては灰谷も嫌とは言えないようだ。

　席順のほうは時と計けい回りにモニカ、柳楽、リリアン、朝あさ霧ぎり、一いち之の瀬せ、猫ねこ矢や、灰谷、オリヴィア、アリサの並びになっている。丸型のテーブルの真まん中なかに、簡かん易いコンロに乗った土鍋があり、それをみんなで囲む形だ。土鍋はリリアンが用意したのだが、これが異常にでかかった。一クラス分といったら大げさだが、どこにそんな巨大な土鍋が売ってるんだよ、と問いただしたくなるような大きさだった。まあ、参加人数を考こう慮りよしてのことだろう。

「──それでは私からですね！」

　食材は席順に入れることになった。時計回りにモニカからだ。

「入れます！　どんどん入れます！」

　ドボドボドボ、とダシの入った鍋の中に「何か」が放り込まれていく。明かりを消しているので詳細は定かではないが、跳はねる音がするということはそれなりに重量のあるものだろう。

「私が選えらんだ食材は産地直送の高級フルーツです！　リンゴにバナナにメロンにブドウ！　どれも大変に美味なのです！」

　初しよっ端ぱなからとんでもないものが入った。

　ダシの味が染しみ込んだ果物……あまり想像したくない。

「……いや、食えないことはないんじゃないのか？」暗がりの中で灰はい谷たにが言う。「カレーにリンゴを入れたり酢す豚ぶたにパイナップルを入れたりするだろう？　案外、平気かもしれないぞ」

「そ、そうですわ！　亮りよう介すけさんの言う通りですわ！」

　オリヴィアが灰谷の意見に賛さん同どうする。

　一いち之の瀬せも「そ、そうね……」と自分を納なつ得とくさせようとしていたが、「ははは、みんな現実逃とう避ひしちゃダメだよ。カレーとか酢豚みたいな料理は例外なんだって。ほらほら、味み噌そ汁しるにバナナが入ったらどんな味がするか、想像してみてよ？」と猫ねこ矢やが参加者の不安を煽あおった。悪ノリさせたら日本一、猫矢栄えい一いちは後先考えずに物を言う無責任な男だ。

「……次は俺おれだな」

　早くも場の空気が重みを増してきたが、もう後戻りはできない。

　柳なぎ楽らは意を決し、粉末状のスパイスを土ど鍋なべの中に注ぎ込んだ。

「えーと……俺が用意してきたのは『さらまんだー』とかいう名前の香こう辛しん料りようで、わかりやすく言えば唐とう辛がら子しみたいなもんかな。口から火を噴ふくほどじゃないから安心してもいいよ」

「辛くすればなんとかなる。……ふふふ、安直な発想だな」

　リリアンが鼻で笑う。こんな状況でどうして笑えるのだろうか。

　……みんな食べるものは同じなのに……。

「私の番だな」隣となりのリリアンが席を立つ。「……一本で十分か」

「あ、あの、一本ってなんですか？」嫌いやな予感がしたのか一之瀬が疑問を投げかける。

「ああ、これか？」これか、と言われても暗いので見えない。「私が用意したのは日本酒だ」

「それはもう食材とは言えんだろうがああああ！」

「何を言うか。酒は調ちよう味み料りようだぞ。貴き様さまのスパイスだって調味料の範はん疇ちゆうだろうが？」

「そ、それはそうだけど……って入れすぎだろ！　一いつ升しよう瓶びん丸ごと入れるつもりかよ！」

　──ドボドボドボドボドボドボドボドボドボ。

「ふふふ、安心しろ。この日本酒は甘口だからな、スパイスの辛みを打ち消してくれるはずだ」

「んなわけねーし！　……つーか、もう味が想像できねええええええ──っ！」




　次に朝あさ霧ぎりが、先ほど解体したマグロの赤身を鍋の中に放り込んだ。最初は大トロにするつもりだったようなのだが、闇やみ鍋なべに使うのはもったいない、と柳楽が進言すると、それでは闇鍋のあとにお寿す司しでも握りましょう、と言ってくれた。そんなわけで赤身なのだ。

　お次は一之瀬の番。食材はお鍋の定番、白菜だった。鍋ではありふれた食材だが──

　──もう……何を入れても手遅れだよな。あとは混こん沌とん具合が増すだけだ……。

「はいはいはい！　一年Ｆ組の猫ねこ矢や栄えい一いちです！　すごいの入れちゃいまーす！」

　猫矢はさりげなく自己紹介をすると、ガサガサとビニール袋をあさり、

　──ドボン……パチャパチャパチャ……ドボドボドボ──

「あははー、入れちゃった！　入れちゃった！　ほんの出来心だったのにー！」

「何が出来心か！　入れる気満々だっただろうが！　ったく…………で？　何入れたんだ？」

「南雲なぐも市のご当地バーガー、その名も『ギョウザバーガー』でーす！　ニンニクがたっぷり入ってまーす！　ついでにポテトとコーラも入れちゃいましたー！　あははははー！」

「アホかああああああ！　そんなもん鍋なべに入れんなああああああ──っ！」

「えー、そんなこと言わないでよー。これ、けっこうレアなんだからさー」

　たしかに『ギョウザバーガー』はご当地バーガーとして全国に名を知られているが、同時に『食べないほうがいいご当地バーガー』としても有名だったりする。一日二十個と限定販売されているのは「その程度の数しか売れない」から……もっと言えば「その程度の数なら誰だれかがネタとして買う」からである。これは柳なぎ楽らの考察だが、『ギョウザバーガー』が不人気なのは挟はさんであるギョウザ自体の味に問題があるからであり、バーガーの具ぐとしては悪くないチョイスだと思われる。

「…………じゃあ、俺おれも入れるぞ」

　猫矢に続き灰はい谷たにが諦あきらめ気味に長ネギを投入する。そしてお次は、

「な、な、な、なんですの！　この鼻の曲がりそうな悪あく臭しゆうは──っ!?　一体鍋の中で何が起きていますの──っ!?　これは本当に人間の食事ですのおおおお──っ!?」

　オリヴィアがガタガタと椅い子すを引きずりながら席を立った。

　まさか逃げ出すつもりじゃ、と柳楽が身構えていると、

「こうなれば破れかぶれですわ！　私が用意したこの『大だい豆ず製品スペシャルミックス』をぶち込んで差し上げますわ！　ぐちゃぐちゃに潰つぶした豆とう腐ふに納なつ豆とうをぶっかけ、さらに十年熟じゆく成せいさせた五百ミリリットル一万円の最高級醤しよう油ゆを流し込み、おまけに秋あき田た米まいを使用した無む農のう薬やく原料の米こめ味み噌そを加えた、もう私にも何がなんだかよくわからない代しろ物ものですわ──っ！」

　──ドバドバドバドバドバドバ！

　すっかり開き直ってしまったオリヴィアは、『大豆製品スペシャルミックス』なるものを悪臭の立ち込める土鍋の中に一気に流し込んでしまった。

「だ、大丈夫なのか……これは？」

　柳楽は全員にそう問いかけてみたが、「食べてみなければわかりません！」と暢気のんきに構えるモニカ以外、みんな黙もく殺さつだった。

「……最後は私ね」

　アリサが席を立つ。もうここまできたら何を入れてもたいした違いはない。アリサはもちろん他ほかのメンバーも観かん念ねんしていることだろう。

「……お、お菓か子しを……入れました……」

　罪悪感に駆かられたのか、丁てい寧ねいな言葉遣づかいで食材を明かした。

　具体的には……チョコレート、ガム、アップルパイ、ショートケーキ、どら焼き、アイスクリーム、うま●棒全種類コンプリート……などなど。

「……つ、ついに……完成してしまうのか……」

　※最終的な鍋なべの中身……リンゴ、バナナ、メロン、ブドウ、さらまんだー、日本酒、本マグロの赤身、白菜、ギョウザバーガー、ポテト、コーラ、長ネギ、大だい豆ず製品スペシャルミックス（豆とう腐ふ、納なつ豆とう、十年熟じゆく成せいさせた五百ミリリットル一万円の最高級醤しよう油ゆ、秋あき田た米まいを使用した無む農のう薬やく原料の米こめ味み噌そ）、チョコレート、ガム、アップルパイ、ショートケーキ、どら焼き、アイスクリーム、うま●棒全種類コンプリート、その他いくつかの駄菓子。

　──今いま更さら言ってもしょうがないけど、一人ひとり一品ずつじゃなかったのかよ……。




　その未知なる料理は過去に嗅かいだことのないような異い臭しゆうを放っていて、ぐつぐつと煮立つ音だけが唯ゆい一いつ、鍋らしさを演出していた。誰だれもが言葉を失い傍ぼう観かんする中、「それではいただきましょう！」とモニカが無む謀ぼうにも鍋に箸はしを入れた。

「みなさん……食べないのですか？」

　モニカは一人分の具ぐをよそうと全員に問いかけた。

　だいぶ時間が経たっているので、みんな暗くら闇やみに目が慣なれていて、もちろん柳なぎ楽らにも全員の動きを把は握あくすることができる。今のところ鍋に手をつけているのはモニカだけだ。

　……きっとみんな生いけ贄にえが現れるのを待っているのだろう。

「柳楽君、食べないのですか？」朝あさ霧ぎりが不ふ思し議ぎそうに言う。「柳楽君を差し置いて私が先にいただくわけにはいきません。どうぞ、遠えん慮りよなさらず、お食べになってください」

　どうやら朝霧が躊ちゆう躇ちよしていたのは他のメンバーとは別の理由からだったらしい。

　──そういえば、朝霧さんの味覚って……アレなんだっけ……。

「むっ、そうです。柳楽君……私、肝かん心じんなことを失念していました……」

「……え？　失念って？」

「毒味ですよ。過去に例のない組み合わせの料理ですし……毒味の必要性ありです」

　モニカに続き朝霧が鍋に手をつけた。

　──だ、大丈夫かな。いや、味覚音おん痴ちの朝霧さんなら……いけるか？

「それでは失礼して……お先にいただきます」

　トップバッターは朝霧だった。

　彼女は箸で挟はさんだ得え体たいの知れない具を口に運ぶと、普通に咀そ嚼しやくし、普通に飲み込んだ。

　そして、何事もなかったように水を飲み、

「みなさんビッグニュースです。わりといけますよ、これ」

　その途と端たん、えー、とあちこちから驚おどろきと疑問の声が上がった。

「なっとうのネバネバがメロンに絡からみついて絶妙な食感を生み出しています。さらにスパイスと日本酒がメロンの甘味をよりいっそう引き立てていて四次元的な広がりすら感じます」

　そう言われると、おいしそうに思えてくるから不ふ思し議ぎだ。でも騙だまされてはいけない。

　──朝あさ霧ぎりさんの味覚は普通じゃないんだ……参考にしないほうがいい。

　ところが柳なぎ楽らの分析とは裏うら腹はらに、未知なる料理を絶ぜつ賛さんする者がもう一人ひとり──

「本当です！　なっとうのネバネバが絶妙なのです！　新感覚なのです！」

　モニカは「いけます！　どんどんいけます！」と箸はしを使わずお玉で具ぐをすくい始めた。

「なんですかこのおいしさは──っ!?　クレメンツの宮廷料理人、藤ふじ本もと・アドルフ・信しん二じの得意料理、『冬の終わりの野菜のグラタン、ほろほろ鶏どりとフォアグラのラベンダー風ふう味み、クレメンツ鉱山のダイヤ添ぞえ』に匹敵するおいしさなのですよ──っ!?」

「…………ダイヤ添えって」

「止まりません！　食欲が抑おさえられません！　こんなことは初めてです──っ!?」

　モニカがここまで絶賛するとは予想外だったが、何か裏があるような気がする。

「……おい」案あんの定じよう、リリアンが柳楽に耳打ちし、「モニカ様さまはどんな食べ物を口に入れても旨うまいと感じてしまう幸せな味覚の持ち主なのだ。……遺い伝でんらしい」

「……そういえばモニカさんって……食事中はいつも『おいしい、おいしい』って言ってるよね。……じゃ、じゃあ、朝霧さんと同類なのか……」

「朝霧は『本当に旨いもの』の味がわからないゲテモノ食いだろう？」

「……間違ってはいないと思うけど……もうちょっとソフトに言おうよ……」

　モニカの食欲はその後も留とどまることを知らず、一人ひとりで食いつくさんばかりの勢いだった。

　そんなモニカの様よう子すを見て灰はい谷たにが、

「……い、いけるようだな。……そういえばドリアンという果物は、匂においはきついが味は病やみつきになるほど旨いと言うな。……これもその範はん疇ちゆうなのか？　そういうことなのか？」

　灰谷が割り箸をパキンと二つに割った。

「……好奇心には逆さからえん。俺おれは食べるぞ……」

「お待ちになってください！　亮りよう介すけさんが食べるというのなら私もご一いつ緒しよしますわ！」

　オリヴィアがモニカから乱らん暴ぼうにお玉を奪うばい、灰谷の分も合わせて具を取り分ける。

　──ついに犠ぎ牲せい者しや第一号が出るか。……灰谷先せん輩ぱい、ご愁しゆう傷しよう様さまです。

　ゲテモノ料理を同時に口に運んだ灰谷とオリヴィアだったが、飲み込むまでもなく……というか噛かむまでもなく、口の中に入れた瞬しゆん間かん、ぶぅー、とハモリながら吐き出した。

「うわっ、きたなっ──!?」「きゃあああああ！　顔にぃぃぃ！　顔になんかかかった！」「ちょ、ちょっと暗いんだから押さない──ふきゃあああああ──っ!?」「オリヴィア、貴様！　不用意に動くな！　今、電気を点つけ……って貴様どこを触っている──っ!?」「いやいやいや！　今のは俺おれの意志じゃなくて！　誰だれかが後ろから突き飛ばしたんだって！」

　誰もが闇やみの中で右う往おう左さ往おうしていると、

「──熱あつっ、熱っ！　熱うううううううううううううう！」

　いつの間にかコンロの上の土ど鍋なべが引っくり返り、具ぐと汁が盛大に流れ出していた。

「うおい、こら！　誰だよ、鍋引っくり返したの！　火傷やけどしたらどうすんだ！」

　足元から異い臭しゆうと共ともに湯ゆ気げが立ち上ってくる。柳なぎ楽らは急いでテーブルから離はなれた。

「辛からいとか苦にがいとか甘いとか、そういう次元ではありませんわ！　……濃こい！　ただひたすらに濃いですわ！　これは人間の食べ物ではありません！　…………敵！　そう敵！　人類の敵ですわ！　ああああ、憎い！　全すべてが憎い！　……憎いと言えばリリアンが憎い！　憎たらしいですわ！　こ、こうなったらどさくさに紛まぎれて私の×××を使って×××して真まっ二つに××××殺し××××犯××××破××××──っ！」

　しまいにはオリヴィアが暴あばれ出してしまった。……しかも、身勝手な理屈でもって。

　機き転てんを利かせた朝あさ霧ぎりが電気を点けたときにはもう土鍋が二つに割れており、椅い子すの上に立ったオリヴィアが洋剣を振り回し、リリアンがテーブルを盾たてにして応戦していた。

　──結局、いつものパターンかよ……。

　突如勃ぼつ発ぱつしたその戦せん闘とうはリリアンに加勢した朝霧の活かつ躍やくもあってすぐに沈静化した。

　だが戦闘中に一いち之の瀬せの洋服が切り刻まれるという不幸な事故が起きてしまった。

　……無傷だったのは幸いだが、一之瀬は日に二度も着替える羽は目めになった。




　　　　☆　☆　☆




　闇鍋のあと、口直しのために準備しておいた普通の食材ですき焼きをすることになった。

　ここでも食欲旺おう盛せいなモニカが牛肉を一人ひとりで独占する事態となったが、リリアンが予あらかじめ多めに食材を用意していたようで、特に肉のストックは十分だった。

「さて……どうするかな」

　朝霧が握った大トロ（酢す飯めしは一之瀬が作った）をたらふく食べたあと、柳楽はキッチンであることを思し案あんしていた。昼間、桜さくら野のから試供品として受け取った『例の薬くすり』のことだ。

「好きが嫌い」に「嫌いが好き」になる薬だと桜野は言っていた。彼女から受け取ったメモ用紙には「効果が現れるまで五分程度かかります（個人差あり）」と書いてあった。

「無料でもらったサンプル品だし……せっかくだから試してみるか……」

　試供品と書かれた小さな紙袋には白い粉末の薬が二包入っていた。柳楽はそれを両方とも取り出し、ウーロン茶ちやの入ったグラスに流し込んだ。

「……ふふふ、こうやって割わり箸ばしでかき混ぜて………………はっ!?」

　途と中ちゆうでふと気づく。自分が犯罪者の顔になっていることに。

「お、俺おれは何を考えてるんだ──っ!?　こんなことやっちゃダメだろ──っ!?」

　自じ戒かいの念を込めて自分の頬ほおをぐにっと思い切りつねった。

「夕方以降になると無条件でテンション上がってくるからな。……悪ノリは自制しないと」

　と言いつつ、頭の隅すみでは誰だれに薬くすりを使うか考えていた。

　──妄もう想そうするだけなら個人の自由だからな。……うん、俺は悪くない。まだ悪いことはしてないぞ。……んー、こういう薬だからな。使うなら俺のことを嫌ってる奴やつに使わないとな。とりあえずモニカさんと朝あさ霧ぎりさんは除外していいな。あの二人ふたりには嫌われてないし。残りは、アリサとオリヴィアとリリアンさんと一いち之の瀬せか。……この四人には間違いなく嫌われてるだろうな。というか、基本的に俺って……女子には敬遠されるタイプだからな……。

「……さて、妄想はこれくらいにしておくか。……やっぱ捨てよう、このウーロン茶ちやは」

　薬を使って自分の思い通りに他人を動かす──どう考えても悪人の手口だ。

　兄の恭きよう平へいならこれくらいのことはやりかねないが、だとしたらなおさら自制するべきだ。

　──俺は兄貴とは違うんだ。……まっとうな道を歩むぞ……。

「あ、こんなところにいた」

　ウーロン茶を処分しようと決意したところで、一之瀬がキッチンに入ってきた。

「……な、なんだ、一之瀬か。……びっくりさせんなよ」

「私そんなに大きな声出してないよ」

「地声がでかいんだよ」柳なぎ楽らは薬の入っていた包みをポケットの中に隠かくす。「……ん？　なんだよ、その変なＴシャツ。『松まつ茸たけ王おう』って……どんなセンスだよ？」

「……あ、うん。モニカさんの洋服、私には丈たけが短くてこれしか合うのなかったの……」

「一之瀬、もっと怒れよ。人の服を切り刻むとか……あいつ、頭おかしいから。オリヴィアだよな？　お前の服を切り刻んだの？　俺が許すから一発殴ってこい」

「……んー、でも、リリアンさんが弁べん償しようしてくれるって言うし……まあ、いいかなって……」

　Ｔシャツにプリントされた謎なぞの漢字を手で隠しながら一之瀬がうつむく。

　と、何かを思い出したように勢いよく顔を上げ、

「──って、そんなことはどうでもいいのよ！　今はもっと大事な話があるの！」

「いや、どうでもよくないだろ。話をそらすなよ。鬼おに嫁よめのごとく吠ほえまくるのが本来の一之瀬のスタイルであってだな、牙きばの折れた一之瀬なんて存在価値が──」

「だ・か・ら──っ！　人の話を聞きなさいってば！　緊きん急きゆう事態なんだからね！」

「……緊急事態？」

「リビングよ、リビング」

　一之瀬がダイニングの奥を指差す。闇やみ鍋なべはキッチンに隣りん接せつしているダイニングで行っていたが、騒そう動どうのあとは異い臭しゆうを避けるためリビングに移動していた。ドアの向こう側のリビングから騒さわがしい声が聞こえるが、それは今に始まったことではない。

「あのね……柳なぎ楽らがいなくなったあと、私も一時的に席を外はずしてたんだけど、戻ってみたら何人かの顔が赤くなってて……嫌いやな予感がするなーって思ったら……」

「──酒か」

「……う、うん。そうみたい」

「えっと……もしかしてリリアンさんの仕し業わざ？」

「ううん、オリヴィアさん。……本人もジュースだと勘かん違ちがいしてたみたいで……」

「ないない。それは絶対ない」

　オリヴィアが鍋なべの食材とは別に持ち込んだものはそれだろう。

『これですの？　フフフ、この中には鍋の材料と……あともう一つ──』

　不敵に笑うオリヴィアの憎たらしい顔を思い出す。

　深く追求せずに見み逃のがしてしまったことを柳楽は後悔した。

「見たことないラベルだったけど、ペットボトルみたいなのに入ってたし、アルコールっぽくないデザインのラベルだったから、みんな疑わなかったんだと思う。味も……なんか普通の微び炭たん酸さんって感じだったし……」

「一いち之の瀬せも飲んだのか？」

「あ、私は一口だけ。あの惨さん状じようを見たら柳楽だって飲もうとは思わないよ」

「ちなみに……誰だれが一番酔ってる？」

「うーん、みんな酷ひどかったけど……やっぱりリリアンさんかな」

「……そ、そうか」

「とにかく一いつ緒しよに来て。……あっ、これウーロン茶ちやだよね？　持っていくよ？」

　一之瀬がカウンターの上に並んだ二つのグラスを指差した。

　──ま、まずいぞ、そのウーロン茶は……。

「柳楽はペットボトルごと持ってきて。リビングにはお酒しか置いてなかったから──」

「ま、待て、一之瀬」

　柳楽は反射的に一之瀬の腕をつかもうとしたが──

「きゃあああああああ──っ！　どこ触ってんのよ──っ！」

　ちょうど一之瀬がくるりと反転したため、誤ってお尻しりをつかんでしまった。

「あんたシラフでしょう──っ!?　ぶっ殺すわよ──っ!?」

　うらぁ！　と威勢のいい声を上げながら一之瀬が柳楽のすねを蹴け飛とばす。

「…………ぐ、ぐうう……本気で蹴るなよ……」

「知らないわよ──っ！　バカ──っ！」

　一之瀬はウーロン茶の入ったグラスを手に取ると、すたすたと急ぎ足で歩き出した。

　──む、むぅ、これ以上は無理そうだな。相手は一之瀬だ。下へ手たに弁解すると怪あやしまれる。こうなったらリビングで回収しよう。みんな酔っ払ってるって言うし、どうにかなるだろ。

　柳なぎ楽らは二リットル入りのウーロン茶ちやのボトルを手に取ると、一いち之の瀬せのあとを追いかけた。

「……う、うわ……予想以上に酷ひどいな」

　リビングは荒れに荒れていた。

　定位置から百八十度回転したソファーはテレビに背を向けていて、その上に上半身裸で猫ねこ矢やが転がっており、すやすやと寝息を立てている。朝あさ霧ぎりはテレビを見てくすくす笑っているが、どう見てもテレビは電源が入っていない。引っくり返ったテーブルの上には赤ら顔のアリサが座っていて、ソファーの上でうつらうつらしているモニカのスカートを引っ張っている。

「──おい、貴き様さま。今までどこに雲くも隠がくれしていた」

　入口で唖あ然ぜんと立ち尽くしているとリリアンが横から首に抱きついてきた。

「……うげ、酒くさっ」

「よろよろするな、しっかり支えろ」

「……シラフ……じゃないよね？」

「何を言っている。私はワインよりも日本酒のほうが好きだぞ」

「…………日本語通じてねぇ」

「あ？　ババア？　私がババアだと？」どうも絡からみ酒ざけらしい。「そこまで言うのなら貴様に見せてやる。私の魅み惑わくのボディを。……脱げばいいんだろう？」

「だ、ダメだって！　脱ぐのはまずいって！」

「ああ、喉のどが渇かわいた！　喉が渇いて仕方ないぞ！　おい！　何か飲み物はないのか！」

　フェイントの連続だ。ころころと話題が変わる。

「ん？　それはウーロン茶か？　それともめんつゆか？」

　喉が渇いたのは本当らしく、一之瀬が両手にそれぞれ持っているグラスを指差した。

「一つよこせ」

「あ、はい。いいですよ」

　素す直なおにうなずいた一之瀬は薬くすり入りのウーロン茶をリリアンに手渡そうとした。

「や、やばい……阻止しないと──」

　柳楽はリリアンよりも先にグラスをつかもうとしたが……間に合わなかった。

　──ゴクゴクゴク。

　リリアンは喉を鳴らしながらウーロン茶を一気飲みした。数秒でグラスを空あけると、

「キンキンに冷えているな。もう一杯欲しいところだ」

「あ、柳楽がペットボトル持ってますよ。ほら、柳楽。リリアンさん、もう一杯欲しいって」

「…………あ、ああ……」

　仕方なくキャップを開け、空からのグラスをウーロン茶で満たす。

　リリアンは続けざまに一気飲みし、柳楽は三度、ウーロン茶をグラスに注いだ。

「だいぶ酔いがさめてきたぞ。さすがウーロン茶ちやだな」

　今のところリリアンに大きな変化は見られない。薬くすりの効果が出るまで何分かかかるとメモにはあったが、使用前と使用後ではどれくらいの違いがあるのだろうか。いや、「嫌いが好き」になるのだとすれば変化は目に見えて明らかなはず。

「……恐こわいからちょっと離はなれておこう」

　柳なぎ楽らはリリアンと距きよ離りを取り、ソファーの近くまで退たい避ひした。

　ソファーの上にはモニカがいる。その目の前にはアリサがいて、

「──モニカ！　ここよ！　ここにサインするのよ！」

　普ふ段だんはボソボソ声で喋しやべるアリサが大声で何か叫んでいた。引っくり返ったテーブルの足に不安定な角度で肘ひじを載せたアリサはもう一方の手に握ったペラペラの紙切れをモニカの眼前に突き出していた。紙切れには「ライバル誓約書」と記しるされている。

「…………おいおい」

　たぶん文字通りの意味なのだろう。

　事務的ではあるが、アリサらしいアプローチの仕方ではある。おそらくオリヴィアがお酒を用意したのは、邪じや魔ま者ものを排除するためだろう。みんなが酔っ払っている隙すきにモニカからサインをもらう、という作戦なのだ。

「今日きようからアリサさんは私のライバルなのです！　かかってこいなのです！」

　止めに入るのが一足遅かった。

　モニカは内容もロクに確かく認にんせず、さらさらと誓約書にサインしてしまった。

「アリサさん！　今すぐ勝負なのです！　私はどんな勝負でも受けて立ちます！」

「ふふふ、そう慌あわてないで、モニカ」

　当初の目的である「モニカとの対決」。その実現がそんなに嬉うれしいのか、アリサは誓約書をお馴な染じみのバッグ（発明品が詰まっている）の中にしまうと、不気味に笑い出した。

　その直後、ゴン、と鈍にぶい音がして──

「……アリサさん……大丈夫？」

　テーブルの足に頭をぶつけたアリサに一いち之の瀬せが駆かけ寄る。

「平気よ。……ん？　それはウーロン茶……？　もらってもいい……？」

「あ、うん。いいよ。飲んで飲んで。酔いをさまさないとね」

　アリサに手渡されたグラスは例の薬入りのウーロン茶だった。

　──ぐはっ！　回収するの忘れてた！　……あー、いや、待てよ。アリサならいいか？　モニカさんと朝あさ霧ぎりさんはまずいけど、アリサは俺おれのことそんなに好きじゃないはずだし……。

「……冷たくておいしい」

　アリサはウーロン茶を飲のみ干ほすと、ふぅ、と小さな口から吐と息いきを漏もらした。

　──で、でも……なんか嫌いやな予感がするんだよな。一いつ旦たん、どこかに避ひ難なんしとくか……。

　今いま更さらだが恐こわくなってきた。桜さくら野のを信用していないわけではないが、薬くすりが絶対安全なものだという保証はどこにもない。副作用がないとは言い切れないわけで……というか、こういう薬は人がたくさん集まっている場所で使うべきではない。使うならターゲットと一対一のとき、誰だれにも邪じや魔まされない空間で楽しむべきだ。……まあ、それはそれで犯罪臭くさいが、一対一なら第三者に薬の存在を知られずにすむし、相手の名誉も傷つけない。

「……もっと早く気づけよ、俺おれ……」

　柳なぎ楽らは逃げるようにしてリビングを飛び出した。

　廊下に出ると、「ちょっと待ちなさいよ」と一いち之の瀬せが追いかけてきた。

「なんで逃げるのよ？」

「……いや……なんとなく……」

「私一人ひとりでどうしろって言うの。相変わらず無責任ね」

「なあ、一之瀬。もういいじゃん。暴あばれ回ってる奴やつがいるわけでもないんだし、酒だってもうそんなに残ってなかったし。酔っ払いは放置して、二人ふたりで抜け出そうぜ」

「……ぬ、抜け出す？　……そ、そうね。柳楽がそう言うんだったら……別にいいけど……」

　急に態度を変えた一之瀬だったが、柳楽が彼女の乙おと女め心ごころに気づくことはなく、

「さっさと帰ろうぜ。俺さ、見たい深夜番組があるんだよ」

「…………期待した私がバカだった」

「ん？　なんか言ったか？」

「…………別にぃ」不満げに口を尖とがらせる一之瀬。

「変な奴。……ん？　おい、一之瀬。……今、なんか音がしなかったか？」

「え？　音？　私は聞こえなかったけど……？」

「いや、聞こえたって。たしかこっちから──」

　廊下の奥へと進んでいくと、ドアが半開きになっている部へ屋やがあった。部屋の明かりが薄うす暗ぐらい廊下に漏もれている。泥どろ棒ぼうでも入ったか、と警けい戒かいしながらドアの前まで歩いていき、半開きになったドアの陰に身を潜ひそめ、中の様よう子すをうかがった。

「ま、待て、オリヴィア。いくらなんでも他人の家でこういうことは──」

「平気ですわ。今いま頃ごろ、他ほかの連中は酔いつぶれているはずですもの」

　オリヴィアが灰はい谷たににキスを迫っていた。

（ぐああああああ……あいつは何をやっとんじゃー！）

（わ、わわわ。……柳楽、邪魔しちゃ悪いよ。もう行こ）

（何言ってんだ──っ！　灰谷先せん輩ぱいの貞てい操そうの危き機きなんだぞ──っ!?）

（……危機なの？　てゆーか、貞操って男の人には使わない言葉じゃない？）

　灰谷たちがいるのはモニカの寝室だった。ピンク色のレースカーテンがあしらわれた天てん蓋がい付きのベッドが部屋の真まん中なかに設置してあって、灰谷はその豪ごう華かなベッドに押し倒されている。

「ふふふ、亮りよう介すけさん。今日きようこそはキスを……そしてそれ以上の行為を──」

「……な、なんだと？」

「いけるところまで、いけるところまでいってしまいますわ！　……でも、やっぱり基本中の基本であるキスをすませなければ先には進めませんから──」

　そう言ってオリヴィアは目を瞑つむり、「んー」と唇を尖とがらせ灰はい谷たにに顔を寄せていく。

（糞くそがあああああ！　ざけんなよおおおお！）

　今すぐにでも部へ屋やの中に飛び込みたかったが、「ダメだよ、ダメだってば」と一いち之の瀬せがドアの前で通せんぼをして柳なぎ楽らの行く手を阻はばんでいる。

　そうこうしているうちに二人ふたりの唇と唇が重なり──

　と思ったら、キスが成なし遂とげられる一いつ瞬しゆん前に「うおりゃああああああああ！」という獣けもののごとき咆ほう哮こうが辺あたりに響ひびき渡り、

「──ぶほおおおおおおおおおおおおおおおおおお──っ!?」

　突とつ如じよ、背中に衝しよう撃げきを受けた柳楽はドアを突き破ってモニカの寝室に転がり込んだ。

「きゃあああああ──っ!?　なんですのおおおおお──!?」

　オリヴィアにぶつかって仰あお向むけで停止した柳楽は背中の痛みを堪こらえながら上半身を起こした。

　その直後、目の前のオリヴィアが絶叫を上げ、

「……ひゃ、ひゃあああああああああああああ──っ！」

　衝撃が伝わったのか壁かべにかかっていた巨大な鳩はと時ど計けいがオリヴィア目がけて落下してきた。

　──ガツン──っ！

　鳩時計はオリヴィアの後頭部を直撃。しかも当たりどころが悪かったようで、オリヴィアは目をグルグル回しながら気絶してしまった。だ、大丈夫かー、と灰谷が慌あわてて駆かけ寄ったが、どう見ても大丈夫ではない。……まあ、オリヴィアは頑がん丈じようだから死にはしないだろう。

「……っていうか……さっきのはなんだったんだ……」

　立ち上がろうとすると、ドン！　と再び背中に衝撃が走った。

　再び仰向けで倒れた柳楽は「な、なんなんだよ！」と自分を突き飛ばした相手を見上げた。

「──口の聞き方がなってないな。調ちよう教きようが必要か？」

　鬼の形ぎよう相そうで柳楽を見下ろしているのはリリアンだった。彼女は柳楽の腹を踵かかとでトントンと軽く叩たたきながら「貴き様さまのような人間のクズは世せ間けん様さまに迷めい惑わくをかけないよう部へ屋やの隅すみっこで一言も喋しやべらず瞑めい想そうでもしていろ」といつになく攻撃的な物言いで柳楽を罵ば倒とうした。

「……あ、あの……俺おれが何をしたって言うんですか？」

「ああああああああああ？　何をしたって？　何もしないからこうして怒ど鳴なられているんだろうが！　そんなこともわからんのか！　このクズがあああああああ！」

「ひ、ひぃぃぃぃ!?　止やめてえええええ！　暴ぼう力りよくは止めてえええええ！」

　柳楽は床ゆかの上を転がってリリアンの踵落としをギリギリのところでかわした。

　転がった先に、ドアを突き破ったときに巻まき添ぞえを食ったらしい一いち之の瀬せが「うううう」と呻うめきながら腰をさすっていた。今日きよう、一番の被害者は彼女かもしれない。

　──にしても……どうしたんだろう、リリアンさん。……ん？　待てよ？　もしかしたら薬くすりの効果が出てるのかも？　……あ、あれぇ？　でもそれならなんで──

　起き上がったところでようやく大事なことに気づく。

「…………なんで凶きよう暴ぼうになってんの？」

　どう考えてもおかしい。桜さくら野のからもらった薬は「好きが嫌い」に「嫌いが好き」になる薬のはずだ。リリアンが柳なぎ楽らに対してこれだけの凶暴性を発揮しているということは、現在のリリアンは「柳楽が嫌い」になっているわけで、それはどういうことかというと──

「嘘うそだろ──っ!?」

　衝しよう撃げきの事実が柳楽の心しん臓ぞうの鼓動を速める。信じようとしても信じられるものではないが、状況を冷静に分析してみると、他ほかの結けつ論ろんは導みちびき出せそうにない。

「──おい、なんだその顔は？　もっとしゃきっとしろ──っ！」

　リリアンに胸むな倉ぐらをつかまれた。首がきゅっと絞しまって息ができなくなる。

「やはり調ちよう教きようが必要だな。……おい、貴様はたった今から私の奴ど隷れいだ。私の手足となり汗や涙や鼻水を垂たらしながら必死に働け。いや、鼻水は出すな。出したら殺す。わかったか？」

「…………薬の効果……一時間だったっけ……」

「何をゴチャゴチャ言っている！　人の話を聞いているのか──っ!?」

「聞いてます！　聞いてます！　聞いてるからぶたないで！」

「ふん、まあいいだろう」リリアンは拳こぶしを下ろすと、「……さっそくお使いを頼もうか」

「お使い？」

「マンションの近くにコンビニがあるだろう。そこで女物の下着を買ってこい」

「はああああ!?　なんで下着!?」

「いいから買ってこい！　ベランダから突き落とすぞ！」

　リリアンは欲しいから頼んでいるのではなく、命令したいから命令しているだけだ。

　男の自分が女物の下着を買うのがどれだけ恥はずかしいことか。

「──やっと見つけたわ！　こんなところにいたのね！　柳楽淳じゆん！」

　廊下で言い合っていると背はい後ごからアリサがやってきた。彼女もまた様よう子すがおかしかった。

「この女たらしの役立たず！　──いいこと!?　あなたは今日から私の犬よ──っ！」

「………………えぇ……」

　アリサが理由もなしに人を罵ば倒とうするなんておかしい。

　……ということはアリサもリリアン同様に薬の効果で──

「──って、なんじゃそら──っ!?」

　おかしい、おかしい。絶対におかしい。これは何かの間違いだ。自分がこんなにモテるはずがないのだ。当初の予定では二人ふたりとも「嫌いが好き」になっているはずだったのに……なぜか現在の状態は「嫌い」。つまり元々二人ふたりは柳なぎ楽らのことが──

「──ちょっと聞いてるの──っ!?」

　アリサの前まえ蹴けりが柳楽の大事なところにヒットした。完全に不意打ちだった。

「う、うぼぼぼぼぼぼぼぼっ……」

　柳楽は前まえ屈かがみになってその場で何度かジャンプした。

「──コンビニに行くなら、おにぎりを買い占めてきて！　言っておくけど、シャケおにぎりは必ひつ須すよ！　なかったら他ほかの店に行くのよ！　お金はあとで払うから立て替えといて！」

「…………一人ひとりでそんなに食えるわけないだろ……」

「私を見くびらないで！　……あ、そうよ！　アレも買ってきて！」

「…………今度はナンデスカ」

「漫まん画が雑誌よ！　××××っていう名前の月刊誌を買ってきなさい！」

「××××って……それ明らかにエロ漫画雑誌デスヨネ！　……ちゅーか、女のくせに男性向けのエロ雑誌に詳しいってどういうことだよ！」

　全部伏せ字にしないとどこかの団体から抗こう議ぎの電話が殺到しそうなくらい不ふ健けん全ぜんな雑誌名だった。初めて聞く雑誌名だったが、すぐにエロ方面に関係ありだとわかった。

「女物の下着とエロ本とかどんな組み合わせだよ！　罰ばつゲームだろ、こんなもん！」

　柳楽は、「やってられるか！」と吐き捨ててリビングにダッシュした。リビングにいる朝あさ霧ぎりに助けてもらおう、と考えたのだ。情なさけないけど他にどうしようもない。

「──朝霧さん！　この二人をどうにか…………って、朝霧さん──っ!?」

　朝霧はリビングにいたものの──絨じゆう毯たんの上に転がり寝息を立てていた。スカートが若じやつ干かん、めくれているが、モニカが朝霧の腰に抱きつく格かつ好こうで折り重なっているため、朝霧のスカートの中をうかがい知ることはできない。静かに寝息を立てている朝霧とは対照的にモニカは、朝霧の胸に顔を押しつけ、「とても柔らかいです」と寝言を言っている。二人とも柳楽にお尻しりを向ける形で寝転がっており、まっすぐ伸びる健けん康こう的てきな生足がなんとも艶なまめかしい。
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　柳楽は、美少女二人が絡からみ合う姿を永久保存したい衝しよう動どうに駆かられたが──

「きっさまあああああ！　奴ど隷れいの分際で主人に歯向かうつもりか──っ!?」

「早く買ってきなさいよ！　シャケおにぎりは私の主食なのよ！　わかってるの──っ!?」

　暴ぼう君くん二人組が怒ど鳴なり散らしながらリビングに駆かけ込んできた。

「──わ、わかったよ！　わかったから！　言う通りにするから暴力は止やめてええ！」

　頼みの綱つなの朝霧が酔いつぶれている以上、おとなしくこの二人の要求に従うしかない。

　柳楽はリビングを出るとまっすぐ玄関に向かった。

「……あ、あの……なんでついてくるの？」

　玄関で靴を履はいていると、暴君二人組も玄関の段差に腰かけ自分の靴を足元にそろえた。

「貴き様さまを監かん視しするためだ」「また逃げるかもしれないからよ」

「ついてくるんなら、自分らで買ってくればいいでしょうが！」

「貴様が買うから意味があるのだ」「そうよ。おとなしくパシられなさい」

「やっぱりそうなんだ！　これは罰ばつゲームなんだ！　うああああああああああ！」

　二人ふたりに両腕をがっちりつかまれ、警けい察さつ署しよに連行される犯罪者のようにして部へ屋やを出る。エレベーターで一階まで降りると、無人のエントランスを抜け、マンションをあとにした。警けい官かんに見つかったら補ほ導どうされるんじゃないかな、と不安に思いながら夜道を進んでいると、

「──ま、待って！　待ってよ！　柳なぎ楽らをどうするつもりなの！」

　一いち之の瀬せが息を切らしながら追いかけてきた。

「ふん、悪あく趣しゆ味みなＴシャツを着た女ね！　エドワード！　やっちゃって！」

　アリサが命じると空からピンク色のペンギンが降ってきた。

　護ご衛えいロボットの『エドワード』だ。作品ナンバーは１０８、最近の発明品らしい。

「イチノセ・マジデ・ウザイ」

　相変わらず抑よく揚ようのない電子音だ。口の悪さは『なっくん』以上かもしれない。

「ちょ、ちょっと……こっち来ないでよ！　なんなのよ、これぇぇぇ──っ!?」

　昨日きのうはモニカに操あやつられていたので、エドワードのことを覚えてないのだろう。

「サラバ・イチノセ・マタライシュウ」

「いやあああああああああああああああああ──っ!?」

　エドワードは暴あばれる一いち之の瀬せを軽々と持ち上げると、足からロケットエンジンを噴ふん射しやさせ、昨日きのうと同じように空へ舞まい上がった。二人ふたり（エドワードは人ではないが）は徐じよ々じよに闇やみの中に溶けていき、そのうち一之瀬の泣き叫ぶ声すらも聞こえなくなった。

「…………今度こそトラウマになるぞ、あいつ……」




　大小二つのおっぱいに挟はさまれた柳なぎ楽らは腕に当たる二つの柔らかな感触をゆっくり楽しむ余裕もなく、「いつか殺される、いつか殺される」と怯おびえながら近所のコンビニまでやってきた。

「……じゃあ、買ってきますんで」

　外で待つ、と言う二人ふたりを置いて明るい店内に足を踏み入れた。入口脇わきのゴミ箱ばこの前に陣取った二人は店内にいる柳楽をじっと監かん視ししている。今いま更さら逃げることなど許されない。

「あとは……おにぎりか」

　要望通り女物の下着と成人向けの漫まん画が雑誌をカゴに入れると、最後に弁当のコーナーへ向かい、ありったけのおにぎりをカゴに詰め込んだ。すぐ側そばのレジが空あいていたので、カウンターの上にカゴを乗っけて店員が来るのを待った。

「──お待たせしました」

　店の奥から出てきた店員は黒髪の美人だった。

「……ん？　あなたは……」

「うげっ、なんで志し良ら堂どうさんがここに……」

　一いつ瞬しゆん頭が真まっ白しろになったが、そういえば、と思い出す。昼間に桜さくら野のが「そこのコンビニで志良堂さんがアルバイトを始めたらしいよ」と話していたことを。柳楽が暮らすマンションの近くにある青い看板のコンビニだと言っていた。

　──すっかり忘れてたよ。……でも、まあ、俺おれに選せん択たく権けんなんてなかったからな……。

「あ、あの……お会計お願ねがいします……」

「……ええ」

　志良堂は軽く会え釈しやくしたあと、黙もく々もくと会計を始めた。おにぎりを一つずつ手に取り、機き械かいでバーコードを読み取る。つかむ、読み取る。つかむ、読み取る。つかむ、読み取る。それを何度も繰くり返していると、志良堂の表情がだんだん険けわしくなってきた。さすがにおにぎりの買い占めはやりすぎだよなー、と柳楽は他ひ人と事ごとのように思った。

　──あ、やべぇ。……おにぎりはともかくアレを見られるのは……。

　カゴがおにぎりでいっぱいになっていたから、そのことばかりに気を取られていた。よく考えてみるとおにぎりの底には女物の下着と成人向けの漫画雑誌が眠っているのだ。しかし気づくのが遅い。会計はすでに始まっている。もうあとには退ひけない──

「──み、み、み、未成年が！　こんな卑ひ猥わいな雑誌を買っていいと思ってるの──っ!?」

　一いつ瞬しゆんで沸ふつ騰とうしてしまった志し良ら堂どうは雑誌を手に取り柳なぎ楽らの顔がん面めんに向かって投げつけてきた。

「ひ、ひぃぃぃぃ！　すみません、許してくださいぃぃぃぃ──っ！」

「しかも、女物の下着までカゴに入れて！　一体どんな組み合わせよ！　あなたのようなお客は初めてだわ！　おにぎりが主食で、雑誌がおかずで、下着は……下着は──っ！　下着はなんなのよ──っ!?　穿はくの!?　かぶるの!?　意味がわからないわ！」

「相変わらず凄すさまじい想像力だ！　志良堂さんは紛まぎれもない変態っす！」

「何を言っているの!?　私はいたってノーマルよ！　変態はあなたでしょう！　コンビニでこんな卑ひ猥わいなものを買うなんて！　この世に唯ゆい一いつ無む二にの揺ゆるぎない変態だわ！」

　逆ギレによる怒りもプラスされますます手がつけられなくなった。

「──この私が成せい敗ばいしてあげるわ！　……どりゃああああああああ！」

　ついにはカウンターを飛び越え、柳楽に襲おそいかかってきた。

　志良堂はなぜか腰のベルトに刀を差していて、柳楽の目の前に着地すると、なんの迷いもなく抜ばつ刀とうした。

「な、なんでこんな危ない人がバイトの面接に受かるんだよ！　仕事中に帯刀してるコンビニ店員とかありえねーし！　日本最強のコンビニ店員でも目指してんのか！」

　柳楽は一いち目もく散さんに店の外に逃げ出した。

　ドアを抜けて外に出ると、「おーい！　リリアンさん！　この人なんとかして！」と助けを求めたが、「知るか。自分でなんとかしろ」とそっけない。アリサはこちらに見向きもせず、駐ちゆう車しや場じようの車止めに腰かけ、携けい帯たいゲームで遊んでいた。

「やはり男という生き物は信用ならないわね！」

　志良堂は刀を振り回しながら柳楽に一歩ずつ接近してきた。

「誰だれか通報してえええええ！　ここに刀の扱いに長たけた女の人がいます！」

「去勢！　去勢よ！　あなたのような変態男は一刻も早く去勢するべきよ！」

　ヒュン、ヒュン、と高速で刀を振り下ろし、柳楽の股こ間かんに標準を合わせる志良堂。

「うわあああああ！　この人、本気だ！　本気で俺おれの股間を狙ねらってるううううう！」

「覚悟しなさい！　おとなしく刀の錆さびとなれええええええ！」

　四次元世界への道を切り開かんばかりの勢いで刀を斜めに振り下ろしてくる。

　柳楽は後方にステップしようとしたが足がすくんで動けない。

　このままでは男にとって大事なものが切り落とされてしまう──

　──カキーン！

　突然だった。

　二人ふたりの間に割り込んできた少女が志良堂の振り下ろした刀を弾はじき飛ばしていた。

「……柳楽君に……危害を加える輩やからは……！　誰であろうと……容よう赦しやはしません！」

　ふらふらと酔すい拳けん使いのように現れたのは、リビングで酔いつぶれていたはずの朝あさ霧ぎりだった。

　彼女はまだ酔いがさめていないようで、

「……地球が回っているのか……私が回っているのか……いえ、両方ですね」

　わけのわからないことをつぶやいていた。……間違ったことは言っていないが。

「柳なぎ楽ら君……ここは私に任せてマンションにお戻りください……」

「で、でも、まだお酒が抜け切ってないよね？」

「これくらいなんてことありませんよ。──ほら！　この通りです！」

　朝あさ霧ぎりはその場で宙返りをしてみせたが、着地後、「ううう……」とこめかみを押さえた。

「くおらあああああ！　貴き様さま──っ！　ちんたらやってないで、早く下着を買ってこい！」

「そうよ、そうよ！　いつになったらシャケおにぎりが手に入るのよ！」

　痺しびれを切らした荒くれ者二人ふたり組ぐみが柳楽を激はげしくバッシングし始めた。

　もちろん志し良ら堂どうも黙だまってはいない。

「──ふふふ、こうなったら全員まとめて成せい敗ばいしてあげるわ──っ！」

「そ、そうはさせません！　変態さんは私が刺し違えてでも止めてみせます！」

「私は変態じゃないわ！　何度言えばわかるのよ──っ！　だいたいね──っ!?　あなたが私を『ドＭ』呼ばわりしたせいで、最近、マニアックな趣しゆ味みを持った男どもが教室まで押しかけてくるのよ──っ!?　責任取りなさいよね──っ！」

「私はあなたの本性を暴あばいたにすぎません。変態に変態と言って何が悪いのですか」

「悪いに決まってるでしょう──っ！　あなたバカなの──っ!?　バカなのね──っ!?」

　壮絶な口くち喧げん嘩かが始まった。いつの間にかターゲットが柳楽から朝霧に切り替わっている。

　──朝霧さん……ありがとう。ここは任せるよ。……どうせ俺おれは足手まといだしね……。

　柳楽は身を低くして、そっとその場から駆かけ出した。

　すぐにリリアンたちに気づかれたが、今度は立ち止まらなかった。

　全力で夜道を疾しつ走そうし、河か川せん敷しきに向けて進路を取った。

　今はマンションに戻らず、ひたすら逃げ回るべき。

　そう、二人の薬くすりの効果が切れるまで──




　無事に河川敷まで逃げおおせた柳楽だったが、最後の最後でリリアンに捕まってしまい、アリサの発明品「みらくるぽいずん」の餌え食じきになった。

　その数分後、ようやく薬の効果が切れて二人は我われに返ったが、なぜかその場で眠りこけてしまった。柳楽は二人をマンションまで連れ帰るため、タクシーを呼んだり、部へ屋やまで担いで運んだり、と散さん々ざんな夜になった。

　ちなみに「みらくるぽいずん」はアリサが二年前に発明したもので、対象者の脳に電気信号を送り、死んだほうがマシだ、と思えるような悪夢を見せる凶悪的なマシンである。

　柳楽がそのとき見せられた悪夢は、『実はモニカは腹黒く、今までの言動は全すべて計算の上だった』という衝しよう撃げき的てきなもので、柳なぎ楽らはその夢の中で「……もう誰だれも信用できない」と人間不信に陥おちいり、樹じゆ海かいに旅立つ直前で目が覚めた。




　　　　☆　☆　☆




　翌日、朝っぱらから電話があった。

　相手はリリアンで、「……昨日きのう、何があったか覚えているか？」と闇やみ鍋なべのあとのことをあれこれ質問してきたが、「俺おれも覚えてなくて」と柳楽は曖あい昧まいに返した。

　リリアンはその後も矢や継つぎ早ばやに疑問を投げかけてきたが、なんだか妙にリリアンのことを意い識しきしてしまい、「ああ」とか「うん」とか相あい槌づちばかり打っていた。




　柳楽は電話のあと、『すまっしゅあっぷ』に向かった。

　土日にバイトしてるの、と言っていた通り、その日も桜さくら野のは店番をしていた。

「……というわけで……予想外の展開になっちゃってね……」

「ふーん。じゃあ、その二人ふたりは柳楽君のことが大好きなんだね」

「………………大好きって……」

　意外すぎて素す直なおに喜べなかった。アリサはともかくリリアンは──

　──あの人、いつも俺に厳きびしいけど……照てれ隠かくしのつもりだったのかな……？

「大変だねー。……三角関係？　それとも四角関係？」

「う、うわああああああああああ！　俺は一体どうしたらいいんだあああああああ！」

　頭を抱え、カウンターにガンガン額ひたいを打ちつける。

　すると急に桜野が笑い出して──

「ぷっ！　ぷふふふふ！　はははっ！　ははは、あははははは──っ！」

　お腹なかを抱えて大だい爆ばく笑しよう。どうもツボに入ったようで桜野は数分間にわたって笑い続けた。

　こっちは本気で悩んでるのにそんなにおかしい？　そう文句を言おうとしたが、

「ごめん、ごめん。柳楽君を笑ったわけじゃないの。……あのね、怒らないで聞いてくれる？」

「……何を？」

「うん。実はさ、昨日、渡したお薬くすりね…………別のお薬だったみたいなの」

「……………………はい？」

「あ、言っておくけど、わざと間違ったわけじゃないよ。私だって気づいたのは今日きようの朝のことなんだから。店長に指摘されてね。サンプルを箱はこに詰めるとき間違ったみたいなの」

「……え？　え？　えええええええええええ？」

「あはは……やっぱり驚おどろくよねぇ……」

　桜さくら野のは苦にが笑わらいしながら柳なぎ楽らから目をそむけた。

「…………そ、それで？　あの薬くすりは一体なんだったの？」

「あ、うん。あれはね、人の気き性しようを荒くするお薬なの。気の弱い人が飲んだ場合は、それほど効果の目立たないお薬なんだけど。普通の人が飲めば……まあ攻こう撃げき的てきになるよね」

「ああ……そういや、アリサよりもリリアンさんのほうが危ない感じだったような……」

「──柳楽君。お詫わびといってはなんだけど……」

　桜野がカウンターの下から小さな紙袋を取り出し、柳楽に握らせようとした。

　しかし──

「………………けっこうです」

　もうトラブルはごめんだったので丁てい寧ねいにお断りした。




　結局、リリアンとアリサが柳楽のことをどう思っているのか……。

　それはわからずじまいだった。






　　　ＣＡＳＥ３　バカとテストと海と雪山《前編》




　七月中旬、夏休みが間近に迫ったある日の昼休みのこと。

　その日はあいにくの雨模様だったので、最近のモニカのお気に入りスポットになっている屋上での食事は諦あきらめ、学食で昼食をとっていた。

　柳楽は目の前に積つみ上げられた無数のお皿の山を眺めながら、学食の人気メニュー『身勝手カレー』を食べていた。『身勝手カレー』は学食のおばちゃんがその日の気まぐれでトッピングを決めてしまう日替わりカレーみたいなもので、野菜カレーの日もあればシーフードカレーの日もある。価格は常に一定なのだが、たまにサーロインステーキ（三百グラム）がトッピングになる日があるので、カレー好きの柳楽としては見み逃のがせないメニューなのだ。ただこの日のトッピングは『アジの開き』とどう考えてもハズレだった。……身勝手なのが売りだけど。

「──モニカ、こんなところにいたのね」

　柳楽がカレーを食べ終えたころ、アリサとオリヴィアがやってきた。

　食事中だったモニカは、「何かご用ですか……？」と箸はしを握ったままアリサを見上げた。

「食べながら喋しやべるのは止やめなさい。見苦しいわよ。……箸の持ち方もちょっと変だし」

「持ち方……変ですか？　リリアンは完かん璧ぺきだと言ってましたよ……？」

「変よ。正しくはこう持つの。……いや、だからこう持つの！」

　アリサはモニカに箸はしの正しい持ち方を指し南なんすると満足げに頷うなずき、

「……そうよ。わかればいいのよ。それじゃあ私はこれで…………って違うでしょう！」

　振り向きざまにテーブルを叩たたいた。絶妙なノリツッコミだった。モニカが相手だとついつい世話を焼いてしまうアリサは間違いなく悪役には向いていない。

　──いい加減、仲良くすればいいのに。……懲こりないなぁ。

「モニカ！　私と勝負しなさい！」

「…………ふぁい？」モグモグしながら目を丸くするモニカ。「……しょーぶ？」

「言っておくけど、あなたに拒否権はないわよ。……オリヴィア！」

「はいはい、すぐに用意いたしますわ」

　指示を受けたオリヴィアはアルミ素材のアタッシュケースをテーブルの上に置き、二つある錠じよう前まえをもったいつけながら解除した。そして中から透明なシートに包まれた紙切れを一枚取り出し、それをモニカの眼前に突きつけた。

「……ライバル誓約書……？　なんですか、これは……？」

「記き憶おくにない、とでも言いたいの？　言いい逃のがれは不可能よ！　このサインを見なさい！　これはあなたのサイン！　そして、あなたは私の『ライバル』なのよ！」

「そ、そうなのですか──っ!?」

　モニカがガタガタ椅い子すを引きずって席を立つ。

「……ここで反はん論ろんしないのがモニカさんだよな……」

　柳なぎ楽らは誓約書を遠目に眺めた。何が書いてあるのかはわからない。

　──ライバル誓約書……闇やみ鍋なべのときにモニカさんにサインさせてた奴やつだよな……。あのときは余裕がなかったから文面をちゃんと読んでなかったんだよな。

「モニカ！　ライバルからの挑戦はどんな理由があっても拒否できないのよ！」

「拒否できないのですか──っ!?　食事中でもですか──っ!?」

「……別に、食事くらいは待ってあげるけど」

「そうなのですか？　──だったら大丈夫です！　どんな勝負でも受けて立ちます！」

「え？　あ、いいの？」

「はい！　なんの問題もありません！　ちょうど食事も終わったところですし！　……それでアリサさん？　勝負の方法はなんですか？　私はなんでも構いませんよ？」

「………………ちょっと待ってて」

　アリサはオリヴィアを伴い学食の隅すみに移動した。事前の打ち合わせが不十分だったらしい。

　──モニカさんを言いい包くるめるところまでしかシナリオがなかったと見た。

　二人ふたりは数分ほどで話し合いを終え、また戻ってきた。

「──モニカ！　まずはこれを見なさい！」

　アリサが差し出したのは何かのチケットのようだった。

「これは惑わく星せいローレンツのリゾート地『ラッセル』の特別招待券よ！　しかも二枚！」

「…………そういう微妙な発言は小声で頼む」

　さりげなくツッコミを入れたものの、柳なぎ楽らの声はアリサには届かなかったようで、

「いい？　モニカ？」アリサはチケットをモニカに突きつけ、「私に勝ったらこの招待券を二枚ともあなたに譲ゆずるわ。……でも、あなたが負けた場合は……場合は……場合は！　こ、こ、この男と私の二人ふたりで『ラッセル』にバカンスに出かけるわ！　あなたはお留る守す番ばんよ！」

「はううううううううう──っ!?」

　モニカの箸はしが床ゆかに転がり落ちた。よほどショックだったらしい。

「…………何を言い出すんだ」柳楽も少なからずショックを受けていた。「……正気か？」

「う、うるさいわね！　こっち見ないでよ！」

　アリサが顔を真まっ赤かにして反発する。──なら最初から言うなよ……。

「略りやく奪だつ愛あい？　略奪愛なのですかああああ!?　私の柳楽さんを横取りなのですか──っ!?」

「ちちちち違うわよ！　こんな男に興きよう味みはないもの！　本当よ──っ!?」

　慌あわてて弁解するアリサ。

「あなたが勝ったら私は招待券を譲ゆずるのよ？　でも私が勝っても招待券は元々私のものなんだから何も得しないでしょう！　あくまでも勝負を公平にするための提案よ！」

「はー、そうなのですかー。公平性を保つためなのですねー。安心しましたー」

　あっさり信じていた。さすがモニカだ。そこらの小学生よりもよほど素す直なおだ。

　──アリサはモニカさんが不幸になればそれで満足なんだろうな……。

　そもそもアリサが突っかかってくるのはモニカに恨うらみがあるからだ。発明品をメチャクチャにされたから、というのがモニカに食ってかかる理由らしい。

「ところでアリサさん。勝負の方法は？」

「ふふふ、それはね……期末テストの結果よ！　この学校は試し験けんの結果が廊下に貼はり出されるらしいから、捏ねつ造ぞうは不可能！　ジャッジの必要もなく、結果は一いち目もく瞭りよう然ぜん！」

「こらこら、自分に有利な勝負を持ちかけるんじゃない……」

　アリサは人付き合いこそ苦にが手てだが学業のほうは優ゆう秀しゆうなのだ。幼いころから発明一筋だったらしいから、特に理数系の科目は強いはず……ほとんど満点ではないだろうか。

「──わかりました！　期末テストの結果で勝負なのです！」

「ちょ、ちょっと、ちょっと……モニカさん。……そんな簡かん単たんに決めちゃっていいの？」

「へっちゃらです！　もう試験は終わっているのです！　あとは結果を待つのみですよ！」

「………………うん、そうだね。ある意味、楽な勝負だよね。何もしなくていいし」

　それは言いい換かえるなら戦う前から勝負は決まっているということだ。

「さあ、モニカ！　行くわよ！　昼休みの間に貼り出されるという話だから！」

　アリサは自信に満ちていた。自分に有利な勝負なのだから当然だ。

「──お二人ふたりとも、お待ちください」

　同席していた朝あさ霧ぎりが席を立とうとする二人の間に割り込んだ。

「その勝負……勝ったほうは柳なぎ楽ら君と二人でバカンスに出かけるんですよね？」

「え、ええ、そうだけど？」戸と惑まどいがちにアリサが答える。

「招待券が二枚しかないということは、どちらが勝っても私は置いてけぼりということになります。……私は柳楽君の護ご衛えい……側そばを離はなれるわけにはいかないのですよ」

「……あ、あの、朝霧さん？」柳楽は控え目に手を挙あげ、「仕事熱ねつ心しんなのはけっこうだけど、招待券にこだわらなくても、お金を払えばリゾート地に入れるんじゃ──」

「柳楽君！　ラッセルは招待券がなければ中に入れないのですよ──っ!?」

「…………え、そうなの……？」

「──そうなんです！　……というわけですから！　私もその勝負に参加させてください！」

　土ど下げ座ざまでして訴える朝霧。……なんだかややこしいことになってきた。

「ま、まあいいわ。どうせ私が負けるはずないもの」

　アリサは余裕の表情だった。おそらくトップを取る自信があるのだろう。




　学食をあとにした柳楽たちは試し験けんの結果が貼はり出されている一年生校舎の一階までやってきた。普通、結果が貼り出されるとしたら上位五十名とかそれくらいだが、南雲なぐも高校は見せしめのように全員の結果が貼り出される。ＰＴＡも真まっ青さおのスパルタ教育である。

「おー、ナギラたちも見にきたんだ。ちょうどさっき貼り出されたところなんだよー」

　猫ねこ矢やはいつも以上にニヤニヤしていた。悪わる巧だくみを思いついたときとは別の種類の笑え顔がおだ。

「嬉うれしそうだな。ねこやん、順位よかったのか？」

「いや、まだ見てないよ。どうせいつも通りだと思うけど、ここに来るといつもワクワクしてくるんだよね。なんでだろー」

「そりゃ、他ほかの奴やつらの順位がわかるからな」

「…………人によっては残ざん酷こくなイベントよね……」

　猫矢の背はい後ごから一いち之の瀬せが背後霊れいのようににゅっと出てきた。

「んん？　どうした？　お腹なかの調ちよう子しでも悪いのか？　もっと存在感を示せよ」

「今回は自信ないの。……部活ばっかやってたから」

「一之瀬、気にするなよ。俺おれさ、お前のこと中学のころからずっと見てるけど……」

「……え？　何……？」

「お前から運動神経を取ったら何も残らないだろ？　だから気にすることはない！」

「どんな慰なぐさめ方よ──っ!?　意味わかんないんですけど──っ!?」

　徐じよ々じよに人だかりができてきた。あちこちから歓声と悲鳴が聞こえてくる。

「よし、せっかく勝負するんだし、最下位から順に見ていこうぜ」

「そうですね。そうしましょう」

　朝あさ霧ぎりが真まっ先さきに頷うなずいた。モニカたちも異い論ろんはないようだったので、全員でぞろぞろと廊下の端はしに移動した。白い壁かべに、一年生四百九十七名、全員の名前と総得点が記されたロール紙が横に長く貼はり出されている。正せい確かくな長さはわからないが二十メートル以上は確実にある。

「えーと、最下位は誰だれだろ。……なんか見るの忍びないな──」




【４９７位　オリヴィア・ヴァレンタイン　２６３点】




　末端に見覚えのある名前が載のっていた。

「──九教科でこの点数って……平均３０点下回ってるじゃねーか……」

「あら？　それがどうかしましたの？」

　当の本人はけろっとしていた。開き直っているようでもなかった。

「学校のお勉強なんぞに興きよう味みはありませんわ。それに転校してきてまだ日数が浅いですし、日本の学校教育にも不ふ慣なれですもの。これが私の実力だとは思わないで欲しいですわね」

「…………思いたくもなるわ」

「それに最下位は私だけではありませんわよ？」

「──え？　もう一人ひとり、最下位がいるのか？」

　柳なぎ楽らは壁の試し験けん結果に目を向け、オリヴィアの名前の隣となりに視し線せんを移す。




【４９７位　朝霧シズホ　２６３点】




「……ふふ、ふふふ……ゴミ虫に……生きる価値なんてない……ふふふふ……」

　結果を目まの当あたりにし、朝霧がおかしくなってしまった。前まえ屈かがみになり、垂たれた前髪で表情を覆おおい隠かくし、くふふ、と不気味に笑っている。いつものパターンなら「切腹します！」とか言い出すところだが、よほどショックだったのか、切腹する気力すら湧わかないようで、朝霧はダークなオーラを周囲に発散し、ひたすら自じ嘲ちようの笑いを浮かべていた。

「お、おーい……朝霧さーん。そんなに落ち込むことないって……」

　柳楽は知っている。朝霧の成せい績せきが極端に悪いのは彼女が人とは異なる『常じよう識しき』を持っているからだと。記述式の問題はもちろんのこと、たとえ問題が選せん択たく式しきであっても、朝霧は独自の解法で答えを見み出いだしてしまう。以下のａ～ｄから選えらびなさい、と問題文に書いてあっても、自みずから五つ目の選択肢『ｅ』を作ってしまうのだ。教師はそんな朝霧の珍解答を容よう赦しやなく×にしてしまうが、朝霧がひねり出す解答は教師の意図する答えではないものの、「見方を変えればこれも正解かも」と思わせるような『朝霧理り論ろん』で満まん載さいだったりする。

「……ってゆーか、答案はとっくに返却されてるんだから、だいたいの順位は予想できてたはずだけど。……まさか朝あさ霧ぎりさん、勝てると思ってたのかな……」

　かける言葉が見当たらないので朝霧は放っておき、続きを見ていくことにした。

「んー、３００位までは誰だれの名前もなかったな」

　さらに順位を遡さかのぼっていくと、

【２４５位　一いち之の瀬せ智とも香か　６１２点】

　ちょうど全体の真まん中なかあたりに一之瀬の名前があった。

「……ううう、やっぱり順位落ちてた……」

「でも点数はそんなに悪くないんじゃない？」猫ねこ矢やが言う。「一之瀬さんにしては」

「…………あんた、私の点数、毎回チェックしてるの？」

「あー、あー！　あった、あった！　僕の名前があったよー！」

　一之瀬からの追及を避けようと猫矢が大声を上げる。

【２４３位　猫矢栄えい一いち　６１０点】

「わーい！　やったー！　一之瀬さんに勝ったぞー！」

「待て待て待て──っ！　明らかにお前のほうが点数低いじゃねーか──っ！」

「あ、本当だ。なんでだろう？　やっぱり僕のほうが賢かしこく見えるからかな？」

「…………猫矢。あんたぶっ殺すわよ……」

　これだけ人数が多いと誤植があってもおかしくはない。……たぶん。

「ねこやんと一之瀬がこの辺なら俺おれはもう少し先かな──」

　よく人から、頭悪そう、と面と向かって悪口を言われる柳なぎ楽らだが、実際の成せい績せきは上の下といった感じで、世間が言うほど悪くはない。

「──あ、あれ？　俺の名前がないぞ？」

「もっと上位なんじゃないの？」と一之瀬。

「答案はとっくに返却済みだろ？　俺、６９９点だったんだよ、合計で。だから……名前があるとしたら、１４２位になるはずだけど…………って、あれ？　なんだこれ？」

「ん？　この白いのって修正液かな？」

　なぜか１４２位の一ラインだけ修正液で消されていた。しかも修正液で消した上に、『危険人物につき削除されました。ｂｙ　柳楽淳じゆん（笑）』と落書きしてあった。

「──この字、見覚えがあるぞ。…………おい、ねこやん──っ！」

　柳楽は背はい後ごを振り返ったが、すでに猫矢は姿を消していた。

「…………一之瀬。今後、あいつに宿題を見せるの禁止な。見せるにしても金を取ろう」

「う、うん。……まあ、私は元から猫矢に宿題なんて見せないけど……」

　これで残りはモニカ、アリサの二人ふたりだけになった。

　１００位、９０位、８０位、７０位…………４０位、３０位、２０位、１０位──

　まだどちらの名前も出ていない。アリサはともかく１０位まできてモニカの名前が出てこないのはちょっと不自然な気がする。

【４位　桜さくら野の理り沙さ　８８２点】

　図書委員長の桜野が４位だった。九で割ると平均９８点。

　さすが怪あやしい薬くすりを調ちよう合ごうするだけのことはある。しかし、まだ上に三人もいるのだ。

　３位は南雲なぐも高校にトップで入学したＦ組の級長こと柚ゆず木き奈な緒おだった。９教科合計８９０点と桜野を８点も上回っており、点数的にはこれで首位でもおかしくなかった。

　そしてこの点数のさらに上をいった肝かん心じんの１位と２位はというと。

　──おいおい……マジかよ。この二人ふたりがワンツーフィニッシュって──




【２位　アリサ・シャムロック　８９８点】

【１位　モニカ・ロスチャイルド　９００点】




　デッドヒートの末、栄冠を勝ち取ったのはモニカだった。

　……しかも満点。ノーミスだ。

「嘘うそよ、嘘よ、嘘よ、嘘よぉぉぉぉ──っ！　こここここんなの捏ねつ造ぞう──っ！　捏造に決まってるわ──っ！　モニカが１位なんておかしいじゃない──っ！」

　アリサがぎゃあぎゃあ喚わめき始めた。試し験けんの結果にたいそうご不満のようだ。

　おそらく『満点』というところに作さく為いめいたものを感じたのだろう。

　柳なぎ楽らだって疑問がないわけではない。モニカは授業中、よく居眠りをしているし、教師の質問にだってまともな答えを返したことがないのだ。疑われて当然である。

「──アリサさん！　どうやらこの勝負、私の勝ちのようですね！」

「勝ち誇らないで、モニカ！　私はこんな出来レース、認めないんだから──っ！」

「……はい？　出来レース……？」

「だってそうじゃない！　満点なんてそう簡かん単たんに取れるはずがないもの！」

　どちらの言い分が正しいのだろうか。モニカの実力か、はたまたリリアンによる捏造か。

　──んー、でも、そういう不正行為は兄貴が黙だまっちゃいない気がするんだよな……。

　どちらにしろ、このままでは押し問答が続くだけだ。事実を確かく認にんしないと──

「──出来レースとは人聞きが悪いですね、アリサ嬢じよう」

　いいタイミングでリリアンがやってきた。校内を歩き回るときは女教師風ふうのファッションと決めているらしいリリアンは人差し指でメガネをくいっと持ち上げ、冷静に言った。

「たしかにモニカ様さまはのほほんとしていらっしゃいます。人一倍おおらかですし、競きよう争そう意い識しきも人並み以下と言っていいでしょう。ですが──」

　リリアンはそこで大きく息を吸い込み、クールな仕し草ぐさでメガネを外はずし、

「──モニカ様さまはペーパーテストだけは大の得意なのです──っ！」

　なぜだろう。有う無むを言わせぬ迫力があった。しかし、柳なぎ楽らは聞きき逃のがさなかった。

　──『だけは』って言った。今、『だけは』って言った……。

「……なぜ？　私に理由を訊きかれても困ります！　とにかくモニカ様はペーパーテストにめっぽう強い！　どんな難なん解かいなテストでも、いつも満点なのです！」

「そ、そんな……」アリサが床ゆかの上に膝ひざをつく。「……私がモニカに負けるなんて……」

「納なつ得とくできませんか？　でしたら、返却された答案用紙をご覧らんになってください。それでも信用できないのなら、二学期以降のテスト中、監かん視しカメラを設置してモニカ様が解答欄らんを埋める様よう子すを記き録ろくして、あとでじっくりご覧になればよろしいでしょう」

「……もういいわ。私の負けよ。……モニカを甘く見すぎていたわ」

　リリアンの言葉に説得力を感じたのか、ついにアリサは負けを認めた。

　──俺おれも見くびってたよ、モニカさんのこと。……心の中で謝あやまっておこう。

　それにしてもどうやったら満点なんて取れるのだろうか。

　──普ふ段だんのモニカさんからは考えられないよな。……リリアンさんは「理由を訊かれても困ります！」とか叫んでたけど……あまり深くツッコまないほうがいい話題なのかなぁ……。

　ともかく勝負はモニカに軍ぐん配ばいが上がった。

「モニカ……約束通り、これを渡すわ」

　潔いさぎよく負けを認めたアリサはリゾート地の招待券をモニカに手渡した。

「はい！　ありがたく頂きます！」

「……ん？　モニカ様、そのチケットは……？」

「これですか？　惑わく星せいローレンツのリゾート地、『ラッセル』の特別招待券なのです！」

「ほうほう、これは奇き遇ぐうですね」

　そう言ってリリアンが懐ふところから取り出したのは、モニカが受け取った招待券と同じ形状の紙片だった。紙片の大きさもデザインも印字されている文字もまったく同じだ。

「とあるルートで入手しました。全部で七枚あります」

「へー、七枚ってことはアリサから譲ゆずってもらったのも合わせると全部で九枚か」

「──ということは全員でいけますね！」

「………………え？」

　柳楽は別にそういう計算をして「九枚ある」と言ったわけではないのだが、モニカはそう受け取ってしまったようで、「みなさん！　バカンス、楽しみですね！」とまだ誰だれ一人ひとりとして賛さん成せいしていないのに勝手に話を進めてしまった。

　モニカの誘さそいを受けると高こう確かく率りつでトラブルに見み舞まわれる──今やこのことは誰もが承知している共通認にん識しきだが、リリアンがリゾート地のパンフレットを見せると、一いち之の瀬せや猫ねこ矢やなどの小市民は迷わず参加を表明した。アリサは最後まで迷っていたが、オリヴィアが何事か耳打ちすると、「しょうがないから私も参加してあげる」と上から目め線せんで参加を告つげた。

　その場には八人しかいなかったので、残った一枚のチケットは灰はい谷たにに渡すことになった。

　もちろんオリヴィアの提案だ。オリヴィアが言わなくても柳なぎ楽らは誘さそうつもりだったが。

　出発は今月末、七月三十日に決まった。

　……一つだけ心配事があるとするなら、一いち之の瀬せたち一般人をどうだまくらかして地球の外へ連れ出すか、ということだった。上う手まく誤ご魔ま化かせるといいのだが。

　──あ、あれ……？　よく考えてみたら俺おれだって地球を出るの初めてだぞ……？　宇宙旅行ってまったく想像つかないんだけど……実は何気にすごい体たい験けんなんじゃ……。




　　　　☆　☆　☆




　柳楽の心配は杞き憂ゆうに終わった。

　リリアンがしっかり対策を練ねっていたのだ。

　行き先は海外、ハワイの親しん戚せきのような場所だ、と一之瀬たちには説明した。

　移動はプライベートジェット。

　実際は宇宙船だが、民間の航こう空くう機きが使えない以上はそう説明するしかなかった。

　リリアンは、「ラッセルは貧乏人お断りの高級リゾート地なのだ。民間の飛行機ではたどり着けない場所にある」とハッタリをかまし、一之瀬たちを車で僻へき地ちまで連れていき、アリサの発明品で本当は草しか生はえていない原っぱを空港のように錯さつ覚かくさせる小細工まで使って宇宙船へ誘ゆう導どうした。

　窓のない宇宙船（外を見られると困るので）で宇宙に飛び出し、十時間後──

　柳楽の想像よりもずっと短時間で目的地へ到着した。

　──太陽系の外らしいけど……地球の技術だとどれくらい時間がかかるのかな……。

　改めて宇宙人の技術力の高さを思い知った柳楽だったが、宇宙船は高級車のような乗のり心地ごこちで、離り陸りく時じも着陸時もほとんど揺ゆれなかったので、宇宙に飛び出した、という実感があまりなかった。

　宇宙船を降りるときもアリサの発明品で周囲の地形や風景を誤魔化し、また宇宙船の外がい観かんを見られないように通路を無む駄だに長く取ったりした。

　その後はリムジンっぽい車で移動し、まずモニカが所有する別荘に向かった。

　風通しのよさそうな木造二階建ての別荘に到着すると、リリアンが本国から呼び寄せたという十人のメイドが柳楽たちを出迎えてくれた。

　しばらく休きゆう憩けいということで、玄関ホールのソファーで冷たいお茶ちやを飲んでいると、

「──みなさん！　さっそくビーチに出ましょう！」

　そう言ってモニカがその場で服を脱ぎ始めたので、慌あわててリリアンが止めに入った。

　現地はまだお昼すぎだったので、モニカの提案通り、ビーチに出て遊ぶことになったが、その前に部へ屋や割わりを決め、客室に荷物を運ぶことになった。




「青い海……本当に存在するんだな……」

「先せん輩ぱい、南の島に行ったことないんですか？」

　柳なぎ楽らはベッドに寝転がると、窓の外を感かん慨がい深ぶかく眺めている灰はい谷たにの背中に疑問を投げかけた。

「ああ、一度もない。ジュンは何度かハワイに行ったことがあると言ってたな？」

「ありますよ。……バカンス目的じゃありませんけどね」

「親おや父じさんの付つき添そいか？」

「あれは付き添いじゃなくて強制連行ですよ」

「はは……そうか」灰谷が窓を開けた。その途と端たん、涼しい風が入ってくる。「たしかラッセルと言ったか？　ここは太たい平へい洋ようのどの辺あたりになるんだ？」

「…………さあ」この手の質問は知らないフリをするしかない。「場所はともかく、ハワイによく似てますよ、ここの海は。なんというか、人の少ないハワイって感じですね」

「たしかに人が少ないな。……ん？　そういえば猫ねこ矢やはどうした？」

「ああ、ねこやんなら先に一階へ下りましたよ。あいつ、はしゃぎすぎです」

「二時に玄関ホール集合だったな。ならば、俺おれたちもそろそろ行くか」

「そっすね」

　柳楽は荷物の中から水着を引っ張り出した。

　ビーチに更こう衣い室しつがあると聞いているが、面めん倒どうなので服の下に着ていくことにする。

「あー、そういや朝あさ霧ぎりさんとオリヴィアって半日くらい遅れて出発するんでしたっけ？」

「……あ、ああ……夜までには到着すると言っていたが……」

「まあ、試し験けんの結果があれじゃあ、仕方ないですよね」




　　　　☆　☆　☆




　そのころ地球では──

「──暑い！　暑いですわ！　どうして私がこんなくだらないお勉強を！」

「おい、うるさいぞ！　オリヴィア・ヴァレンタイン！　真ま面じ目めに補習を受けんか！」

　数学教師の岩いわ田たが黒板を叩たたきながらオリヴィアを注意した。これで四度目である。

　この日、七月三十日は補習の最終日だった。

　期末試験で共ともに最下位だったオリヴィアと朝霧は教師からの通達を受け、この夏休みの補習に渋しぶ々しぶ参加したのだった。他ほかにも十数名の落らく伍ご者しやが補習を受けているが、さすがにオリヴィアのように授業を妨害するような行為を働く愚おろか者ものは一人ひとりもいない。この補習はいわゆる救済措置なのだ。形だけでも真ま面じ目めに参加しておけば留年だけは免まぬかれることができる。

「……あと三時間……三時間も補習を……苦痛でしかありませんわ……」

　オリヴィアはブツブツ文句を言いながら、シャーペンをくるくると器用に回転させる。

　──今いま頃ごろ、亮りよう介すけさんは海でバカンスを……それに引ひき換かえ私は補習……不公平ですわ……。

　灰はい谷たには成せい績せき優ゆう秀しゆうで常に学年十番以内をキープしているらしい。

　その灰谷に、「勉強はできないよりもできたほうがいい」と助言を受けたので、オリヴィアは仕方なく補習に参加したのだ。

「──よし、朝あさ霧ぎり。前に出てこの問題を解いてみろ」

「はい、任せてください」

　同点最下位の朝霧が素す早ばやく席を立ち、黒板の前まで移動する。

　朝霧はチョークを握ると一度も手を休めず、すらすらと問題を解いていった。

　だがいくらスムーズに解いたところで、正解しなければなんの意味もない。

「おい……朝霧？　なんなんだ、その解答は？」

「──はい？」朝霧は教師のほうを振り返り、「時速Ｘキロメートルで走行するＡ君に、バイクで並走して、バイクのスピードメーターを確かく認にんすることでＸを算出する──という解答のどこに問題があるのですか？」

「……朝霧……お前はこの前の期末テストでもそういう解答をしていただろう？」

「私はもっとも確実と思われる方法を使って解答を導みちびき出したにすぎません」

「ただの屁へ理り屈くつだろうが！　それに肝かん心じんのＸの値がわからないじゃないか！」

「いえ、ですから、スピードメーターを見れば答えは一いち目もく瞭りよう然ぜんなのですよ」

「お前は俺おれをおちょくってんのか!?　俺はＸの値を算出しろと言ってるんだ──っ！」

「ですが、もしＡ君の身体からだに、時速Ｘキロメートル以下で走行した場合に爆ばく破はする恐れのある爆弾が取りつけられていたらどうするんですか？　時間との勝負ですよ？」

「………………………………どこから出てきたんだ、その設定は」

　朝霧はいつもこんな調ちよう子しだった。

　──相変わらず強引な理屈ですわね。……わけがわかりませんわ……。

　オリヴィアは朝霧の成績が芳かんばしくない理由をこの補習を通して理解した。

　きっと彼女はペーパーテストでも珍解答を連発しているのだろう。

「数学ほど無意味な学問もありませんわね。人生に必要なのは算数までですわ」

「……おお、そうか、そうか。言うじゃないか、学年最下位のオリヴィア・ヴァレンタイン」

　朝霧の天然に打ちのめされた数学教師はどす黒いオーラを発していた。

「うふふ、私は世渡り上手じようずですから、数学なんて必要ありませんの」

「ほー、そうか。じゃあ、７×８はなんだ？」

「え、えっと、えっとぉ、な、な、七の段は反則ですわ──っ！」

「算数もダメじゃないか！　お前は小学生からやり直してこい！」

　オリヴィアは真性だった。正しよう真しん正しよう銘めい、本物のおバカだった。でも六の段だけは得意だ。




　余よ談だんだが、当初、朝あさ霧ぎりは補習をサボるつもりだった。仕事熱ねつ心しんな朝霧が柳なぎ楽らの護ご衛えいを放ほう棄きするはずもなく、「一いつ時ときだって離はなれるわけにはいかないのです！」と言い張った。

「ラッセルは王室御ご用よう達たしのリゾート地だ。危険因子が入り込むことなどまずありえない」

　リリアンのこの言葉がなければ朝霧は補習に参加しなかっただろう。




　　　　☆　☆　☆




　ビーチにはほとんど人がいなかった。「ほとんど」なので少しはいる。

　もちろん、柳楽たち「以外」という意味で──

「──なんで兄貴たちがここにいるんだよ──っ!?」

「おお、奇き遇ぐうだな、ジュンよ。お前たちもバカンスか？」

「何が奇遇か！　作さく為いしか感じないわ！」

「おいおい、そう何度も声を引っくり返すな。……ハゲるぞ？」

「そうですね！　いつかハゲますよね！　主おもに兄貴のせいでな！」

　砂浜で軽く準備運動をしていると海のほうから恭きよう平へいたちが現れた。

　副会長の浅あさ黄ぎ、風紀委員長の志し良ら堂どう、体育委員長のソフィア、図書委員長の桜さくら野のといつものメンバーが勢ぞろいだった。もちろん砂浜なので全員水着姿だ。

「まあ、そう警けい戒かいするな、愚ぐ弟ていよ。今回は純粋にバカンスを楽しみに来ただけだ」

「……本当だろうな？」

「ああ？　俺おれが過去に一度でも嘘うそをついたことがあるか？」

「…………本気で言ってんすか、それ」

　いくら追及したところで恭平が本ほん音ねを吐と露ろするはずがない。……バカバカしいやり取りだ。

「そんで？　実際どうやってここまで来たんだ？　母かあさんのコネかなんか？」

「ああ、実はな、この『ラッセル』というリゾート地は浅黄君の両親が経営しているんだ」

「…………へ？　マジで？」

「──マジでーす！　激げきマジでーす！」

　浅黄がぴょんぴょん飛び跳はねながら恭平の背中に飛びついた。

「まー、私が何をしたわけでもなし、両親にしたって金に物言わせて未開拓の惑わく星せいを切り開いただけなんだけどねー。ちなみに『ラッセル』って名前のリゾート地は他ほかの惑星にもいくつかあるんだけど、それもうちが経営してる奴やつだから、機き会かいがあったら行ってみてねー」

「……浅黄さんもアレな人だったんですね」

「アレな人？　何それ？　どんな人さ？」

「桜さくら野のさんと同類ってことですよ」

「あははー、何言ってるのさー」浅あさ黄ぎはゲラゲラ笑いながら柳なぎ楽らの肩を叩たたいた。「今いま更さら、驚おどろくようなことじゃないぞー。弟君の周りはすでに宇宙人だらけなんだからさー」

　モニカたちのことを言っているのだろう。たしかにモニカを始め、朝あさ霧ぎりにリリアンにアリサにオリヴィアと、最近は純粋な地球人との付き合いよりも宇宙人との交流のほうが多い。

「……それはそうですけど、まさか浅黄さんたちまでそうだとは思わないですって……」

「ああ、そういうことかー。なるほど、なるほどー」

　浅黄は『ガウス』という地球によく似た惑わく星せいの生まれらしかった。

　平和主義を何世紀にもわたって貫つらぬき通している惑星で、浅黄のように底抜けに明るい性格の人間で溢あふれ返っているらしい。

「おい、ジュン。知っているか？　ここには高レートの裏カジノがあるんだぞ？」

「…………知ってるよ」

　リリアンが『ラッセル』に来た理由がそれなのだ。招待券を用意したり、旅費は全部自分が持つと言ってみたり、やけに太っ腹だなと思っていたら、先日、競けい馬ばで大もうけしたことがモニカの証言で発覚した。どうやらそれを元手にしてこの『ラッセル』で大勝負をしようと考えているらしい。……そろそろ、誰だれかリリアンを止めるべきかもしれない。

「どうせ未成年は入れないんだろ？　元から入るつもりなんてないけどさ……」

「まあ、せっかく自然豊かなリゾート地に来ているんだ。遊ぶなら海か雪山だろうな」

「ん？　山ってどこにあるんだ？　……っていうか……雪山……？」

「午前中はずっと海にいたからな。俺おれたちは今からウインタースポーツに興きようじるつもりだ」

「…………はぁ？　ウインタースポーツだって？」

「なんだ？　知らないのか？」恭きよう平へいはかったるそうに説明する。「この島の反対側の海岸に行けば見えるが、ここから数十キロ離はなれた島に標高２００００メートルの『ヘンドリック』という山があってな、そこでスキーやスノーボードを楽しめるようになっている。このリゾート地は惑星規模で気候と天候をコントロールしているからな。どんな時期に訪れてもあらゆる季節のスポーツが楽しめる。紅葉を観かん賞しようできる山もあるぞ？」

「……すげぇな」

「新しい『遊び場』の参考になるといいんだがな──」

「……は？　なんだって？　遊び場？」

「気にするな。こっちの話だ。……よし浅黄君。そろそろ行くぞ」

「はーい！　別荘に戻ったら、ヘリをチャーターしないとですね～！」

「…………セレブや、ほんまもんのセレブや」

　思わず標準語が乱れてしまった。ヘリで移動するとか、高校生のやることではない。

　──モニカさんやアリサのほうが金持ちは金持ちなんだろうけど、あの二人ふたりはセレブ臭しゆうがまったくしないからな。意外と庶しよ民みん的てきっていうか。……オリヴィアのほうがよほどそれっぽい。まあ、オリヴィアは貴族らしいからな。都みやこ落おちの『元』貴族だけど……。




　恭きよう平へいたちが去っていくと、モニカが準備運動もそこそこに海に向かって駆かけていった。

　この日のために用意したというピンク色のビキニはモニカによく似合っていた。

「──あ、柳なぎ楽ら」

　離はなれたところでソフィアと話し込んでいた一いち之の瀬せがようやく戻ってきた。

「ん？　お前、ソフィアさんと何話してたんだ？」

「べ、別に……なんでも……」

　一之瀬はヘソの前で両手を組み、曖あい昧まいな言葉を返してきた。

「そういや、学校の地下でバカ騒さわぎしたとき、ソフィアさんと妙な賭かけしてたけど、あれは結局どうなったんだ？」

「そそそそんなのどうだっていいじゃない──っ!?」

「…………なんで怒るんだよ？」

「あ、うん……ごめん」

　すぐに我われに返った。腕や足に日焼けの跡が目立つ一之瀬はモジモジと身をくねらせながら柳楽を上うわ目め遣づかいに見上げてきた。わざとやっている風ふうでもなかったが、強きよう調ちようされた胸の谷間が目に毒だった。こうしてじっくり眺めてみると、案あん外がいスタイルがいいことがわかるが、一之瀬の水着姿を見ていると、学校の地下で騒いだときに観かん客きやくが声をそろえていた『安産コール』が脳のう裏りに蘇よみがえってきて、思わず噴ふき出しそうになる。

「……実を言うと……賭けのことでソフィアさんに脅おどされてるの……」

「マジか。あの手の輩やからに弱みを握られると辛つらいだろ」

「……もう……今日きよう中に告白しろとか……ソフィアさん……ムチャクチャだよ……」

「ん？　告白？　なんのことだ？」

「…………さあね」

　一之瀬は、ふぅ、とため息を漏もらすと、「よし！」と両手を上に伸ばした。

「ね、ねぇ、柳楽。……沖まで競きよう争そうしない？　柳楽って泳ぎ得意だったよね？」

「えー、バカンスに来て、マジ泳ぎとかありえねーだろ」

「そ、そうだね。……あ、だったらビーチバレーやろうよ。私、取ってくるから──」

　一之瀬がビーチボールを取りに荷物置き場へ走ろうとしたそのとき、

「──柳楽さーん！　審しん判ぱんをお願ねがいします！　私は公平なジャッジを望むのです！」

　モニカが浮うき輪わの中に入ったまま砂浜をドタドタと駆けてきた。そしてよいしょよいしょと浮き輪を頭からすぽっと外はずし、向こう側にいるアリサを指差した。




「あれは……もしかしてスイカ割り？」

「はいなのです！　ライバルとの真剣勝負なのです！」

「……懲こりないな、アリサも」

　とはいえスイカ割りならおかしなトラブルに見み舞まわれることもないだろう。

　そう甘く考えた柳なぎ楽らだったが、モニカが絡からんでいて和なごやかに事が進むはずがない。

　しかし、乗り気になっているモニカを止めることもまた困こん難なんだ。

「柳楽さん！　なんでもスイカ割りというのは日本の伝統芸能らしいですね！」

「うん、そうだよ。この季節になると日本各地でスイカの形をした灯とう籠ろうが出現するんだ」

「……柳楽、適当なこと言わない」一いち之の瀬せにポンと頭を叩たたかれた。

「とにかくスイカ割りなのですよ！　今日きようの一大イベントなのですよ！」

　モニカに背中を押され、パラソルの下で待たい機きしているアリサのもとへ移動する。

　少し離はなれたところに灰はい谷たにが立っていた。猫ねこ矢やの姿は見当たらない。

「あれ？　ねこやんはどこですか？」

「あいつなら恭きよう平へいさんたちについていったぞ。……猫矢は年上の女性に目がないからな」

「いくら年上好きでも、あの人たちはねこやんの手に負えないんじゃないですか？」

「そうか？　浅あさ黄ぎとは気が合いそうだがな」

「……んー、ノリは似てますけど、あの二人ふたりは仲のいい兄弟って感じがしませんか？」

　リリアンはカジノ、猫矢は恭平たちとスキー。朝あさ霧ぎりとオリヴィアは今いま頃ごろ、学校で補習を受けているはずだから、この場にいるのは柳楽、モニカ、アリサ、一之瀬、灰谷の五人だ。こういう組み合わせも珍しい気がする。

「それでは私が先攻ですね！　スイカを真まっ二つです！　うおー、なのです！」

　アリサのバッグから出てきた金属バット（なぜか入っていた）をモニカは両手でぎこちなく握りしめ、彼女の背はい後ごに回った一之瀬が白いタオルで目め隠かくしを施ほどこす。

「……予あらかじめ言っておくけど、これはスイカを割るまでのタイムを競きそう勝負だから」

　準備が整ととのったところでアリサがルールを説明する。

「バットは何度振り下ろしてもいいけど闇やみ雲くもに叩くのはなしよ。バットで足元を探索するのも禁止。誘ゆう導どうは私がするわ。嘘うそは教えないから安心して。さっきも言ったけど、タイムを競い合うのが目的だから、重要なのはスピードよ」

「わかりました！　見事スイカを叩き割ってみせます！」

　モニカが金属バットを頭上へ振り上げる。さあ進もう、とその前に柳楽は目隠し状態のモニカをぐるぐるとその場で十回転させた。スイカ割りをやるならこうしないと面おも白しろくない。

「……ふらふら……なのですよー……？」

「モニカ、まっすぐよ！　まっすぐ進みなさい！」

「はぃ……？　まっすぐですか……？　わかりましたですー……」

　右にふらふら左にふらふらしながら前に進んでいくモニカ。最初はそれなりにまっすぐ進んでいたモニカだったが、徐じよ々じよに足取りが不安定になっていき、左に大きく弧こを描き始めた。

「モニカ！　どこに行ってるの！　右よ、右！　しっかりしなさい！」

「右とはどっちですか……？　真まっ暗くらで何も見えませんよ……？」

「だからそっちは左だって！　右に行きなさいったら！　右はお箸はしを持つほうでしょう！」

「お箸？　お箸はどこにありますか……？　真っ暗でお箸が見えません……？」

「心の目で見るのよ！　──あー、あー！　だからそっちは左だってええええええ！」

　アリサはモニカを相手にすると急に母親染じみてくる。モニカに対してこういった物言いができるのは彼女くらいなものではないだろうか。リリアンや朝あさ霧ぎりではこうはいかない。二人ふたりともモニカに仕える身の上だから、立場上、どうしても友達感覚では付き合えないのだ。

「はうううううううううう！　このままではアリサさんに負けてしまいます！　もうこうなったら自分の直感を信じるしかありません！　右は、右は、きっとこっちなのですぅぅぅぅ！」

　モニカがその場でくるりと反転し、柳なぎ楽らに向かって突進してきた。

「う、うわあああああ！　モニカさん、こっちに来ないでえええええ！」

「こっちとはどっちですか──っ!?　もうわけがわかりません──っ!?」

「止まって！　とりあえず止まって！　危ないから！」

　柳楽は回れ右をして逃げ出そうとしたが、横にかわせばすむことだとすぐに気づく。

　さっと真横に移動し、モニカの軌き道どうから外はずれる。これで大丈夫、と思ったら──

「ひいいいい！　軌道が変わった──っ!?」

　柳楽は熱ねつを帯びた地面を蹴けり、慌あわてて駆かけ出した。

「──どっちですか──っ!?　こっちですか──っ!?　あっちですか──っ!?」

「うわああああああああああああ──っ!?」

　柳楽が左に行けばモニカも左に、右に行けば右に進路を変える。

　おかしいだろ！　と叫びながらなおも逃げ回り、目の前に迫ってきたスイカをジャンプして飛び越えた。さすがにもう追ってこないだろう、と歩を緩ゆるめたが、なぜかモニカは柳楽と同じ位置でジャンプし、本来の的まとであるスイカを飛び越えた。

　──何がどうなってんだよ──っ!?　こんな偶ぐう然ぜんありえねーだろ──っ！

　後ろを気にしつつ砂浜を駆け回っていると、ふいに「危ない！」と誰だれかが叫んだ。

　モニカのことを指して言っているのかと思ったがそうではなかった。

　どうやら背はい後ごを気にするあまり前方への注意が疎おろそかになっていたようで──

「──きゃあああああ──っ！」

　気づいたときには眼前にアリサが迫っていた。柳楽は身体からだを捻ひねって避けようとしたが、気づくのが一いつ瞬しゆん遅かったようで、不本意にもアリサを突き飛ばしてしまった。さらに自みずからも転倒してしまい、仰あお向むけに倒れたアリサの小さな唇を自分の口で塞ふさいで──

「………………あ、危ねぇ……」

　ギリギリのところで回かい避ひ成功。

　砂浜に両手をついて身体からだを支えることで、事故という名のキスを回避することができた。

「何……やってるのよ。……早く退どきなさいよ」

「……わ、悪い……」

　慌あわてて身を離はなそうとしたが──

　背はい後ごに迫っていたモニカが「おまけです」と言わんばかりに柳なぎ楽らに覆おおいかぶさってきた。

「はううううううううう──っ！　スイカに躓つまずいてしまいました──っ!?」

「……うおおおおおおおおおお──っ!?」

　柳楽は必死に腕を伸ばし、のしかかってきたモニカを支えようとしたが、腕がぷるぷると震ふるえ出し、徐じよ々じよに身体が沈んでいく。その上、目め隠かくし状態のモニカが「このスイカ、なんだかふさふさしています……？」と柳楽の頭を上下にシェイクするものだから、集中力が乱れてしまい──おまけに平へい衡こう感覚まで怪あやしくなってきた。

　上にモニカ、下にアリサ。水着姿の女の子二人ふたりに上下から挟はさまれている状態だ。
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　嬉うれしいとは言えば嬉しいが、状況が状況だけに素す直なおに喜べない。

　ただ背中に当たるモニカのボリュームのある胸は柔らかくて心地ここちいいし、目と鼻の先に迫るアリサの「止やめて来ないで……」といった感じの弱気な表情は男心をくすぐるものがある。

　……とはいえ、腕に力が入らなくなってきているのも事実で──

「アリサ……すまない……俺おれの愛を受け入れてくれ」

「こんなときに冗じよう談だん言わないでよ──っ!?」

　アリサは真まっ赤かな顔で叫びながら柳なぎ楽らの顔がん面めんを両手で覆おおった。

　これでキスの心配はなくなったが…………ちょうどそのころ柳楽の腕が限界に達した。

「……ダメだ！　もう無理だ！　すまん、アリサ！」

「いやああああああああああ──っ！」

　ドスン、とそんな大げさな音がしたわけではないが、アリサがその身で感じた重みを音で表現すると「ドスン」が妥だ当とうなのではないだろうか。

「──お、重い……から……退どい……て……死んじゃ……う……っ」

　柳楽とモニカ、二人ふたり分の体重がアリサの小さな身体からだを押しつぶした。

　すぐに灰はい谷たにたちがモニカを退かしてくれたから大事には至らなかったが、スイカを割る、という単純な競きよう技ぎで、まさかこんな酷ひどい目に遭あうとはアリサも予想していなかっただろう。




　休きゆう憩けい後ご、調ちよう子しを取り戻したアリサはさっそくモニカに説教を始めたが──

「ちゃんと私の指示通り動きなさいよ！　なんなのよ、もう！」

「……はううう、失敗してしまいました」しゅんとうな垂だれるモニカ。「申もうし訳わけないのです」

「そ、そんなに気落ちしないでよ。……次の機き会かいにまた頑がん張ばればいいじゃない」

「そうですね！　くよくよしていても何も始まりませんよね！」

「………………立ち直り早いのね」

　その後、スイカ割りでは勝負がつかないと思ったのか、アリサは次なるお題をモニカに突きつけた。スイカ割りの次は「ビーチフラッグ」だった。しかし、脚力に不安を抱えるモニカがアリサに敵かなうはずもなく……というより、モニカはスタートさえ満足に切れなかった。砂に足を取られてすぐに転んでしまうのだ。

　これはアリサの不戦勝かな、と思ったが、本人は納なつ得とくがいかないらしく、

「次よ！　次にいきましょう！　次は……えーと、そうよ！　コーラの早飲みで勝負よ！」

　言ってからアリサは後悔した。飲み食い勝負でモニカに勝てるはずがないからだ。

　ところが、コーラ飲み放題と聞いてモニカが、

「──ごちそうさまでした──っ！」

「なんで私の分まで飲んじゃうのよ──っ!?」

　またも勝負にすら発展しなかった。……もっとも、アリサはホッとしているようだったが。

「まだよ！　勝負はまだ終わってないわ！」

　アリサは次から次へと勝負を仕掛けたが、何をやってもアリサが望む『ライバル対決』は実現できなかった。……そしてもうすぐ日が暮れようかというころ、最後にアリサが提案したのが『水泳対決』だった。

「モニカは浮うき輪わを使ってもいいわ。私は浮き輪なしで泳ぐから」

「はいです！　私は浮き輪さえあれば何キロだって泳ぐことができます！」

「……じゃあ、沖に見えるあの岩まで泳ぎましょう。岩にタッチして先に砂浜まで帰ってきたほうが勝ちよ。それでいい？」

「岩にタッチですね！　了解しました！　脳みそに深く刻み込みます！」

　モニカが浮き輪を取りにダッシュする。その間、アリサはバットを手に握り、適当な位置にスタートラインを引いた。全すべての準備が整ととのうと、二人ふたりはスタートラインに並んだ。

「ねえ、柳なぎ楽ら。アリサさん……引くに引けなくなってるんじゃない？」

「ん、ああ、そうだな。完全に引ひき際ぎわを見失ってるな、あれは」

「……そもそもアリサさんって、モニカさんに何か恨うらみでもあるの？」

「俺おれに訊きくな」

　ややこしい事情が絡からんでいるので一いち之の瀬せには教えられない。二人の関係を包み隠かくさず伝えようと思ったら、まず宇宙人の存在から説明しなければならないからだ。

「──柳楽さん！　スタートの合図をお願ねがいします！」

「はいはい、任せて」こうなったら最後まで二人の対決を見守るしかない。「──じゃあ、行くよー。位置について、よーい……スタート──っ！」

　アリサが絶妙のタイミングでスタートを切り、ワンテンポ遅れてモニカが駆かけ出した。

　二人は波打ち際をパチャパチャと水音を立てて進んでいき、膝ひざが隠かくれ始めたあたりで、先行していたアリサがクロールを始めた。進みは遅いがフォームは綺き麗れいだった。

　──意外だな。てっきり運動は苦にが手てだと思ってた。

　何秒か遅れてモニカも泳ぎ出した。

　浮き輪を使っているからかなりスローペースだ。

　しかもモニカはクロールができないから自己流の泳ぎ。かろうじてバタ足はできているが、派は手でに海水を蹴けり上げており、傍はた目めにも効率の悪いバタ足だとわかる。

　さらに手の動きは──

「あれって犬いぬ掻かきだよね？」西日が眩まぶしいのか、一之瀬は目を細めていた。

「だと思う。……ちょっと手の動きが可愛かわいい」

「う、うん、たしかに可愛いけど。でも……アリサさんにだいぶ離はなされてるみたいだよ？」

「んー、あれだけ差をつけられると逆転は難むずかしいかな」

　数分もしないうちにアリサが折り返した。

　一方、モニカはまだ半分も進んでいなかった。泳ぎ始めに比べてペースが落ちたように見えるが、もしかしたら波に押し戻されているのかもしれない。

「……大差がついちゃったね」

「そうだな。せめてハンデがあればよかったんだけど──」

「──おい、ジュン。様よう子すが変じゃないか？」

　波なみ打うち際ぎわで観かん戦せんしていた灰はい谷たにが不意に声を上げた。

「え？　何がですか？」

「……浮うき輪わが萎しぼんでる」灰谷が目を細めたまま沖を指差す。「──まずいぞ、ジュン！　あれは溺おぼれているぞ！　おそらく浮き輪に穴が開いていたんだ！」

「マジですかあああああああ──っ！」

　柳なぎ楽らは大おお慌あわてで海に駆かけ出した。浅あさ瀬せを進んでいると、灰谷が警けい告こくした通り、モニカの浮き輪が小さくなっているのが確かく認にんできた。

「おーい！　アリサ！　モニカさんが溺れてる！　助けてやってくれ！」

　ふと思い立ち柳楽は叫んだ。まだアリサのほうがモニカに近い。

「…………ん？」

　異変に気づいたのかアリサが泳ぐのを止やめた。「後ろ！　後ろ！」と柳楽がジェスチャーで大げさに指示を飛ばすと、「──もう！　何やってるのよ、モニカ！」と沖のほうへ引き返し始めた。アリサはすぐに溺れるモニカを背はい後ごから抱きかかえた。ところが──

「──ちょっとモニカ……？　大丈夫……？」

「おい！　どうしたんだ、アリサ！　モニカさんは無事か！」

　少し遅れて現場に到着すると、アリサがモニカの頬ほおをペシペシと叩たたいていた。

「…………ね、ねぇ、意い識しきがないみたいなんだけど……？」

「嘘うそだろおおおおおお──っ!?」

　柳楽たちは大慌てで海岸へ引き返し、浮力の効きかなくなった浅瀬で灰谷と合流すると、ぐったりしているモニカを三人がかりで抱え、パラソルの下まで運んだ。

「どどどどどどうしよう？　モニカさん、息してないよ──っ!?」

　モニカの口元に耳を当てた一いち之の瀬せが激はげしく取り乱す。

「えっと、えっと、こういうときは何をすればいいんだっけ？　心しん臓ぞうマッサージ？」

「それも必要だが人工呼吸が先だ──っ！」

　灰谷はそう叫ぶと、モニカの側そばで膝ひざをついた。

「──おい、ジュン！　お前が人工呼吸をしろ！　俺おれは心臓マッサージをやる！」

「人工呼吸──っ!?　俺がですかあああああっ──!?」

「モタモタするな！　早くしろ！　時間は待ってくれないんだぞ！」

「そそそそそそうよ！　いそいそいそ！　急ぎなさいよ！」

　錯さく乱らん気味のアリサが柳楽を背後から突き飛ばす。

「うおっと……」柳楽はモニカの前にひれ伏した。「……お、俺が……やるしかないのか」

「──柳楽！　保ほ健けん体育の授業で習ったでしょう！　テストにも出たよ！」

「そ、そうだったな……」

　一いち之の瀬せの声で多少冷静さを取り戻すことができた。

　──や、やってやる、やってやるぞ！　人生初の人工呼吸だ！

　まずは気道確かく保ほ。意い識しきを失うと舌が気道を塞ふさいでしまうと教科書で読んだ記き憶おくがある。

　最初に気道を確保しておかないと、いくら肺に息を送り込んでもなんの意味もない。

「……えーと、たしかこうして……」

　右手をモニカの額ひたいに置き、左手の指先を下あごの先に当てて、顔を斜め上に引き上げた。

　これで気道確保は完了だ。次はいよいよ人工呼吸。

「……鼻をつまんで……そして……」

　柳なぎ楽らはモニカの半開きの口に顔を寄せようとして一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした。

　西日がジリジリと照りつける中、時間が止まったかのような錯さつ覚かくを受ける。

　──い、いいんだよな？　やっちゃっていいんだよな？　唇と唇が重なっちゃうけど、これはキスじゃなくて人命救助だよな？　俺おれは正しいことをやろうとしてるんだよな？

　柳楽は、よし、と迷いを捨て、今度こそと顔を近づけていく。モニカのピンク色の唇が目前に迫ってくる。海水でしっとり濡ぬれた唇はとても柔らかそうに見えた。感覚が研とぎ澄すまされているのか、まだ唇を重ねたわけでもないのにモニカの唇の感触が想像できる。いや、これは記憶だ。以前、遊園地でモニカとキスしたときの感覚が蘇よみがえっているのだ。あのときは一瞬のできごとだったけど、今度は息を送り込む必要があるから一瞬ではすまない。

　──何を迷ってるんだ！　……急げ！　早く人工呼吸を──

　一気に顔を寄せていく。そして、もうすぐ唇に触れるというところで、

　──ぷしゅうううううううううううう──っ！

　モニカが口から勢いよく海水を噴ふき上げた。

　うおっ、と仰のけ反ぞった柳楽だったが、ギリギリまで顔を寄せていたので、モニカが噴き出した海水が目や鼻や口に入ってきた。海水が目にしみて、しばらく目を開けていられなくなる。

「はれぇ……？　柳楽さん……？」

　意識を失っていたはずのモニカが声を発した。

　声が少し掠かすれていたが、いつものぽわわんとした雰囲気は伝わってきた。

「お花畑はどこですか……？」

「……え、お花畑って」柳楽はぎょっとした。「まさか、モニカさん生死をさまよって……」

「白い衣い装しように身を包んだ柳楽さんがお花畑から私を手招きしていたのですが──」

「よりによって俺か！」

　死の淵ふちをさまよっている人間を手招きするのは死者と相場が決まっているのだが。




　　　　☆　☆　☆




　天国の一歩手前まで行ったモニカだが、夕食が始まるころには完全復活していた。

　その上、夕食をいつもの三倍以上平らげメイドたちを大いに困らせた。

　食後、ようやくカジノから戻ってきたほくほく顔のリリアンを加えて、海岸で花火をすることになった。柳なぎ楽らたちとは海で遊ばず、恭きよう平へいたちと優ゆう雅がにヘリで雪山に向かっていた猫ねこ矢やが、別荘に戻ってくるなり「花火！　花火！」とうるさかったのだ。

　いつもなら「はいはい」と適当に流すところだが、悪ノリがすぎる猫矢にしては準備がよろしく、地球から花火を持参してきていた。現物があるのならやらない手はない。それにせっかくバカンスに来ているのだ。たとえ昼夜が逆転しようとも遊び倒すべきだろう。




　……と思ったのだが、もっと慎しん重ちように裏を読むべきだった。

　そもそも無責任を地で行く猫矢が花火を準備しているなんておかしいわけで──

「ようやくお出ましか。先に始めているぞ」

「…………兄貴の提案だったか」

　そんなわけで、恭平たちと仲良く花火をする羽は目めになった。

「おらおらぁ！　智とも香か！　私の花火攻こう撃げきを華か麗れいによけてみろ！」

「──ちょ、ちょっと！　ソフィアさん！　人に花火を向けないでくださいよ！」

　さっそく一いち之の瀬せが標的にされた。ただじゃれ合っているだけのようにも見えるが。

「ロケット花火を投げつけるなんて！　──ば、バカですか！　バカなんですか──っ!?」

「賭かけに負けた奴やつが何をほざくかねぇ！」

「それとこれとは話が別でしょう──っ！　人を殺す気ですか──っ!?」

　どうやらこの二人ふたりは未いまだになんらかの確かく執しつがあるようだ。

「ねえねえ、柳楽くーん」

　手持ち花火で遊んでいると桜さくら野のが近づいてきた。

「あのね、いいお薬くすりがあるんだけどぉ──」

「──けっこうです──っ！」

　両手に持った花火で威い嚇かくしつつ、風かざ上かみへ走って逃げた。

　──あの人は俺おれを使って人体実じつ験けんをやってるフシがあるからな……。

　そのうち色仕掛けを駆く使しして迫ってきそうな予感すらある。

　──二度と騙だまされないぞ。……奴は一流の悪女に違いないんだ……。

　要注意要注意、とつぶやきながら水を張ったバケツに燃もえ尽きた手持ち花火を放り込む。

　その瞬しゆん間かん、ぶるっときた。

「あー、食事中にウーロン茶ちや飲みすぎたかな……」

　一いつ旦たん別荘に戻ることにした。モニカの別荘は海岸沿いにあるので歩いてもすぐなのだ。

　街中ではないのだから、その辺の茂みで用を足してもいいかな、と柳なぎ楽らは一いつ瞬しゆん思ったが、すぐにその考えを断ち切った。誰だれかと鉢はち合あわせしてしまう気がしたからだ。周囲の様よう子すをうかがって十分に警けい戒かいすれば問題なく用を足せそうではあるが、ここ最近の柳楽の間の悪さといったらそれはもう神かみ様さまの悪戯いたずらとしか思えないほどだ。用心するに越したことはない。

「……トイレ一つでここまで考えなきゃならんとはな」

　往復十分ほどで海岸まで戻ってきた柳楽は砂浜に続く段差に腰かけた。

　──ロケット花火がなくなったら出ていこう。……当たったら火傷やけどするぞ、あれは。

　離はなれたところから夜空を飛とび交かうロケット花火を観かん賞しようしていると──

「ん？　どうしたアリサ？　トイレにでも行くのか？」

「…………デリカシーって知ってる？」

「でりかしー？　それってどこの国の人？」

　人名じゃないことくらいわかっていたがなんとなくボケてみた。

　たまにこういう捻ひねくれた心が表に出てくるから困る。……ほとんど条件反射なのだが。

「ナギラジュン・オジョウサマニ・ミチヲ・ユズレ」

「……お前もいたのか、エドワード」

「ナレナレシク・ナマエヲ・ヨブナ・クソガ！」

　エドワードが両足でぴょこぴょこジャンプしながら柳楽に接近してくる。

「ワイロデモ・クレルナラ・ハナシハベツデスケド」

「……現金な奴やつだな」

「ボクノユメハ・ニンゲンノココロヲ……」

「──え？　人間の心？　まさかエドワード……お前……」

　人間になりたいのか？　そうなのか？　人間の心を手に入れたいのか？

「ニンゲンノココロヲ・カネデ・カウコトデス」

「金で買うのかよ！　お前、最悪だな！　せめて『手に入れることです』と言ってくれ！」

「グタイテキニハ・ドレイヲ・ツクッテ・ハタラカセマス・ボクガ・ラクヲスルタメニ」

「…………そうですか」

　本当にこのペンギンはロボットなのだろうか。よほど人間よりも人間らしいのだが。

「……エドワード、みんなと花火をやってて」

「ワカリマシタ・シジニ・シタガイマス・ボクエライ」

　エドワードはえへんと胸を張ると、ぴゅーんと音を立てて砂浜に飛んでいった。

「……ご、ごめんなさい。あの子、口が悪くって……」

　アリサが謝あやまりながら柳楽の隣となりに腰を下ろす。五十センチくらい間隔を置いてだが。

「な、なんだよ……アリサが謝あやまるなんて珍しいな。……自分の発明品には自信があるんじゃなかったのか？　いつもは自じ慢まんげに誇示するじゃないか」

「……いつでも自分が正しいとは思ってないわ」

「それはそれは殊しゆ勝しような心がけで」

　皮肉っぽい言い方になってしまった。

　──いつもとパターンが違うから調ちよう子しが狂うな。……何か心境の変化でもあったのか？

「そ、そういえば昼間のことだけどさ──」

　妙な雰囲気が漂い始めていたので、柳なぎ楽らは強引に話題転換した。

「モニカさんに喧けん嘩かを売るのもほどほどにしておけよ？」

「……別に……喧嘩を売ってるわけじゃないわ」

「売ってるだろ、あれは。それから誓約書だ。闇やみ鍋なべのとき、モニカさんが酔っ払ってることをいいことに無理やりサインさせただろ？」

「……無理やりじゃないわ。モニカだって乗り気だったもの。……今日きようのことだって、あなたにとやかく言われる筋合いはない。モニカが『嫌いやだ』といつ言った？　言ってないでしょう」

「あー、だからな、そういうことじゃないんだよ」

「……どういうことよ？」

「モニカさんはアリサのことをライバルだなんて思ってない」

「…………思ってるわよ。私のことを名指しで、ライバルです、って口に出して言った」

「訂正する。モニカさんは誓約書に従ってライバルを演じてるだけだ。まあ、演じてるっていっても深く考えて行動してるわけじゃないけど。……モニカさんは無む邪じや気きだからな。アリサもわかってるだろ？　自分が思い描いていたようなライバル関係じゃないってことくらいは？」

「………………」

「言っておくけど、お前もだぞ、アリサ？」

「……え？　なんで私が？」

「だってお前、モニカさんがピンチになったら誰だれよりも先に助けようとするだろ」

「……ただの人助けよ。私だって鬼ではないんだから」

「はぁー、なんでそうまでして勝負にこだわるかねぇ……」

　柳なぎ楽らは腕をボリボリ掻かきながら立ち上がった。

「あのさ……モニカさんに恨うらみがあるのはわかるけど、そろそろ許してやってもいいんじゃないのか？　アリサだって、モニカさんの人となりくらいわかるだろ？」

「……そ、それはわかってるけど……でも、私はモニカと勝負をするために地球までやってきたんだから……」

　隣となりを見ると、アリサが膝ひざを抱えて猫ねこみたいに丸くなっていた。街がい灯とうに照らし出されたアリサの顔は、ぷくぅ、とこちらも丸く膨ふくれていて反はん論ろんできない小学生みたいに不ふ貞て腐くされている。

「あー、なるほど。お前、さては故郷に帰りたくないんだな？」

「そそそそそそそそんなことないし──っ！」

　声が上うわ擦ずるどころか引っくり返っていた。図ず星ぼしだったようだ。

「ち、地球はなかなか興きよう味み深ぶかい星だし、頭の悪い学生と戯たわむれるのだって何かと社会勉強になるし、新しい発明品を生み出すきっかけだってつかめるかもしれないし……それに……」

　あれこれ理由をつけて柳なぎ楽らの言葉を否定し始めた。今いま更さら、弁解しても遅いのに。

　可哀かわい想そうになってきたので柳楽は助け舟を出してやることにした。

「よし、だったらアリサ。こういうのはどうだ？　明日あした、モニカさんになんでもいいから勝負を吹ふっかけて、『敗者は勝者の友達になるのよ！』って言うんだよ」

「……と、友達？」

「勝っても負けても結果は一いつ緒しよ、アリサはモニカさんの友達になれる。……どうよ？」

「…………なんで私が……モニカの友達なんかに……」

「んー、だってほら、アリサならモニカさんと対等でいられるだろ。立場上、リリアンさんと朝あさ霧ぎりさんじゃ友達関係になるのは不可能だし、一いち之の瀬せには正体を明かせないしさ。それにアリサはいいとこのお嬢じようだからな。王女様が相手でも気後れしないだろ？」

「……理由にはなる……かな……」

「うん？　何か言ったか？」

「……なんでもない」

　アリサは首を振って否定すると、姿勢を伸ばし、ゆっくりと腰を上げた。

　そして柳楽を一いち瞥べつし、

「ね、ねえ……そんなにモニカのことが大事？」

「んー？　あー、そうだな。俺おれはモニカさんが──」

「──ま、待って！　今のなしにして！　何も答えないでいいから！」

　アリサが後ろ向きのまま段差を上っていく。

　足元気をつけないと危ないぞ、と柳楽が注意しようとした矢先──

「わっ、きゃああああああ──っ！」

　アリサが足を踏ふみ外はずし、大きくバランスを崩くずした。

　──言わんこっちゃない！　いや、まだ言ってなかったけど！

　柳楽は前に一歩、足を踏み出し、斜めに崩くずれるアリサの身体からだを支えようとした。

　か細い腰になんとか腕を回した柳楽は力任せに自分のほうへと引き寄せた。

「──ふにゃっ!?」

　妙な悲鳴を上げたアリサが柳楽の肩に顔をぶつける。

　とその瞬しゆん間かん──

「勝手に抱きつかないでよ──っ！」

　キレたアリサが、柳なぎ楽らの腹をドンと勢いよく押した。

　──うおっ、アホか！

　無理な体勢でアリサを支えていたので、柳楽は後方に引っくり返ってしまった。

　当然、アリサも道連れだ。柳楽はアリサの腰に腕を回していたのだから。

「──うげえええええええええええええ──っ!?」

　幸い段差の下は砂浜だったので後頭部や背中はそれほど痛まなかったが、のしかかってきたアリサの膝ひざが股こ間かんを直ちよく撃げきし、左の肘ひじが鳩尾みぞおちに、広げた右手が喉のどを圧迫した。

「……え？　ちょ、ちょっと？　大丈夫……？　えっ──泡あわ噴ふいてる──っ!?」

「ぶくぶくぶくぶくぶくぶくぶく……」

「し、しっかりしてよ！　目を覚まして！　お願ねがいだからああああ──っ！」

「…………うっ、うううう……」

　目を開けると、アリサが柳楽の上半身を抱きかかえ、頬ほおをぺしぺし叩たたいていた。

「……痛いっす」

「あ、うん……ごめんなさい……」

「今日きようはよく謝あやまるな」

「う、うん……」

　アリサはこくんと頷うなずくと、沈ちん黙もくしてしまった。

　居い心地ごこち悪そうにしているのになぜか柳楽に身を寄せたまま。

　わけのわからない密着状態が続く。

　──な、なんだ、この空気は。……アリサの奴やつ、俺おれを見つめたまま黙だまりこくってるし……。

　ふいにアリサが顔を寄せてきた。まるで催眠術にかかっているかのようだった。

　ヘイ！　ストップ、ストップ！　冷静になろうぜ！　あとで後悔することになるぜ！

　内心で叫ぶもアリサには届かない。届くわけがない。

　──いや、よく考えてみると……んー、まあ、キスくらい……いいんじゃね？　ほら、俺から迫ってるわけじゃないし……アリサの気まぐれというかなんというか。……だってさ？　トラブルとはいえ、若い男女が暗がりの中で重なり合ってんだから変な気分になってもおかしくないわけで……つまりなんつーの？　事故？　うん、事故だよ。事故なんだから、こういうのは浮うわ気きのうちに入らな……いや、ダメだダメだダメだ！　ここでアリサとキスなんかしちゃったら、モニカさんに合わせる顔がない！　可愛かわいい女の子とのキスに興きよう味みはあるけど……というか興味しかないですけど！　ああ……もう！　ラブコメの主人公じゃあるまいし！　どんだけ迷ってんだよ、俺は！

　たっぷり葛かつ藤とうしていたように見えるが、わずか二秒ほどのできごとでしかない。

　え？　二秒はありえないって？　……そういうツッコミはご遠えん慮りよください。

「……あ、アリサ……やっぱり……」

　柳なぎ楽らは顔を寄せてくるアリサの頬ほおに右手を添そえた。

　拒否のつもりだったが手を置いた場所が悪かったのか、アリサはオーケーサインと受け取ったようでますます顔を近づけてきた。慌あわてて身を引こうとしたが──

「こらああああああああああああっ！　あなたたち──っ！　夏休みだからといって不純異性交遊が許されるとでも思っているの──っ!?」

　茂みの中から志し良ら堂どうアキナが飛び出してきた。

「──だいたい！　私だってまだなのに！　年下のあなたたちが一足先に大人おとなの階段を上ろうだなんて十年早いのよ！　未成年はキスまでよ！　い、いえ、キスすら許さないわ！　私が未み経けい験けんの情事は全すべて不許可！　そう、不許可よ！　……くっ、だいたい暗くら闇やみに乗じてふしだらな行為に及ぼうだなんて……不ふ潔けつにもほどがあるわ！　キスとか、キスとか、キスとか！　お互いの身体からだをまさぐったり……汚らしい部分を舐なめ回したり！　そういう淫みだらな行為に没頭するつもりだったのでしょう！　……い、いいえ！　若い男女がその程度の行為で満足するはずがないわ！　ず、ずばり！　×××に×××を××するつもりだったんでしょう──っ!?」

「──伏せ字大だい活かつ躍やくだな！　コンチクショウ──っ！」

「ふしだらな変態カップルに裁さばきの鉄てつ槌ついを──っ！　きええええええええ──っ！」

　打ち上げ用の三十連発花火を手に持った彼女は懐ふところからライターを取り出し、迷うことなく導どう火か線せんに火を点つけた。

「──や、やばっ！　アリサ、逃げろ！」

「逃がすものですか！」志良堂は柳なぎ楽らに狙ねらいを定めた。「前回は逃げられてしまったけれど、今度は逃のがさないわよ！　このスーパーファイナルスターマイン（花火の名前）の餌え食じきにしてあげるんだから！　くくく、燃もえろ！　燃えてしまいなさい！　身も心も灰になるがいいわ！」

「それは俺おれに死ねと言ってるのと同じことですからね──っ!?」

　段差を飛び越え、別荘まで走って逃げた。その間に五発ほど花火が柳楽の衣服をかすめ、別荘につくころにはＴシャツのあちこちに穴が開いていた。




　その日の夜、廊下でアリサとすれ違ったとき、「……今夜のことは忘れて。私も忘れるから。どうかしてたわ……」と言って顔を赤くしていた。

「ま、まあ……アリサは女だし、俺は男だ。ああいう妙な雰囲気になることもあるさ」

「……わ、忘れてって言ったでしょう！　思い出させないでよ！」

　柳楽は立ち去るアリサの背中に、「──あ、でも！　勝負の件は忘れるなよ！　モニカさんの友達になってくれよ！」と声をかけたが、返答はなかった。

「けっこう頑がん固こだよな、あいつも」

『アリササマヲ・バカニスルナ・カトウセイブツノ・ブンザイデ』

　エドワードが柳楽の股またの間を強引にくぐり抜けた。意味不明な行動だった。

「…………またお前か」

『ナギラジュン・トテモコゲクサイ・フロハイレ・クソガ！』

「……その、『糞くそが！』ってのは余計じゃないか？」

　エドワードが柳なぎ楽らを無視して去っていったのは言うまでもない。




　同じころ──

　銀ぎん河が系けいの近きん傍ぼう、おとめ座銀河団に属する前ぜん人じん未み到とうの惑わく星せいに二人ふたりの少女が降り立っていた。

　半日ほど遅れて地球を発たった朝あさ霧ぎりとオリヴィアだ。

「…………ここは……どこですの？」

「私にもよくわかりませんが、惑星ローレンツではないと思います」

「…………どうしてそう言い切れますの？」

「この双そう眼がん鏡きようを覗のぞいてください。面おも白しろいものが見えますよ」

　朝霧が倍率十倍の双眼鏡をオリヴィアに手渡す。

「一体なんだと言います…………のおおおおおおおおおおおおおお──っ!?」

「どうですか？　見えましたか？」

　見えちゃった。見えちゃいました。図ず鑑かんでしか見たことがないような巨大生物を──

「きょ、きょ、きょ、恐きよう竜りゆうじゃありませんの──っ!?」

「ですよね。間違いなく恐竜ですよね。あれはたぶんトリケラトプスですね」

「冷静に分析している場合ではありませんわ──っ！　早く脱出しますわよ──っ！」

「一匹くらい捕まえてみませんか？　意外とおいしいかもしれませんよ？」

「食うな！」つい言こと葉ば遣づかいが荒くなってしまった。「バカなことをおっしゃらないで！」

「あっ、あれを見てください。ピンク色の恐竜がいますよ」

「そんなことはどうでもいいからあああああ！　早く逃げるのおおおおおお！」

　双眼鏡を放り投げ、朝霧の腕を引っ張る。

　──ズシーンっ！　ズシーンっ！　ズシーンっ！

　宇宙船に戻ろうとしたそのとき、ほとんど轟ごう音おんに近い足音が背はい後ごから近づいてきた。

　二人が後ろを振り返るとそこには……ティラノサウルスが──

「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああっ──!?」

　非現実的な光景を目まの当あたりにし、オリヴィアは失神してしまった。






　　　ＣＡＳＥ４　バカとテストと海と雪山《後編》




　柳なぎ楽らたちがリゾート地にやってきて二日目の夜、本来の予定から一日遅れでみんなと合流したオリヴィアは天然の温泉で汗を流したあと、別荘の二階廊下を歩いていた。

　生き地じの薄うすいネグリジェ姿のオリヴィアはいつもと髪型が違う。風ふ呂ろ上がりはいつもヘアバンドをつけて前髪が落ちてこないようにしているのだ。

「……チャンスは今日きようしかありませんわ」

　オリヴィアは灰はい谷たにに逆夜よ這ばいを仕掛けようとしていた。

　今回のバカンスは三泊の予定だ。夏休みとはいえ、部活にバイトに家の手て伝つだいとみんなそれぞれ用事があるから長期滞在は無理だったのだ。明日あしたの三日目が実質的に最終日で、翌日は午前中にここを発たつ予定なので、三日目の夜は二日目ほど時間に余裕がないのだ。

　昨日きのうは補習を受けたり、宇宙船が勝手に行き先を変更したり、降り立った惑わく星せいで恐きよう竜りゆうに追い回されたり、とにかく酷ひどい目にあった。特に恐竜はやばかった。朝あさ霧ぎりが撃げき退たいしてくれたからよかったものの、危あやうくティラノサウルスの餌えさにされるところだった。

　楽あれば苦あり。苦あれば楽あり。……そろそろ報われてもいいころだ。これだけの不幸が連続して起こったのだから、今夜は灰谷とラブラブな夜をすごせるはず──なのだ。

「まず……このスパイロボットの麻ま酔すい銃じゆうで邪じや魔ま者ものどもを眠らせて……戸と惑まどう亮りよう介すけさんに色仕掛けで迫ると。……すると我が慢まんできなくなった亮介さんが私をベッドに押し倒すはず。そこまでいけばあとは流れに身を任せるだけですわね。まずは映画のクライマックス並みに激はげしいキスを交かわして、私の××××に亮介さんの××××が××××されて、おまけに××××にも××××しちゃって、最後は××××の中に××××が××××××──」

　伏せ字がないほうが健けん全ぜんなんじゃ？　余計エロくなってない？　そう思えてしまうほどオリヴィアの妄もう想そうには熱ねつがこもっていた。……まさかここまで伏せ字が圧倒されるなんて。

「ふふふふ、熱ねつ帯たい夜やよりも熱あつい夜をすごしてみせますわ！　一気に大人おとなの関係になって、そして一ヵ月後には婚約！　半年後には結婚！　さらにさらに──」

　愛がほとばしっていた。たぎっていた。爆ばく発はつしていた。……若気の至りである。

「……目的を達成するためにはまず……」

　オリヴィアはアリサの発明品である『チュウ太』を手のひらの上に載せた。

　作品ナンバー３５、『チュウ太』は手のひらサイズのスパイロボットだ。頭にストライプのリボンをつけた灰はい色いろのネズミで、一見するとおもちゃのように見える。人工知能などは搭とう載さいされていないが、予あらかじめ必要な命令をインプットしておくことで、最長、一週間の自じ律りつ稼か動どうが可能になる。人と接触する必要のある任務には向かないが、スパイロボットだけあって生命反応には敏感で、命令さえしておけば任務を遂すい行こうし終えるまでは絶対に人前に姿を現さない。

「あのバカな男たちをチュウ太の麻ま酔すい銃じゆうで眠らせる必要がありますわ」

　廊下を歩いていると前方からエドワードがやってきた。

『オリヴィアサン・コンバンピース・ボクエドワードダジョ』

「……あら？　エドワード、あなたなんだか変じゃありませんこと？」

『ソウナンレス・ロレツガマワラナインレス・オフロニハイッタカラカニャ？』

「アリサ様さまに見てもらったほうがよろしいのではなくて？」

『ソウシマッシュ・ゴチュウコクドウモデシュタ』

　エドワードはしゅたっと敬礼すると、ひょこひょこ歩きで階段を下りていった。

　──大丈夫かしら。あの足取りでは階段から転げ落ちてしまうかもしれませんわ。

　少し心配に思ったが、今は自分の欲望を満たすことのほうが大事だ。

　二階廊下の一番奥が灰はい谷たにたちの部へ屋やだ。三人部屋なので男はみんなそこにいる。

　そーっと、そーっと……足音を立てずに廊下を進んでいき──

「──こんなところにいたのかオリヴィア。捜したぞ」

「…………り、リリアン。……な、なんの用かしら？」

　両手を後ろに回し、チュウ太を隠かくす。リリアンに見つかったらおしまいだ。

「食事中に飲んだワインではちょっと物足りなくてな」

　リリアンは一いつ升しよう瓶びんを抱えていた。多少酔っているようだがまだ意い識しきはしっかりしている。

「貴き様さま、どうせ暇ひまだろう。付き合え。いい酒を飲ませてやるぞ」

「け、けっこうですわ！　私はあなたのように暇ではありませんの！」

「──あああぁ？　かつての上司に口答えか？」

「今は違いますわ！　私を縛しばるものは何もありませんわ！」

「……フフフ、それはどうかな？」リリアンが口の端をつり上げた。「いいのかなー、いいのかなー。私に逆さからってもいいのかなー。本当にいいのかなー？」

「何が言いたいんですの？」

「貴様が駄だ々だをこねると……あの男に不幸が起きるかもしれないぞ？」

「……ま、まさか!?　亮りよう介すけさんを人ひと質じちに!?」

「そうとは言っていない。そうなるかもしれない、という私の推測だ」

「きょ、脅きよう迫はくですわよ、それは！　わかってますの!?　なんて卑劣な女──っ！」

「おいおい、貴様が散さん々ざんやってきたことだろう」

「……だ、だからといって……そんな……」

「おーい？　それでー？　私に付き合うのか？　それとも付き合わないのか？」

「………………うううう、私の計画が……」

　オリヴィアは泣く泣くリリアンの要求を受け入れた。




　このときオリヴィアは後ろ手に隠かくし持っていたチュウ太を床ゆかの上に落としていた。

　だがリリアンに計画を潰つぶされ気落ちしていたオリヴィアはそのことに気づかなかった。

　結果、チュウ太はその場に放置されたわけだが──

　その直後に柳なぎ楽らが二階廊下を通りかかったときにはもうチュウ太はいなくなっていた。

　チュウ太がどこへ消えたのか……それがわかるのはもう少し先のことになる。




　　　　☆　☆　☆




　柳楽は柱の陰から、オリヴィアがリリアンに連れていかれるのを見ていた。

　──危ない、危ない。見つかったら俺おれまで道連れにされるところだった……。

　二人ふたりが廊下の角を曲がったのを確かく認にんすると、柱の陰から飛び出した。

「……酔っ払いに絡からまれるのはもうこりごりだ。とっとと部へ屋やに戻ろう……」

　柳楽はなるべく音を立てないよう静かに廊下を歩いた。

　清せい潔けつ感かんのある白い壁かべを何気なく眺めながら宛あてがわれた客室に向かっていると、




　窓の外を何か白いものが、すーっと横切った。




　視界の端にチラッと映っただけなのに寒気がするほどぞっとした。

「………………な、なんだ……今のは？」

　柳楽はビクつきながら窓の外に視し線せんを投じた。

「鳥かな？　……いや、それにしちゃでかかったような気が……」

　動きはそれほど速くなかったが、水平方向にまっすぐ、上下に揺ゆれ動くことはなかった。

　鳥なら水平に移動してもおかしくないが、だったらもっと動きが速いはずだ。

　そもそもあんな大きな鳥は見たことがない。……形は人間に近かったように思う。

　柳楽は恐る恐る窓まど際ぎわに寄り、ロックのかかった透明な窓を開けた。

「……ここ……足場ないんだな。……じゃあ、さっきのが人間ってのはありえないか……」

　わりとはっきり目もく撃げきしたので、さっきの『白い何か』が目の錯さつ覚かくだったとは考えにくい。

　──幽ゆう霊れいだったりしてな。……はは、んなわけねーよな……。

　考えれば考えるほど思考が現実から遠ざかっていく。

　何もいないとわかっているのに何度も背はい後ごを確認してしまった。

「…………よし、忘れよう」

　嫌いやな方向にばかり考えが向くので、柳楽は考えることそのものを放ほう棄きすることにした。

　せっかく地球を離はなれてこんなところまで遊びに来ているのだから楽しまなくては損だ。

　ネガティブなことを考えるのはよしておこう。




「ただいまー」

　部へ屋やに戻ると、「おかえりー」と反応よく猫ねこ矢やの声が返ってきた。

　灰はい谷たにと猫矢は窓まど際ぎわのソファーに向かい合う形で座っていた。

「んん？　何それ？」

　木製のテーブルの上にカラー写真の載のった本が広げてあった。

　猫矢はコーラを飲みながらニヤニヤしているが、灰谷はその本に集中している。

「先せん輩ぱい、どうしたんすか？　……って……その本はまさか──」

　リゾート地のガイドブックか何かだろう、と思って見ていたのだが、近づいてよく見てみると、その本にはある女性の写真がカラーで印刷されていた。

「そ、それ……オリヴィアですよね？　なんでそんなものが？」

「さっきリリアンさんが来てさ、置いていったんだよ」猫矢が説明する。「なんか賄わい賂ろとか言ってたけど。……あ、僕とナギラは関係ないよ。灰谷先輩への手て土産みやげらしいから」

「……なるほど」

　柳なぎ楽らは、リリアンに引きずられていくオリヴィアの情なさけない姿を思い出し、ピンときた。

　きっとリリアンは灰谷を上う手まく利用してオリヴィアの行動を制限するつもりなのだ。

　──たぶん表面上は先輩と仲良くしておくつもりなんだろうな。そのほうが先輩を人ひと質じちとして利用するときに勝手がいいし。……でも、こんなもん送ったら先輩が不ふ審しんに思うんじゃ。

「ほらほら、ナギラも見てよ。この写真集なかなかできがいいよ」

「……やっぱりそれ……オリヴィアの写真集なのか……」

　以前、遊園地に行ったときに朝あさ霧ぎりから聞いた覚えがある。

　写真集のタイトルはオリヴィアの性格からは遠くかけ離はなれたもので──『ピュア』。

　全宇宙で七百五十万部を売り上げたという伝説（？）の写真集だ。

「先輩、やけにまじまじと見てますね」

「……………………」無言だった。柳楽の存在に気づいていないらしい。

「露ろ出しゆつはそれほどでもないな」

「そだねー。ちゃんと服着てるもんねー」猫矢がページをめくる。「んー、やっぱりオリヴィアさんって身体からだつきが子供っぽいなー。あ、でも知り合いの写真集ってところが……こうなんてゆーか、生々しくない？」

「そうかぁ？　俺おれはこいつの笑え顔がおが演技臭くさいっていうか嘘うそ臭く見えて気持ち悪いんだが」

「ナギラってオリヴィアさんにはいつも辛から口くちだよねー」

「……そりゃ辛口にもなるさ」

　何度も酷ひどい目に遭あわされているのだから好意的な意見が出てくるはずがない。

「ところで、先輩。前から訊きこうと思ってたんですが──」

「………………」

「あのぉ、灰はい谷たに先せん輩ぱい、聞いてますか？」

「…………じゅ、ジュン……？　いつからそこにいたんだ？」

「や、だいぶ前からいましたけど……」本当に気づいていなかったらしい。「先輩、オリヴィアの写真集なんて見る価値ないですよ」

「…………お、俺おれは……後学のために見ているだけで……」

　灰谷は嘘うそをつくとき目をそらす癖くせがある。柳なぎ楽らはそのサインを見み逃のがさなかった。

「先輩、ぶっちゃけ、オリヴィアとはどうなんですか？」

「……どうとは？」

「主しゆ導どう権けん握られっぱなしじゃないですか。傍はたから見てても、尻しりに敷しかれてるんだなー、ってのが一いち目もく瞭りよう然ぜんですし。……先輩の参さん謀ぼうである俺としてはここら辺で一発どかーんとですね……あの小生意気な女を奈な落らくの底に突き落として欲しいわけですよ」

「……お前は俺の参謀だったのか」

「先輩！　あんな偏差値の低い女にやられっぱなしで悔くやしいとは思わないんですか！」

「……そ、そうは言われても……まだ何か具体的に損害を被こうむったわけではないからな……」

「不満が一つもないってことはないでしょう？　さすがにありますよね？」

「………………そ、それは……」

「なぜそこで目をそらしますか……」

　好きでも嫌いでもない、という心理状態は男にはよくある話だ。そして、そういうカテゴリーに入る女の子に言い寄られたらなぜか気持ちが傾いてしまう。こちらからアプローチを仕掛ける気はないのだが、相手が近づいてきたらキープする。……男とはそういう生き物だ。

　灰谷も心が揺ゆれているのだろう。恋愛経けい験けんの薄うすさも少なからず影えい響きようしているに違いない。

　──まあ……見てくれはいいからな、オリヴィアは。……そこは認めざるを得ない。

「おっと残りページ少なくなってきたね」

　猫ねこ矢やがいつの間にか写真集を何ページかめくっていた。

「……おお？　ここから水着なのかな？　少年誌のグラビアっぽい感じだね」

「ん、そうだな。一気に露ろ出しゆつ度どが上がったな」

　とはいってもまだまだ健けん全ぜんだ。黒いビキニを着たオリヴィアが砂浜を駆かけ回っていたり、波なみ打うち際ぎわで遊んでいたり、少年誌のグラビアでも比較的おとなしい部類に入る絵だ。

「このまま終わるのかな──」猫矢が次のページをめくると、「……お、おお！　これ、青年誌のグラビアを一気に飛び越えたんじゃない？　前のページからするとすごい落差だよ！」

「……急にコンセプトが変わったな。……って、灰谷先輩!?　鼻血が出てますよ──っ！」

「…………い、いや……これは……その……」

　灰谷が鼻を押さえて上を向く。柳楽は箱はこティッシュを灰谷に差し出した。

「うわー、見てくださいよー、先せん輩ぱい。このページやばいですよー」
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　猫ねこ矢やが写真集を灰はい谷たにの目め線せんまで持ち上げる。わざとに違いなかった。

　──ぶしゅうううううううっ！

　天を仰あおいだ灰谷が鼻血を噴ふん水すいのごとく舞まい上がらせた。さっと写真集を引いてそれを避けた猫矢は、「あはは、先輩はすごいなー」とバカ笑いしていた。ラブコメの主人公並みの出血を見せた灰谷はティッシュを鼻に詰めソファーへ横になった。

「ねこやん、いい加減にしろよ」

「だってさー、すごいんだもんこれー」

　言いつつ写真集を柳なぎ楽らの目の前に突きつける。

「……こ、これは……」

　さっきちらっと見たのはオリヴィアが砂浜で横になっている写真だったが、猫矢が開いたページでは四よつん這ばいになってお尻しりを突き出していた。このアングルはさすがにやばい。未成年には刺し激げきが強すぎる。……直エロだ（直接的すぎるエロのこと。柳楽の造語）。

「……よっぽどリリアンさんに勝ちたかったんだな」

　なんでも先に写真集を出版したのはリリアンのほうらしい。対抗意い識しきを燃もやしたオリヴィアが写真集の制作に取りかかったのはリリアンの写真集が五百万部を突破した直後のこと。最終的にはどちらの写真集も七百万部の大台に乗ったらしいが、後発のオリヴィアがリリアンに勝てたのは後半のページの過激な写真が話題になったからかもしれない。

「うわー、うわー。見てよ、ナギラ。水着脱いで胸を両手で隠かくしてるよー」

「おいおい、やりすぎだろ。……まだページ残ってるけど……最後はどうなるんだ？」

「………………もはや俺おれの想像の限界を超えている」

　ソファーで横になっていた灰はい谷たにがのそのそと身体からだを起こし、横目で写真集を見やった。

「もう大丈夫なんですか？　先せん輩ぱい？」

「…………ああ、一応な」

　クールに頷うなずいた灰谷だったが、鼻にティッシュが詰まっているのでカッコ悪い。

「ほらほらー。次で最後だよー。みんなで見ようよー」猫ねこ矢やが急せかす。

「ついにラストページか。最後はどんなポーズだろうな」

「…………これ以上、血を失うわけには……」

　静せい寂じやくの中、灰谷がゴクリと唾つばを飲み込む音が聞こえた。

　じゃあ行くよー、と猫矢がページの端を指でつかみ、ゆっくりとめくり──

「──おーい、柳なぎ楽らいるー？」

　突然、部へ屋やの入口が無ぶ遠えん慮りよに開かれ、一いち之の瀬せが入ってきた。

「──ひっ!?」心しん臓ぞうが跳はねた。「……な、なんだよ、一之瀬！　ノックくらいしろよ！」

「あ、ごめん。忘れてた……」

　牽けん制せいのつもりだったのだが、一之瀬にはあまり効果がなかった。

　止まれ、それ以上近づくな！　柳楽は内心でそう叫んだが、

「…………あれ？　灰谷先輩、どうしたんですか？　鼻血？」

「お、お前がアポなしで来るから驚おどろいたんだよ！」

「……え、でも……鼻血だよ……？」

「先輩はびっくりすると鼻血が出るの！　今後は注意しろよ！」

「そうだよー。一之瀬さんがいけないんだよー」

　柳楽の意図を瞬しゆん時じに読み取った猫矢は写真集を机の下にさりげなく隠かくした。

　これで一安心だ。一之瀬に写真集が見つかっていたら厄やつ介かいなことになっていた。

「あ、あの、すみませんでした、灰谷先輩」責任を感じたのか一之瀬が頭を下げた。

「…………頼むから謝あやまらないでくれ」

　灰谷はその日の夜、罪悪感に駆かられてほとんど眠れなかったという。




　　　　☆　☆　☆




　翌朝、柳楽が一階の食堂に向かっていると廊下の途と中ちゆうで窓の外を眺めているモニカを見つけた。やけにぼけーっとしているなと思いつつ、「おはよー、モニカさん」と声をかけた。

「……な、柳なぎ楽らさん……おはよう……ございます……です」

「んー？　どうしたの？　元気ないみたいだけど？」

「いえ、そんなことは……ないのです」

　モニカはあからさまに柳楽から顔を背そむけ、ワンピースの裾すそをぎゅっと握ってモジモジし始めた。視し線せんは窓の外。元気がないというよりはどこか上うわの空そらな感じだった。

　──あれ……今日きようのモニカさん、なんだか色っぽいぞ。いつも小学生みたいに無む邪じや気きだから余計そう感じるのかもな。……にしても、何があったんだろう……。

「ねえ、モニカさん」

　何気なく顔を覗のぞき込んでみると、モニカが過剰反応した。

「だ、ダメですよ、柳楽さん！　朝からそんなエッチなことはできません！」

「…………はい？」意味がわからない。ただ顔を覗き込んだだけなのに。「どうしたの？　急に？」

「私は昨夜ゆうべを境に生まれ変わったのです！　ニューモニカの誕たん生じようなのです！」

「……は、はぁ……」ますますわけがわからない。

「柳楽さん！　私はおバカでした！　常じよう識しきの欠落したダメ女の典型だったのです！」

「……え、どういうこと？」

「ダメなのです！　恥はずかしくて具体的なことは何も言えないのですぅぅぅ！」

　モニカはぶんぶんと両手をシェイクさせながら食堂に駆かけていった。

「……なんだったんだ」

「私がご説明しましょう」どこからともなく朝あさ霧ぎりが降ってきた。「柳楽君、おはようございます」

「あ、うん。朝霧さん、おはよう」相変わらず神しん出しゆつ鬼き没ぼつだ。

「今日からまた柳楽君をしっかりお守りいたします。なんなりとご命令を」

「……う、うん。お願ねがいするよ。それにしても……朝霧さんのちゃんとした私服姿って初めて見たかも。昨日きのうは制服だったし。……外出するときはいつも和服じゃなかったっけ？」

「たしかに外出時は和服が中心ですが、こういうリゾート地では場違いかと思いまして」

「……日本の街中を和服でうろつくのもそうとう目立つと思うよ」

　朝霧は黒いホットパンツに白いブラウスを合わせていた。シンプルなコーディネートだ。

　──ベルトに刀を差してるのはどうかと思うけどね……。

「あ、ところで朝霧さん。モニカさん、どうしちゃったの？」

「ええ、それがですね……」朝霧は食堂のほうをチラッと見やり、「昨夜、私が客室で瞑めい想そうをしていると、リリアンさんとオリヴィアさんが乱入してきまして……どうも二人ふたりとも酔っ払っているようでしてね、『猥わい談だんの時間だ』などと言って部へ屋やの外に連れ出されたのですよ」

「……そういえばリリアンさん一いつ升しよう瓶びん抱えてたな……」

「相手は酔っ払いですから、ここはおとなしくしていようと、流れに身を任せたのですが、リリアンさんに手を引かれて向かった先がモニカ様の寝室でして」

「……嫌いやな予感しかしないな」

「今日きようは無ぶ礼れい講こうだー、ってリリアンさんがいきなりモニカ様に抱きついたんですよ。無礼講はモニカ様が言うセリフだと思いますが、何せリリアンさんは酔っ払っていましたからね。そのあとは下ネタ大会です。酷ひどい有様でした。……ですがモニカ様は素す直なおですから。いちいち質問するわけです。今の単語は何を示しているのですか？　みたいな感じに」

「ってことは……モニカさん、過か激げきな性せい知ち識しきを……？」

「そうとうショックだったみたいですね」

「……だろうね」

「私には意味がわからなかったのですが、『新婚初夜が！　新婚初夜が！』と連呼されておられましたよ。柳なぎ楽ら君、何か心当たりがございませんか？」

「ああ、新婚初夜ね……」

　先月の終わりごろ、学校の地下通路で迷子まいごになったとき「ついに新婚初夜を迎えてしまうのですね！」とモニカに迫られたことがあったのだが、モニカはなぜか『新婚初夜』＝『ディープキス』だと思い込んでいた。……間違えようがない気もするが。

「きっと過去の自分を恥はじてるんだと思う。モニカさん、性知識に関してはいろいろと勘かん違ちがいしてるところがあったみたいだし」

「……なるほど。コウノトリ説が否定されて戸と惑まどっておられるのですね」

「コウノトリ説って。……まあ、モニカさんがどこまで知ってたのかは謎なぞだけど──」

「──あ、二人ふたりともおはようー」

　スリッパを鳴らしながら一いち之の瀬せが駆かけてきた。

「一之瀬、寝ね癖ぐせ。すげえ立ってる」

「──え？　嘘うそ？　どこ？」わたわたと手て鏡かがみを取り出す。「……ね、ねえ、どこぉ？」

「あ、すまんすまん。ポニーテールを寝癖と勘違いしてたみたいだ」

「どんな寝癖よ──っ!?　っていうか、いつもこの髪型なんですけど──っ!?」

「一之瀬さんのポニーテールは可愛かわいいですよ」朝あさ霧ぎりが真顔で言う。

「そうだぞ。一之瀬のポニーテールはとっても可愛いぞ。もっと自信を持てよ」

「……そ、そんな……可愛いだなんて。お世せ辞じは止やめてよぉ」満まん更ざらでもなさそうだった。

「そうかそうか。お世辞はいらないか。以後気をつける」

「だからっ！　あんたは一言余計なのよ──っ！」

「そうカリカリすんなよ。さー、メシ食おうぜ、メシ」

　激げき怒どする一之瀬を放置して食堂に向かおうとすると──




　視界の端、窓の外を『白い何か』がゆっくりと横切っていった。

「…………ひっ……」

　上うわ擦ずった声はほとんど悲鳴に近かった。

　経けい験けん則そくからは計り知れない『モノ』──柳なぎ楽らが見たのはそのようなものだった。

　理性的な判断はできず、真まっ先さきに本能が悲鳴を上げた。それは恐怖という原始的な感情だ。

　柳楽の脳のう裏りに昨夜ゆうべ見たおぞましい光景が沸ふつ々ふつと蘇よみがえってくる。

　──間違いない。……昨日きのう、二階の廊下で見た『白い何か』だ……。

『白い何か』──いや、今のは『白い人ひと影かげ』と呼ぶべきだ。

　はっきりと目もく撃げきしたわけではないが、人の姿に極きわめて近かったように思う。

「どうかしましたか？　柳楽君？」

「……い、いや、なんか窓の外に『白い人影』が見えたから……」

「何？　幽ゆう霊れいでもいた？」一いち之の瀬せが非ひ難なんするように言う。

「……うーん、朝あさ霧ぎりさんが気づかなかったってことは……目の錯さつ覚かくかな……」

　考えても答えは出そうになかったので、昨日に引き続き都つ合ごうよく忘れてしまうことにした。

　……もっとも、柳楽はこのあとも白い人影を目撃することになるのだが……。




　　　　☆　☆　☆




　食堂に行くと山やま積づみのロールパンを消化しているモニカの姿があった。

　不用意に近づかないほうがいいかもなぁ。……なんて思いながら眺めていると、

「──柳楽さん！　今日きようのパンは絶品ですよ！　これは何がなんでも食べるべきです！」

　モニカがパンを口の中に放り込みながら柳楽を手招きする。さっきまでは「エッチなのはダメなのです！」と恥はずかしがっていたのに、もういつもの無む邪じや気きなモニカに戻っていた。食事中だからということもあるのだろうが忘れっぽいにもほどがある。……らしいけど。

「これ、一つもらっていい？」モニカの隣となりに座りパンを指差す。

「もちろんなのです！　一つと言わず二百個くらい食べてください！」

「……そんなには無理だよ」

　柳楽は山積みされたロールパンに手を伸ばした。

「──あっ……」

　たまたま同じタイミングでモニカも手を伸ばしており、お互いの手と手が触れ合ってしまった。いつものモニカならこの程度のことで動どう揺ようすることはないが──

「はううううう……」

　途と端たんに顔を赤くしてうつむいてしまった。そして、「……エッチなのはいけないのです」と小声でつぶやき、下を向いたままパンの載のっかった皿を手元に引き寄せ、パクパクと一人ひとりで食べ始めた。わずか三十秒で数十個のロールパンを完食したモニカは両手で顔を覆おおい隠かくし、「ひうううううう……」と悲鳴なのかなんなのかよくわからない声を漏もらしながら食堂を立ち去った。

　食うものはしっかり食うらしい。




　　　　☆　☆　☆




　前日までは海中心だったが、この日は雪山でスキーを楽しむことになった。出発が遅れてしまったため、午前中は移動が大半を占めることになり、スキー場に到着するころには昼食の時間になっていた。

　灰はい谷たには疑問に感じていないようだったが、一いち之の瀬せは近ちか場ばにスキー場があると話しても、「海で泳げるくらい暑いのに雪山なんて本当にあるの？」と最初は疑っていたのだが、実際に雪山を目の前にすると、「……へぇ、世の中にはこういう場所もあるんだね」と納なつ得とくしていた。

　年長者の灰谷の提案で、軽くランチを食べてからゲレンデに出ることになったのだが、スキー初心者の柳なぎ楽らは、生まれて初めて見るゲレンデの風景に見とれてしまい、なかなか食が進まなかった。

　ちなみに真の年長者であるリリアンはこの日もカジノに赴おもむいており、「スキーは初日にやったからいいや」と猫ねこ矢やも雪山行きを拒否し、浅あさ黄ぎたちが泊まっている別荘へ遊びに行ってしまった。……協きよう調ちよう性せいの欠片かけらもない二人ふたりである。




「ところで、みなさん。こんな話を知っていますか？」

　食後、コーヒーや紅こう茶ちやを各おの々おのが味わっていると朝あさ霧ぎりが突然口を開いた。

「どうもこの雪山……出るらしいんですよ。…………幽ゆう霊れいが」

「……幽霊さん……？」「どこにでもあるんだね、怪かい談だん話ばなしって……」「バカバカしいですわ」

　何人かがリアクションを返す中、柳楽は無言で生なま唾つばを飲み込んだ。

　──な、なんか……タイムリーな話題だな。まあ、俺おれが見たのが幽霊とは限らないけど。

「とある週刊誌で怪談特集をやっていまして、そこに載っていたのですが……なんでもその幽霊、『白しろ装しよう束ぞくの女』と呼ばれているらしくて……」

　誰だれもリクエストしていないのに朝霧が怪談話の詳細を語り始めた。

「この雪山には『ヒステリシス』という先住民が十年前まで暮らしていたんです。彼らはこの山を『霊山』として崇あがめていたのですが、時代と共ともに信仰心が薄うすれていきましてね。スキー場を建設するという話が持ち上がったとき、それに反対したのはある一組の親子だけだったと言います。厳げん格かくな父親とおとなしい娘……この親子は滅めつ多たに人前に姿を現さなかったとか。娘さんは信仰を象徴する白しろ装しよう束ぞくに身を包み、毎日のように山に登っていたそうですが、それはどうやら父親の病気が関係していたようです。病気が治りますように、とお祈りをしていたのでしょうね。……ところが、ある日……彼女が山に登ると……急に天気が悪化して──」

「ひうううううううううううう──っ！　お化ばけはトラウマなのですうううううう──っ！」

　恐こわがる要素はまだ何も出てきていないのにモニカが泣き叫び始めた。

「……怪かい談だん話ばなしが苦にが手てな方もおられますよね。空気が読めない女ですみません……」

　それまでノリノリで話していた朝あさ霧ぎりは一転して暗い顔つきになり、深々と頭を下げた。

　というわけで……話はそこで中断となった。

　──『白装束の女』か。俺おれが見た『白い人ひと影かげ』と何か関係があるのかな？　まさかな……。




　　　　☆　☆　☆




　ゲレンデはひと気がなく、ほとんど貸しきり状態だった。

　メンバー七人中、スキー未み経けい験けん者しやは柳なぎ楽らと朝霧と一いち之の瀬せの三名。

　柳楽はスキーを選えらび、残りの二人ふたりはスノーボードを選せん択たくした。

「それではさっそく上級者コースへ参りましょう──っ！」

　オリヴィアの提案はスルーし、まずは初心者コースへ向かった。

　リフトを降り、いち早く滑すべり出したのはアリサ。なんでもスキーは幼少のころから嗜たしなんでいるらしく、滑り出しからバランスを崩くずすことなく華か麗れいなパラレルターンを決めていた。

「さすがアリサ様さまですわ。亮りよう介すけさん私たちも参りましょう」

「……あ、ああ……」

　続いてオリヴィアと灰はい谷たに。こちらの二人もなかなかの腕前だ。

　──たしか先せん輩ぱいは毎年家族でスキー旅行に行ってるんだよな。……オリヴィアは知らん。

「…………っていうか俺たち初心者なんですけど。放置とか……」

「滑り方わかんないよね」板を装着しながら一之瀬がつぶやく。「インストラクターとかいないのかな？　いきなり滑れって言われても…………あ、あれ？　朝霧さん……？」

　同じく初心者の朝霧が雪を削けずりながらなだらかな傾斜を滑り降りていった。

「──あ、危ないよ！　朝霧さん──っ！」

「はい？　柳楽君？　呼びましたか？」

　呼びかけに応じた朝霧がくるっとボードを器用に回転させ、まだ上にいる柳楽を見た。

　後ろ向きのまま停止した朝霧は「うん？」と不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげていた。

「……え、朝霧さんって……本当に初心者なの？」

「だと思うけど」柳楽は半信半疑で頷うなずき、「朝霧さんは運動神経が並みじゃないからなぁ……」

「よ、よし、まずは朝あさ霧ぎりさんにコツを教えてもらおう」

　一いち之の瀬せが勇気を出してボードを斜めに傾ける。と、その途と端たん──

「──うぎゃあああああああああああ──っ！」

　何がいけなかったのか、ぐんぐんスピードが上がっていき、後ろ向きのまま停止している朝霧の真横を高速で通過し、ゲレンデ上の窪くぼみに引っかかって派は手でに転倒してしまった。

「あーあ……」

　俺おれはああはならないぞ、と柳なぎ楽らは固く誓った。

「……よしっと、準備完了なのです！　柳楽さん、私たちも行きましょう！」

　ようやくスキー板を装着し終えたモニカが両手に握ったストックを地面に突き刺した。

　リフトに乗るとき、スキー板の場合はいちいち外はずしたりはしないのだが、上に来てブーツの靴くつ紐ひもが緩ゆるいことに気づいたモニカは一いつ旦たんスキー板を外していたのだ。

　──んー、またいつものモニカさんに戻ってるな。……さて、今度はいつ気づくかな。

「柳楽さん！　モタモタしていたら日が暮れてしまいますよ！」

「えっと……モニカさん？　スキーの腕前のほうは？」

「私ですか？　そうですね……たぶんプロに匹敵する腕前だと思います！」

「……マジですか」

　期待はすまい、と思ったが……モニカの言葉はまったくの嘘うそというわけではなかった。

　さすがにプロは言いすぎだったが、少なくとも初心者の柳楽よりは上う手まく滑すべれた。

　あまりスピードは出せないようだが、初心者は脱していると言ってもよさそうだ。

　訊きけばスキーは三歳のころから嗜たしなんでいるとのこと。

「柳楽さん！　私に任せておけば今日きよう中にパラレルターンをマスターできるはずですよ！」

「……と、とりあえず八の字で滑る奴やつから教えてください」

　モニカのスキーの腕前は胸を張ってもいいレベルだったが、柳楽が予感した通り、人に教えるのは苦にが手てなようで、「ずきゅーんです！」とか「そこでぐるぐるします！」とか「どっかーんです！」とかよくわからない表現が多く、たまに具体的な説明があっても、「思い切って腰を二百七十度くらい回転させてください！」とか「左足に全体重をかけつつ右足で方向転換してください！」とかムチャな要求ばかりで、柳楽は初歩の初歩、板を八の字にするプルークすらままならなかった。そしてついには──

「──ひ、ひいいいいいいいい！　モニカさん──っ！」

「ひゃ、ひゃあああああ──っ!?　柳楽さん、何をするのですか──っ!?」

「待って待って待って！　放さないで！　やばいんだって！」

　柳楽はストックを手放し、モニカの腰にしみがついた。

　最初は緩やかな傾斜が続いていたのだが、だんだん急きゆう勾こう配ばいになってきて、おまけにコース幅も狭くなってきた。これだけ傾斜があると立ち止まるのだって難むずかしい。




「柳なぎ楽らさん！　ズボンを引っ張るのはダメなのです！　エッチすぎるのです！」

「そんなこと言われても──っ!?」

　徐じよ々じよに柳楽の身体からだが斜めに傾いていき、それと同時にモニカのズボンもずり落ちていく。

「これ以上はダメなのですううううう！　おパンツが見えてしまうのですうううう！」

「う、うわああああ！　押さないで！　押さないでよ、モニカさん！」

「はうううううううう──っ!?　余計、ズボンがずり下がっています──っ!?」

　ついにモニカの純白の下着が寒空の下に露あらわになる。

[image: ]

　転倒に怯おびえる柳楽はそれでもズボンを引っ張り続けた。ここでズボンを離はなしてしまったら、どこまで転がっていくかわからない。この程度の傾斜、慣なれてくるとなんてことはないが、スキー初心者の柳楽には、奈な落らくの底に続く地じ獄ごくの坂のように思えてならなかった。

「モニカさん!?　これ以上、押さないで──っ!?　マジでやばいから──っ！」

「エッチなのは……！　エッチなのはダメなのですううううう──っ！」

　モニカが絶叫しながら前まえ蹴げりを繰くり出した。ただの蹴りではない。モニカはスキー板を履はいているのだ。それも買ったばかりの高級品……当然、鋭するどく反そり返っている。

「うごおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──っ！」

　スキー板の先端は斜面を転がり落ちる痛みとは比較にもならなかった。




　モニカは暴ぼう走そうこそしなかったが、また柳なぎ楽らに対してよそよそしくなってしまった。

「……この微妙な関係は精神衛えい生せい上よろしくないぞ……」

　柳楽は自力で下まで滑すべり降りると、朝あさ霧ぎりに相そう談だんを持ちかけた。

「なんとかならないかな。俺おれが何を言っても逆効果みたいだからさ……すぐ逃げちゃうし」

「わかりました。私がなんとかしてみましょう」

　朝霧は「任されました」と言って首しゆ肯こうすると、ボードを片足で滑らせ、リフト乗り場の近くからこちらの様よう子すをチラチラうかがっているモニカのもとへ向かった。

　二人ふたりは数分間にわたってごにょごにょと何事か言葉を交かわし合った。上う手まくいったのか、撃げき沈ちんしたのか、朝霧の能のう面めんのような顔からは判断がつかなかったが、モニカに近づいてみると、

「柳楽さん！　私はスーパーモニカに生まれ変わりました！」

「……す、すーぱーもにか？」

「安心してください、柳楽さん！　私はどんなエッチなことにも耐えてみせます！」

「……耐えられても困ります」

「柳楽さん！　それはそうと時間がもったいないです！　ガンガン滑りましょう！」

　モニカは言うだけ言うと我われ先さきにリフトへ乗り込んだ。

　リフトで上に行く途と中ちゆう、隣となりに座った朝霧にどんなマジックを使ったのか、と尋たずねると、

「特別なことは何もしてませんよ」と前置きし、「恥はずかしがらずに前へ一歩踏み出してみませんか？　とアドバイスしたのです。それから『モニカ様さまから積せつ極きよく性せいを取ったら何も残らないじゃないですか。アイデンティティクライシスです』と発はつ破ぱをかけてみました」

「…………何気に酷ひどいことを」

「いえいえ、本心ではありませんよ。モニカ様を奮ふるい立たせようと思って言ったのです」

「そ、そっか……」腹黒いのは桜さくら野のだけで十分だ。「……モニカさん……マジで『スーパーモニカ』になっちゃったんじゃないかな。……ああいうポジティブさはちょっと恐こわい……」




　リフトで初心者コースのてっぺんに戻ると、アリサを始めとするスキー上級者の面々と一いち之の瀬せが、滑り降りずに柳楽たちを待ってくれていた。ところがオリヴィアが──

「──遅い！　遅いですわ！　ノロマにもほどがありますわ！」

　初心者なのだからノロマなのは当たり前だというのにネチネチ文句を言い出した。

「今後は勝手に滑らせてもらいますわ！　亮りよう介すけさん！　二人で上級者コースに参りましょう！　初心者コースなんて滑る価値ありませんわ──っ！」

「お、おい！　腕を引っ張るな！」

「うふふ……初心者のみなさんごきげんよう！」

　オリヴィアが意い気き揚よう々ようと板を滑らせる。元貴族の落おち武む者しやに引きずられていく灰はい谷たにの背中は小さく丸まっており、哀あい愁しゆうが漂っていた。

「……行っちゃった。……ねえ、行かせてよかったの？」

　一いち之の瀬せがリフトで上がっていくカップルを見上げながら言う。

「二人ふたりとも上級者みたいだし、いいんじゃないか？」

「それもそうか」

「……さーて、気を取り直して滑すべるかー」

　ストックで勢いをつけてほとんど平坦に近いゲレンデを下に降りていく。

　リフト乗り場の周辺はあまり傾斜がないのでさすがに転倒することはない。

　……そのはずだが──

「うおおおおおおおおおおおおおおおお──っ!?」

　ふいに後頭部に衝しよう撃げきを受けた柳なぎ楽らは、横回転を繰くり返しながら三十メートルほど転がっていき、傾斜が緩ゆるやかになったところでようやく停止した。

「……く、くううう……なんだってんだ……」

　雪を払いながら顔を上げると──

「う、うわあああああ！　ででででで出た出た出た、出たあああああああああ──っ！」

　昨夜ゆうべから二度も目撃している、例の『白い人ひと影かげ』がふわふわと空中を飛んでいた。

　今度こそ見間違いではない、と確かく信しんする。こんなにはっきり見えているのだから。

『白い人影』は降りてくるリフトを器用に避けながらどんどん高度を上げていった。

　存在そのものが白いので、背景と半ば同化しており、遠ざかっていくに従い目で追うのが困こん難なんになっていった。柳楽は必死に目を凝こらし、『白い人影』の行方ゆくえを追いかけた。

　人の姿をしている……ように見えるが、そうではない『モノ』のようにも見える。

　まさか霊れい的てきな存在なのだろうか──

　心霊現象なんて信じていないのになぜか真まっ先さきにそのような考えが浮かんできた。

「──柳楽君！　ご無事ですか！」全力に近いスピードで朝あさ霧ぎりが滑り降りてきた。「一体なんなのでしょうか、あれは……？」

「あ、あれだよ！　俺おれが別荘で見たのは！　…………あっ！　林の向こう側に──」

「……消えてしまいましたね」

　朝霧は柳楽の目の前でブレーキをかけて停止した。

「あの白い妙な物体が柳楽君を突き飛ばしたのですよ。ほんの一いつ瞬しゆんのできごとでしたが、間違いありません。まあ、物体というか……人の姿に近かったようですが」

「……なんだったのかな、あれ」

「推測ですが……怪かい談だん話ばなしに出てくる『白しろ装しよう束ぞくの女』……かもしれませんね……」

「い、いくらなんでも……それはないと思うな。……だ、だってあれ作り話だよね？」

「いえ、あれは実話ですよ。週刊誌にはそう書いてありました」

「…………へ、へぇ……そうなんだぁ……」

　心しん臓ぞうが早はや鐘がねを撞つき始める。ドクドクドク、と高鳴る鼓動をはっきりと感じた。

「……で、でもさ、あれを幽ゆう霊れいと捉とらえるよりは、兄貴たちの仕し業わざと考えたほうが現実的じゃないかな……？」

「柳なぎ楽ら君のお兄にいさんですか？」

「……う、うん。今回はおとなしいからさ。……何もしないとは言ってたけど……」

　はっきり言って信用できる相手ではない。一応、警けい戒かいしておくべきだろう。

「──なっぎらさーん！　大丈夫でーすか──っ！」

　少し遅れてモニカたちがやってきた。モニカ以外の二人ふたりはそれほど心配していないようで、

「……スキー、向いてないんじゃない？　なんでもないところで滑すべって転ぶなんて……」

「うんうん。いくら初心者でも今のはないよね」一いち之の瀬せが微笑する。

　どうやら『白い人ひと影かげ』を目もく撃げきしたのは柳楽と朝あさ霧ぎりだけのようで、柳楽の転倒は不注意によるものだ、とアリサたちは思っているようだった。

　──朝霧さんも目撃したみたいだし、さすがに幻覚ってことはないよな……。

　多少気になりはしたが、せっかくの雪山、せっかくのスキー、しかも今日きようは実質最終日だ。

　もうしばらくスキーを楽しむことにした。




　　　　☆　☆　☆




　ゲレンデに出て一時間、ようやく柳楽はプルーク（八の字のこと）をマスターした。

「……俺が一番下へ手ただな」

　コースの端によって初心者のお仲間たちの滑りを見ていると自然とため息がこぼれた。

　運動神経のいい一之瀬はいつの間にか柳楽の先を行っており、アリサからパラレルの指し導どうを受けていた。常じよう識しきの斜め上を行く超人の朝霧はグラウンドトリックを決めるほどにまで上達していた。グラウンドトリックとはゲレンデ上で行うちょっとした小こ技わざみたいなもので、略してグラトリと呼ばれる。

「……飛んでる……飛んでるよ……」

　そのうち朝霧は、グラトリに飽あき足らず、コース外の雪の壁かべを利用して大ジャンプし、空中でボードのノーズを握って舵かじを取り、水平方向に三回転するという大技をやってのけた。スノーボードのワンメイクの大会で見たことのあるワンエイティというトリックだった。

「──この感じだと、十五回転くらいまでは余裕でいけそうですね」

　柳楽は聞かなかったことにした。




　そろそろ中級者コースに上がってもいいんじゃないかなー、と柳なぎ楽らが思い始めていたころ、アリサが海での勝負に引き続き、雪山でもモニカに勝負を吹ふっかけた。

「──わっかりました！　スキーはお手の物ですから絶対に負けませんよ！」

　安やす請うけ合あいしたモニカだったが、パラレルターンを軽々と決める上級者のアリサに、ようやく中級者に手が届こうかというレベルのモニカが勝てるとは思えない。

「……まずは中級者コースに上がるわよ」

　アリサがチラッと柳楽を見た。その瞳ひとみには『あなたの提案に乗ってあげる』と書いてあるように見えた。……確かく信しんがあったわけではなく、柳楽が勝手にそう思っただけだが。

　──モニカさんの友達になってくれ、か。……すげぇ、青あお臭くさいこと言ったんだな、俺おれ……。




　中級者コースに上がると雪がちらついてきた。

　本格的に降ってきたわけではないので、二人ふたりの勝負には影えい響きようしないだろう。

「スタート地点は上級者コースのてっぺん。ゴールは今、私たちがいる中級者コースのリフト乗り場付近よ。正面に見える斜面を降りてくることになるわ。……モニカ、いい？」

「はっ、はい。頑がん張ばり……ますです……」

　モニカの言葉に先ほどまでの勢いはなかった。見るからに緊きん張ちようしている。

　平均傾斜二十五度の上級者コースを目まの当あたりにして臆おくしたのだろう。全長八百メートルと長さは初心者コース並みだが、コブ傾斜が続くハードなゲレンデは『熊くま殺ごろし』と物ぶつ騒そうな名前がつくほどなのだ。……と、朝あさ霧ぎりがパンフレットを見ながら解説してくれた。

「ねえ、止めなくていいの？　モニカさん、強がってるように見えるんだけど……」

「……んー、ゆっくり滑すべれば大丈夫だと思うけど」

「えっ、スピード勝負なのに……？」一いち之の瀬せが目を丸くする。

「……い、いいから、黙だまって見てろよ」

　昨日きのうのアリサの様よう子すだと、モニカと張り合おう、という気はもうないはずだ。これから始まる勝負が茶ちや番ばんだとは言わないが、『敗者は勝者の友達になる』という柳楽の提案は、どちらが勝っても同じ結果を意味する。……もっとも、アリサが柳楽の言い分を聞き入れ、それを実行するとはまだ限らないのだが──

「──モニカ！　最後に私から一つ提案があるわ！」

　ようやくアリサが本題に入るようだ。さて、どう出るだろうか。

「もしこの勝負にあなたが負けたら……」

「──待ってくださいアリサさん！」モニカがアリサの声を遮さえぎった。「私から先に言わせてください！　私にも言わなければならないことがあるのです──っ！」

「………………へ？」

　アリサの声が盛大に引っくり返る。直後、失態を咳せき払ばらいで誤ご魔ま化かしつつ柳楽を睨にらみつけた。

　柳なぎ楽らは、「知らない、知らない！」と首と手の両方を振って無関係をアピールした。

「──ここに宣言します──っ！」

　モニカは両手に持ったストックを天に掲かかげ──




「私はこの勝負に勝ったら、柳楽さんと本当の新婚初夜を為なし遂とげてみせます──っ！」




　ズドーン、と柳楽の頭に特大のミサイルが命中……そんな印象的な告白だった。

「……え？　何？　新婚初夜って何？　本当の新婚初夜って何ぃぃぃぃぃぃ──っ!?」

　真まっ先さきに錯さく乱らんしたのは一いち之の瀬せだった。えー、えー、新婚初夜ってどういうこと、そもそも柳楽とモニカさんって恋人同士どころか結婚の予定まであるのー、とそこまで叫んだところで派は手でに転倒し、「うぎゃああああ！」と叫びながら傾斜を転がっていった。

　朝あさ霧ぎりは落ち着いたもので、「どうも私のアドバイスが裏目に出てしまったようですね」とモニカの発言を冷静に分析していた。ただ最後には、「でも、お二人ふたりはいずれ結婚するわけですから予行練習みたいなものですよね」と納なつ得とくしていたが。

「──いいい、いきなり！　なななななんてことを言い出すのよ、あなたは──っ!?」

　アリサが噛かみついた。プライドの高いアリサのことだから、さすがにこのタイミングで、「負けたら私の友達になりなさい！」とは口が裂けても言えないだろう。それどころか──

「ここここ、こここ、こうなったら──っ！　私だって言ってやるわ──っ！」

　やっぱりだ。このまま黙だまって引き下がるアリサではない。

「いいこと──っ!?　私があなたに勝ったら、その男を──」

　と言って柳楽を指差し、

「その男を私の奴ど隷れいにしてやるわ──っ！　覚悟しておきなさいよ──っ！」

　本日、二発目の爆ばく弾だんが柳楽の頭に降ってきた。回かい避ひ不可能の爆弾が──

「……………………俺おれに拒否権はないんですか」

　あるわけがない。




　勝負の前に朝霧がコースの各所にカメラを取りつけた。

　ゴール地点で待たい機きしている柳楽たちが勝負の過程を把は握あくするためだ。

　カメラの切り替えは情報端末の『なっくん』に任せることにした。映像の出力先はアリサがリュックから取り出した巨大スクリーン。このスクリーンも朝霧が近くの木に取りつけた。

　この日は雪山ということでアリサはいつも手に提さげているお馴な染じみの黒いバッグではなく、白いリュックを背負っていた。どうやら構造はバッグと似たようなものらしく、自じ慢まんの発明品がいくつも詰め込まれているとのこと。……四次元ポ●ットみたいなものだろうか。

《あ、じゃー、ぼくが、てきとうに、じっきょうしますねー》

「…………さいですか」

　柳なぎ楽らは投げやりに答えた。もうどうにでもなれ、といった心境。

「あ、あのさ、柳楽……」一いち之の瀬せが隣となりに並ぶ。「な、なんていうかさ……」

「……なんだよ？　はっきり言えよ？」

「う、うん。……そ、その、雪が……けっこう、降ってきたなーって……」

「……ん、そういや、そうだな。でも、ま、これくらい平気だろ」

「や、そうかもしれないけど。……でも……えっと……万が一ってこともあるし……」

「俺おれらが何を言っても無む駄だだって。二人ふたりとも燃もえに燃えちゃってるんだから」

「…………そうだね」

　心なしか一之瀬は落ち込んでいるようだった。理由まではわからなかったが。

《はいはいはい！　ついにすたーとですよ！　……あ、もう、すたーとしてました！　すみません、すぐにえいぞうを、しゅつりょくします！》

　勝負に燃える二人のスキーヤーが巨大スクリーンに映し出された。

　意外なことに先行していたのはモニカのほうだった。アリサが余裕をかましているのか、はたまたモニカがフライング気味にスタートしたのか……スタートの瞬しゆん間かんを見み逃のがしてしまったので、たしかなことは何も言えないが、おそらくそんなところではないだろうか。

《しーちてんつうかしましたー。いまのところ、もにかさんが、りーどしています》

　カメラは合計二十台取りつけている。スタートがＡ地点でゴールがＴ地点。Ｃ地点ということはまだまだ序じよ盤ばんだが、全長八百メートルのコースだから数分のうちに勝負がつくはずだ。

「な、なんか……モニカさんのスキー板……ばたついてない？」

「そうですね。かなりスピードが出ています」朝あさ霧ぎりがスクリーンを凝ぎよう視しする。「もうすぐＦ地点ですね。ここから傾斜がきつくなりますよ。しかもあちこちコブだらけです」

《おっとー、ついに、ありささんが、もにかさんを、ぬきさりましたー》

　なっくんが緊きん張ちよう感かんのない声で大事なことを告つげる。

《そして、しょうぶは、ちゅうばんせんにとつにゅう。こぶけいしゃに、はいりますよー》

　最大傾斜三十五度の『熊くま殺ごろし』が見えてきた。とんでもない急きゆう勾こう配ばいである。

「……モニカさん、目いっぱい飛ばしてるな。……大丈夫か、こんなにスピード出して……」

「アリサさんもそうとう飛ばしていますね。二人とも実力以上の力を発揮していますよ」

　コブ傾斜に入るとさらにスピードが上がった。

　アリサは制せい御ぎよできているように見えるが──

「──あら？」

　ふいに朝霧が間の抜けた声を出した。続いて一之瀬がポカンと口を開ける。

　柳楽も口をあんぐりと開けて、スクリーンの一点を見つめた。

　──ザザザザァァァ──っ！

　モニカが空を飛んでいた。

　高く、誰だれよりも高く、どこへ行くんだ、とばかりに……。

「うわああああああああ──っ！　モニカさ～～～～～～～～～～～～ん──っ！」

　右方向へ舵かじを取るべきところで左方向に進路を取ってしまったようだった。

　スピードに乗ったままコース端にできた天然のジャンプ台で踏み切ったモニカは空高く舞まい上がり盛大にコースアウトしてしまった。

「──まずいですね。……柳なぎ楽ら君！　急いで救出に向かいましょう！」

　中級者コースまで降りてきたアリサを加え、すぐさま四人で上級者コースに上がった。

　みんなでちんたら降りてもしょうがないので、スノーボードを早くも完かん璧ぺきにマスターしてしまった朝あさ霧ぎりに先に現場へ行ってもらうことにした。スキー上級者のアリサがそのあとを追いかけたが、柳楽と一いち之の瀬せは上級者コースを滑すべり降りる自信がなかったので、スキー板をリフト付近に置いて、最初からコース外を歩いた。

　……あとになって、レスキュー隊なりなんなりを呼ぶべきだった、と後悔することになるのだが、このときは超人の朝霧がいればなんとかなるだろう、と高をくくっていた。




　捜そう索さくを開始して十分後、朝霧がモニカを発見し、すぐに柳楽たちも現場に急行した。

「モニカさん？　大丈夫？　怪け我がはない？」

「……はぃ……？　私のジャンプで金メダル獲かく得とくですか……？」

　モニカはぼんやりしており、それは起床時の寝ぼけ顔そのものだった。

「雪のクッションですね」朝霧が冷静につぶやく。「周囲の木から落ちた雪がここに溜たまって、モニカ様さまは運よくそこに着地したようです。私が見たところでは無傷ですよ」

「……奇跡ね」アリサがホッと胸を撫なで下ろす。

「とにかくロッジに戻ろうよ。……空が真まっ白しろだよ。雪もかなり降ってるし」と一之瀬。

「戻るのはいいけど……」アリサが辺あたりを見回し、「…………ロッジってどっち？」

「おいおい、アリサ。お前、方向音おん痴ちか？」

「…………じゃあ、どっちよ」

「はははは、そんなのお前………………あ、あれぇ？　どっちだろぅ？」

　こうして柳楽たちは遭そう難なんした。




　二十分後──

「下だよ！　とにかく下にいけばいいんだよ！　そうすれば下山できる！」

　一行は大おお雑ざつ把ぱに進路を定め、がむしゃらに森の中を突き進んでいた。

「上級者コースって標高三千メートルの地点にあるんだけど？」とアリサ。

「うわっ……自力で下山するのは無理そうだね……」と不安げに一之瀬。

「まずはコースに復帰する必要がありますね」朝あさ霧ぎりがケータイをいじりながら言う。「……それにしても変ですね。リフトに乗っているときは通話可能だったのに今はケータイが圏けん外がいです」

「……そ、そうなんだ。私のケータイはそもそも海外では使えないから……」

　それはちょっと違う。……ここは地球ですらないのだ。

　もちろん柳なぎ楽らのケータイもこの惑わく星せいでは使えない。朝霧が先ほどからいじっているのは銀ぎん河が系けい全域で使用可能な超ハイテクなケータイなのだ。

「柳楽さん、お空が真まっ白しろ……なのですよ？」

　モニカが耳元でささやく。彼女は柳楽に担がれている。

「……真っ白っていうか……これ……もしかして吹ふ雪ぶいてるんじゃ……？」

　柳楽たちは今、びっしりと葉の生おい茂った背の高い木々に囲まれた一帯を歩いている。

　森の中はほとんど無風状態で、雪もそれほど激はげしく降っていない。

「あ、あの……あまり動き回らないほうがいいんじゃない……？」

　アリサが先頭を歩く朝霧のスキーウェアをつかむ。

「いえ、先へ進みましょう」

「どうして？　私も下へ手たに動かないほうがいい気がしてきたんだけど……？」と一いち之の瀬せ。

「もうすぐ森を抜けそうなんですよ。コースに復帰できるかもしれません」

「……抜けそうって。俺おれにはこの森……永遠に続きそうに思えるんだけど……」

「風の音がするんですよ」朝霧が耳を澄すませる。「……みなさん、聞こえませんか？」

「……いや」「聞こえないわね」「聞こえないけど……」「聞こえません……？」

　聞こえているのは朝霧ただ一人ひとりのようだった。五感も並みではないらしい。

「うーん……とりあえず先に進んでみようか。朝霧さんが言うようにコースに復帰できるかもしれないし、森を抜ければケータイだって使えるようになるんじゃないかな？」

「柳楽さんの言う通りです！　一刻も早く森を脱出しましょう！」

　全員の意見が一致したところで進路を変更した。朝霧の指示に従い森の中を進んでいく。

　五分ほど歩くと、風の音が聞こえてきた。甲かん高だかい音を奏かなでる雪山の風は、前に進めば進むほどボリュームが大きくなっていき、「ヒューヒュー」が「ビュービュー」に変わり、「ビュービュー」が「ゴーゴー」に変わり、森の出口が見えてくるころには──

「ズゴオオオオ──とか言ってますが……」

「吹雪ふぶきです……？」背中のモニカが空を見上げる。「真っ白で何も見えませんよ？」

「こ、こういうのをホワイトアウトって言うのかな……」一之瀬がわなわなと震ふるえる。

「……おかしいわ。……こんな吹雪……ラッセルじゃありえないはず……」

「そういえばそうですね」

　朝霧がアリサのつぶやきに同意を示す。一之瀬は意味がわからなかったようで「ありえないってどういうこと？」と首を傾かしげていた。

　──兄貴が言ってたな。……ラッセルは惑わく星せい規模で天候をコントロールしてるって……。

　昨日きのうの夜、就しゆう寝しん前になっくんから聞いた話では、

《てんこうを、こんとろーるできるといっても、まいにち、はれにするわけじゃないですよ。だって、あめがふらなかったら、みずぶそくになるし、すきーじょうだって、ゆきがふらないと、すきーができませんからねー。でも、ひるまに、あめとかゆきを、ふらせちゃうと、おきゃくさまが、げきどしちゃうので、あくてんこうは、よるのうちと、きまってます》

　なっくんの解説を信じるなら、ある程度まとまった雨や雪が降る（正せい確かくには降らせる）のは深夜だけのはずだ。モニカの捜そう索さくを開始したのは午後三時くらい……雪が本格的に降り出したのはそのころだ。となるとこの猛もう吹雪ふぶきは──

「──柳なぎ楽ら君！　見てください！　あそこに山小屋があります！」

「え？　山小屋？　どこに？」

「森を抜けて二十メートルくらい先に行ったところです！」

「……よ、よく見えるね。俺おれは一メートル先すら把は握あくできないんだけど……」

「どうしますか？　避ひ難なんしますか？」

「うん、避難しよう。みんな疲れてるだろうし、だいぶ冷え込んできたからね」

　一行は森を飛び出すと、朝あさ霧ぎりの背中を頼りに雪原の中をダッシュした。

　猛烈な横風に耐えながら真まっ白しろな空間を進んでいくと、

「──ここか」

　突とつ如じよ、目の前に山小屋が現れた。

「よし、入ろうか──」

「待ってください、柳楽君。……中に誰だれかいるようです」

「……誰かって……誰？」

「少々お待ちを」朝霧が曇くもった窓を擦こすって中の様よう子すをうかがう。「……んん？　……あれはオリヴィアさんと灰はい谷たにさんではありませんか？」

「…………みんなで仲良く遭難ですか」




　　　　☆　☆　☆




「──あれは見間違いなどではありませんわ！」

　オリヴィアが意味不明なジェスチャーを交えながら金切り声を上げる。

「──そうでなければあのような事故が起こるはずありませんもの！」

　彼女の言い分はこうだった。灰谷と上級者コースでうふふきゃはは（以下略）とやっていたら、どこからともなく現れた『白い人ひと影かげ』に灰谷もろともコース外に突き飛ばされ、森の中に転落。……その後は柳なぎ楽らたちと似たような顛てん末まつらしい。

「なあ、オリヴィア。その正体不明の人ひと影かげ……宙に浮いてなかったか？」

「──ええ！　飛んでいましたわ！　ふわふわと酔っ払いのように！」

「酔っ払いは空を飛ばないと思いますけど？」朝あさ霧ぎりが揚あげ足あしを取る。

「お黙だまりなさい、このマネキン女！　比ひ喩ゆですわ！　比喩！」

「……その呼び方は悪意があるぞ……」

「あの人影は……いえ、あれは女でしたわ！　白い服を着た！」

「女？　それ本当かよ？」

「──マジですわ！」口く調ちようが思いっきり乱れた。「そ、そうですわ！　あれはきっとリリアンの変装ですわ！　私と亮りよう介すけさんの仲を引き裂こうと……ゆ、ゆ、ゆ、許せませんわ──っ！」

「……もう黙だまってくれ」後半は明らかに被害妄もう想そうが入っていた。信じるに値しない。

「私たちが見た人影とそっくりですね。……柳楽君、同じものでしょうか？」

「あ、うん。そうだね。あんなものがいくつも飛び回ってるとは思えないし、同一のものと見て間違いないんじゃないかな。……ただ、『白い人影』については一いつ旦たん保留にしておこうよ。今はそれどころじゃないし……」

「──柳楽ー」部へ屋やの隅すみから一いち之の瀬せの呼び声がした。「小屋の中に暖房器具はないみたい」

「毛布とかは？」

「それはある」今度は灰はい谷たにが答えた。「ちょうど人数分あるようだな……」

「えっと……他ほかに使えそうなものはないですかね……」

　どうやらここは物置小屋のようだった。見たところ、スキー用品が大半を占めるようだが、中にはロープやピッケルなどの登山道具なんかも置いてあった。

　だが所しよ詮せんは物置だ。水道はないし、ベッドもない。

　……人が住めるような作りにはなっていないのだから当然だ。

　多少、期待はしたのだが、食料や飲み物なども備び蓄ちくされていなかった。

「──ダメです、柳楽君。外部と連絡が取れません。ケータイはずっと圏けん外がいのままです」

「私の通つう信しん機きも使えないみたい……」アリサがその場に座り込む。

「なあ、アリサ。何か役に立ちそうな発明品はないか？」

「……そ、その……」アリサは言いにくそうにうつむき、「実は……今回はあまり発明品を持ってきていないの。しかも……持ってきたのはパーティーグッズみたいなのばかりで……中には使えそうなのもあるけど、調ちよう整せいが必要なものが多いし……」

「……そうっすか」

　他に打つ手がないとなると──この悪天候が回復に向かうのを待つしかない。

「──あ……れ？」

　と、そのとき窓まど際ぎわに立っていたアリサが──

「きゃ、きゃあああ──っ！　あ、あ、あれあれあれ、あれええええ──っ！」

　発明品の詰まったリュックをその辺に放り投げ、窓の外を指差しながら絶叫した。

「ど、どうした、アリサ──っ!?」

　柳なぎ楽らは慌あわててアリサに駆かけ寄った。

「なななななんか……白いのが……さーって目の前を──」

「白いの？　それってどれくらいの大きさだ？」

「……そ、それなりに大きかったけど……一いつ瞬しゆんのことだったし、窓越しだったから……」

　アリサは声を震ふるわせながら柳楽に身を寄せてきた。貧相な胸が背中に当たる。

「……ねえ、今の何？　動物か何か？」

「なんだろう……俺おれたちが見たのと同じ奴やつかな……」

「……そ、それって、オリヴィアも言ってた『白い人ひと影かげ』のこと……？」

「出ましたか。例の『白しろ装しよう束ぞくの女』が──」

　いつの間にか朝あさ霧ぎりが小屋の奥に立てかけられたスキー用のストックを手に握っていた。

　まさか打って出るつもりなのだろうか、と柳楽は心配になる。

「幽ゆう霊れいですか!?　幽霊が出たのですか──っ!?　幽霊はトラウマですううう──っ！」

　その場にへたり込んでいたモニカが柳楽の足にしがみついてきた。

「も、モニカさん！　お願ねがいだから足を持ち上げないで！　コケるから！」

「何よ幽霊って!?」アリサもそうとう困こん惑わくしている。「そそそそのような非科学的な存在を認めるわけにはいかないわ!?　幽霊なんて迷信よ──っ！」

「アリサ、落ち着け！　そして俺の髪を引っ張るな！　痛いっつーの！」

　柳楽はそのうちバランスを崩くずし、モニカたちを巻き込んで転倒してしまった。

　巻き込んだといっても二人ふたりは柳楽の背中に覆おおいかぶさってきたので怪け我がはなかった。

「……無む駄だに体力を使ってしまった」

　体勢を立て直すと、「何やってんのよ……」と一いち之の瀬せに呆あきれられた。

「ロッジでは途と中ちゆうで話を中断してしまいましたが──」

　こんな状況だというのに朝霧が怪かい談だん話ばなしの続きを語り始めた。

「……白装束に身を包み、霊れい山ざんと崇あがめるこの山に登ったあの娘さんは、一いつ向こうに天気が回復しない雪山を二日間彷徨さまよい歩き……最終的に足を滑すべらせて崖がけから転落してしまうんです。遺い品ひんはいくつか見つかったらしいのですが……なぜか遺体は見つからなかったそうです。……そしてスキー場の建設に反対していた娘さんは天気が荒れると今でも──」

「呪のろいですうううっ！　幽霊さんの呪いですうう──っ！」

　モニカが毛布に包くるまって身体からだを丸める。

「……すみません。また余計なことを喋しやべってしまいましたね……」

　朝霧はストックを握り直すと柳楽に駆け寄ってきた。

「柳なぎ楽ら君、ご命令を。この私が幽ゆう霊れいを始末しますので」

「え、幽霊って……成じよう仏ぶつさせるものじゃないの？」

「成仏ですか」朝あさ霧ぎりはストックに目を落とし、「これで思いっきり叩たたけば死ぬのでは？」

「……いや、元々死んでるから幽霊は……」

　朝霧とくだらない漫まん才ざいトークを繰くり広げていると──

　──ドンドンドンドン──っ！

　物置小屋の入口……木製のドアが乱らん暴ぼうにノックされた。

　風の音ではない。これは間違いなく直接ドアを叩いている音だ。

「え、えぇ……本当に幽霊なの？　……そんなわけないよね？　柳楽、そうだよね……？」

「……ははは。そんなの当たり前だろ、一いち之の瀬せ。……幽霊なんているわけねぇし……」

　それではなんなのだろうか。ドアを叩いているのはおそらくアリサが窓の外に見た白い何かで、それはオリヴィアや柳楽が目もく撃げきした『白い人ひと影かげ』である可能性が高い。

　──兄貴がこんな回りくどい真ま似ねをするとは思えないんだよな。今回ばかりはオリヴィアの自作自演という線せんは捨てていいだろうし。……あとこの悪天候だよな。こっちは兄貴が絡からんでるような気がするんだよな。このリゾート地を経営してるのは浅あさ黄ぎさんのご両親だって言ってたし、だとすれば天候をいじるくらい……いや、それも考えにくいな。浅黄さんのご両親にしてみれば俺おれたちは大事なお客様なわけで、経営者がそんな横おう暴ぼうを許すわけがない……。

　──ドンドンドンドン──っ！

　再度、ドアがノックされる。……もはやノックという感じではないが。

「……ドアをブチ破ろうとしてるんじゃないのか？」灰はい谷たにが不安げに言う。

「で、ですよね。絶対に体当たりしてますよね……」

「ジュン、そこのピッケルを取ってくれ」灰はい谷たにが部へ屋やの角を指差す。「俺たちでやるぞ」

「……え、ええ？　俺たちでやる？　えっと……どういうことですか？」

「男の俺たちが黙だまって見ているわけにはいかないだろうが」

　灰谷はオリヴィアから身を離はなすと、勇ましく立ち上がった。素す敵てきですわ、素敵ですわ、とオリヴィアが黄き色いろい声を出す。お前のほうが物理的には強いだろうが、と柳楽は言いかけたが、それを言ってしまうと灰谷の立場がないので、口には出さなかった。

「よ、よし。やりますか……」

　女子一同の期待の眼まな差ざしに後押しされ柳楽は奮ふるい立った。氷雪上の足がかりとして用いる鋭するどい刃はのついたピッケルを二つ手に取り、一方を灰谷に手渡す。

「ジュン、お前はドアを開けろ。……俺は相手と正面から対たい峙じする」

「──え？　ドア、開けるんですか？」

「この調ちよう子しだと遅かれ早かれ破は壊かいされてしまうさ。いつドアが開くのかわからないんだったら、こちらでタイミングを図ったほうがいい」

「だそうですよ、朝あさ霧ぎりさん。ここは俺おれたちに任せてもらえませんか？」

「いえ、私もお手て伝つだいしますよ」朝霧が戸口の前から離はなれる。「後方で待たい機きしています」

「あ、うん。頼むよ。先せん輩ぱいがやられちゃったときは……」

「……お、おい、ジュン。……戦う前からそういう消極的なことは……」

　──ドンドンドンドンドン──っ！

　耳みみ障ざわりなノックの音が小屋の中に響ひびく。

　ドアを叩たたく音に混じって、「メキっ」という嫌いやな音が聞こえた。

　……それにしても『白い人ひと影かげ』とは一体どのような存在なのだろうか。

　オリヴィアの仕し業わざでもなく、兄の悪わる巧だくみでもなく、猫ねこ矢やの悪ノリでもなく──

　だとすればなんなのか？　まさか本当に『白しろ装しよう束ぞくの女』が──

「まずいな、そろそろドアが限界だ。……ジュン、急ぐぞ！」

「ら、らじゃー！」

　柳なぎ楽らは戸口の前までダッシュすると、そっとドアノブに手を伸ばした。だがまだ握らない。ノックが一いつ旦たん止やむまで待つことにした。そのことを灰はい谷たにに告つげると、「わかった。ドアを開けるときは何か合図をしてくれ。秒読みでもなんでもいい」と言われた。

　──ドンドンドン……ドンっ……。

　まもなくノックの音が途と切ぎれた。柳楽は秒読みを開始する。

「先輩、いきますよ。５、４、３、２、１──」

　ゼロは言わずにドアを勢いよく手前に引き開けた。

　すると、ひゅー、という風の音と共ともに『白い人影』が小屋の中に転がり込んできた。

「──来たな──っ！」

　灰谷がピッケルを振り上げ『白い人影』に狙ねらいを定める。

　だがすぐには振り下ろさなかった。

　一秒、二秒、三秒、四秒、五秒──

　そこで誰だれもが異変に気づいた。

「…………なんだこれ」

　柳楽はドアを片手で閉めると、床ゆかの上をゴロゴロと転げ回っている『白い人影』にそっと近づいた。『白い人影』は一定の調ちよう子しで右に左に転がりながら必死に何か叫んでいた。

「……これは……シーツか？」

「み、みたいですね」

　風ふう体ていが幽ゆう霊れいっぽいのはこの白いシーツのせいらしかった。

　そしてそんなものをかぶっているのは何かと言えば──

『ミエナイ・ナニモミエナイ！　コノヨノ・オワリダ！　ボク・カワイソウ！』

「お前かああああああ──っ！」

　シーツを剥はぎ取ると、手足をジタバタさせているピンク色のペンギンがその姿を現した。

「紛まぎらわしいんじゃ！　ぼけええええええええ──っ！」

　というわけで一件落着……なわけがない。




「あのぉ、アリサさん？　何か言いたいことは？」

「……そ、そういえば今日きようは朝から見てなかったわね……」

　アリサはエドワードの頭を撫なでながら苦にが笑わらいで誤ご魔ま化かした。

「しっかし、なんでシーツなんかかぶってたんだよ……」

「ああ、そういえば」ここでオリヴィアが、「昨日きのうの夜、廊下でエドワードとばったり出くわしたんですけれど、なんだか調ちよう子しが悪そうでしたわ。そのせいではなくて？」

「ちょっと調しらべてみるわ」

　アリサが部へ屋やの隅すみにエドワードを連れていく。そして発明品が詰まったリュックの中から長ったらしい端たん子しやノートパソコンなどのメンテナンス道具一式を引っ張り出した。

「……んー、だいぶ暗くなってきたな」

　日が沈んでしまうと、たとえ吹雪ふぶきが止やんでも外を出歩けなくなる。

　──このままいくと……この小屋で一夜を明かすことになりそうだな……。




　一時間後──

　完全に日が暮れてしまい、柳なぎ楽らが危き惧ぐした通りの展開になった。

「──えーと。一応、言っておくけど、みんな寝ないようにね？」

「なぜですか……？」疑問の声を上げたのは真まっ先さきに眠ってしまいそうなモニカだった。

「凍死の危険性があるからですね」朝あさ霧ぎりが答えた。「睡眠中は体温が低下しますから」

「そうそう。夜になるとぐっと気温が下がるから……ってモニカさん！　言ってる側そばから！」

「は、はぃ!?　寝てません……!?　私は寝てませんよ……!?」

「…………これは見張っとかないと危険だな」




　そのまた一時間後──

　今度はアリサがうつらうつらと首を縦たてに振り始めた。ちょうどエドワードの修理を終えた直後だったので疲労がピークに達していたのだろう。このときは、『アリササマ・ネテハイケマセン・ガンバッテクダサイ』とエドワードがアリサを起こした。




　さらに二時間後、午後九時──

　オリヴィアの腹の虫が、ぐううううー、と派は手でに鳴った。

「自然現象ですわ！　あなたたちだって空腹でしょう──っ!?」

「……なんで怒るんだよ。誰だれも笑ってないだろ」

「そこ！　うるさいですわよ──っ！」

「──痛っ！　何すんだよ！」

　ゴーグルが柳なぎ楽らの頭に命中した。暗いのでどこから飛んできたのかわからなかった。

「柳楽さん……？　私、お菓か子しを持っていますよ……？」

「お、おお、さすがモニカさん！」

「右のポケットにチョコレート、左のポケットにカロリー●イトのフルーツ味なのです」

「どっちも非常食にピッタリだね。えーと、六人いるから……」

「え？　七人じゃないの？」一いち之の瀬せが早々と気づく。

『ボクヲ・ワスレナイデ・セイカクニハ・ハチニンデスヨ』

「お前はロボットだろ」エドワードは人ではない。「俺おれ、モニカさん、朝あさ霧ぎりさん、一之瀬、アリサ、灰はい谷たに先せん輩ぱい……うん、六人だよな。……おい、一之瀬？　どこが七人なんだよ？」

「あなたわざと間違えたでしょう!?　私を除のけ者ものにしてええええええええ──っ!?」

「……ああ、すまん」

　実は素すで間違えたのだが、真実を告つげるとオリヴィアが傷つきそうなので黙だまっておいた。




　三時間後、午前〇時──

「リストラ！」「ラクロス！」「す、す、スイカ割り！」「リストラ……は言ったからリストカット」「トンボ返り、ですわ！」「り、り、り……理数系？」「胃カメラでお願ねがいします！」「羅ら針しん盤ばん……と見せかけて羅ら生しよう門もん。……と思わせておいてラクロス！　はもう言ったからランドセル！」「……羅生門は普通に間違ったよね」「微妙な間があったな」「今のはずるいと思います」「次、なんだっけ？」「ランドセルだから……『る』です」

　子供の遊びと思いきや、しりとりは意外と盛り上がり、午前二時まで続いた。




　夜もふけていき……午前四時半──

「……おい、アリサ。さっきから何やってるんだ？」

　誰もがじっと身体からだを休めている中、アリサだけが隅すみっこで作業を行っていた。

「発明品のメンテナンスと……アイデアの整せい理りよ」

「あんま根こん詰めすぎるなよ？　真まっ先さきにぶっ倒れるぞ？」

「…………わかってるわ」

　素す直なおな反応とは裏うら腹はらに、アリサはその後もガチャガチャと発明品をいじっていた。




　そしてまた日は昇り、午前八時──

　外は大荒れの天気……昨日きのうに引き続き大雪が降っていた。

「寒い……寒いですわ。このままでは凍こごえてしまいますわ……」

　オリヴィアが部へ屋やの隅すみでブルブルと震ふるえている。

　毛布は人数分あったので、みんなそれに包くるまっているのだが、生き地じがタオルケット並みに薄うすく、しかも小屋の中には暖房器具がないため、この薄手の毛布一枚では十分に暖が取れない。

　灰はい谷たにが、「大丈夫か？」と声をかけ、オリヴィアの隣となりに腰を下ろす。

「そうですわ。亮りよう介すけさん、こうやって身を寄せ合って──」

「……お、おい。あまりくっつくな……」

「大事なカノジョが凍えてしまってもよろしいんですの？」

　オリヴィアはそうつぶやいたあと、大胆にも灰谷の腰に抱きついた。さらにオリヴィアは灰谷の胸に顔をピタッとくっつけ、すりすりと猫ねこのように頬ほおを擦こすりつけた。

　たちまち小屋の一角に直視するのもはばかれる『ラブラブ空間』ができあがってしまった。

「……柳なぎ楽らさん……寒いのは嫌いやなのです……」

　モニカが真まっ青さおな顔で震えながら柳楽に身を寄せてくる。

　オリヴィアに感化されたのかと思ったが、柳楽の首に触れたモニカの指先があまりにも冷たかったので、「……しょうがないな」とモニカを片手で抱き寄せた。

「一いち之の瀬せさん。私たちも身を寄せ合って身体からだを温めましょう」

「……え？」

「女同士ですが、緊きん急きゆう事態ですので我が慢まんしてください」

「ちょ、ちょっと、朝あさ霧ぎりさん……なんか目が恐こわいんだけ──きゃあああああっ！」

「ふふふ、意外と大きいんですね、一之瀬さんって」

「ひゃ、ひゃあああああ！　胸を触らないでええええ──っ！」

「いいじゃありませんか」珍しいことに朝霧が悪ノリしていた。「この柔らかな感触……たまりませんね。これをまくらにすれば熟じゆく睡すいできること間違いなしです。是ぜ非ひ、商品化しましょう」

「──商品化って何──っ!?」

「アリサさんも、こちらに来ませんか？　二人ふたりも三人も同じことです」

「……い、いえ……遠えん慮りよしておくわ」

　身の危険を感じたのか、首を振って拒否を示した。

　きっと朝霧なりに気を遣つかったのだろうが、アプローチの仕方がまずかった。

　──というか……あれじゃ、ただの変態親おや父じだよ、朝霧さん……。




　さらに時間は流れていき、午前十時半──

「このままでは餓が死し。……ふふふ、凍死が先かもしれませんわね。うふふ、あははは！　終わりですわ！　もう終わりですわ！　私たちはここで朽くち果てる運命なのですわ──っ！」

　最初におかしくなったのはオリヴィアだった。戦せん闘とう能力は高いが、堪こらえ性しようはないらしい。

「……柳なぎ楽らさん、私たちは死ぬのですか？　お腹なかがぺったんこになって死ぬのですか？」

「大丈夫だよ、モニカさん。そのうちリリアンさんが助けに来てくれるって」

「──リリアン!?　あのギャンブル狂がなんの役に立つと言いますの!?　だいたいこの猛もう吹雪ふぶきの中、どうやって私たちの所在を突き止めると言うんですの──っ!?」

「リリアンは……助けに来ないんですか……？　私たちを見捨てたのですか……!?」

「ああああああ！　オリヴィア、余計なこと言うな！　モニカさんが不安がるだろうが！」

「……でもさ、実際……どうするの？　いつまでもここにいたって……」

　一いち之の瀬せが弱々しい声でつぶやく。いつもの元気はどこにもない。

「ああ、たしかにこのままではまずいな」

「……護ご衛えい失格……役立たず……赤点の呪のろい……」

　一番精神的にタフそうな灰はい谷たにと朝あさ霧ぎりまで弱よわ音ねを吐いている。……朝霧のは自じ虐ぎやくのようだが。

　──さすがにみんな弱気になってるな。……俺おれも人の心配をできるほど余裕ないけど。

　この様よう子すでは誰だれか一人ひとりでも倒れたら、そのまま雪崩なだれ式しきに次々と倒れてしまいそうだ。

「ふふふ……どうせ死ぬなら……どうせ死ぬならあああああ──っ！」

　三十分後、ついにオリヴィアが自じ暴ぼう自じ棄きな行動に出た。

　灰谷を力ずくで押し倒し、さらにスキーウェアを脱がし、自みずからもウェアを脱ぎ捨てた。

「──お、おい！　オリヴィア！　お前、何やってんだよ──っ!?」

「外野は黙だまっていなさい！」そう叫んで灰谷の腹の上にまたがる。「──言っておきますけどね！　私はまだ亮りよう介すけさんとキスすら交かわしていませんのよ！　ファーストキスさえ為なし遂とげられずに死ぬなんて……そんなの……そんなの！　私には耐えられませんわ──っ！」

　ちょっと意外だった。てっきりキスくらいはすませていると思っていた。

「……あ、あのぉ、服は脱がなくてもよくないですか？」柳楽は遠えん慮りよがちに質問した。

「ふふふふふ……ははははは……あははははは！　これだからお子様さまは困りますわね！　私がキスだけで満足するとでも思っていますの──っ!?　今日きようこそ……今日こそ！　いけるところまでいってしまいますわ──っ！　あらゆる意味で初はつ体たい験けん──っ！」

　オリヴィアが高笑いを響ひびかせながら灰谷に覆おおいかぶさる。

　だが堅かた物ぶつの灰谷がそう易やす々やすと人前でのキスを許すはずがない。オリヴィアの額ひたいと顎あごを両の手を使って押さえつけ、最後の抵抗を試みた。

「……お、落ち着け！　とにかく落ち着いてくれ！」

「嫌いやですわ嫌ですわ嫌ですわ──っ！　処女のまま死ぬなんて、嫌あああああああ──っ！」

　極寒の地で究極のプロレスごっこが始まった。

　お前らは本当にカップルなのか、と問いただしたくなるような光景だった。

　──もう放っておくか。……なんかどうでもよくなってきたし……。

　アホなカップルが繰くり広げるプロレスごっこを視界の隅すみに追いやる。

　と、それまで意気消沈していたモニカが急にバッと立ち上がり──

「……柳なぎ楽らさん──っ！　私もオリヴィアさんを見習いたいと思います──っ！」

「──見習っちゃダメだよ！　あいつは世界一参考にしちゃいけない女なんだから──っ！」

「新婚初夜を初はつ体たい験けんなのです！　おりゃああああああああっ、なのですうううう──っ！」

「ぐ、ぐへええええええ──っ!?」

　モニカの大おお外そと刈がりが華か麗れいに決まった。普ふ段だんは鈍にぶいのになぜこんなときに限って、と柳楽は天てん井じようを見つめながら疑問に思う。

「え、えっと……まずは服を脱ぐ……服を脱ぐです！」

「モニカさんダメだって！　自や棄けになっちゃダメだよ──っ！」

「問答無用なのです！　お腹なかと背中がくっつく前に初体験を終えてしまうのです──っ！」

　力ずくで柳楽のスキーウェアを剥はぎ取ろうとするモニカ。

　と、そのとき背はい後ごから──

「だ、ダメえええええええ──っ！　絶対ダメええええええ──っ！」

　一いち之の瀬せがモニカに体当たりしてきた。

「は、はうううううう──っ!?」

　ごろんと転がった拍子にモニカのズボンがズレ落ちる。

「……ふ、ふぅ、助かったぞ、一之瀬。……ん、んん？　どうしたんだ一之瀬……？」

「な、柳楽は私が……私が……私が……！」

　一いち之の瀬せは、ハァハァ、と息を乱しながら四よつん這ばいで柳楽に迫ってきた。

　──な、なんだ……？　一之瀬がまるでチーターのような目を……？

　本能的に身の危険を感じた柳楽は尻しり餅もちをついたまま後ずさりをした。

　だがジリジリと一之瀬が距きよ離りを詰めてくる。

「私は……私は……私はね！　柳楽のことが──っ！」

　目前まで迫ってきたところで、いきなり声を張り上げた。

　しかし、一之瀬が何かを言い切る前に──




　──ピイイイイイイイイイイイ──っ！




　鼓こ膜まくが震ふるえるほど耳みみ障ざわりな音が小屋の中に響ひびき渡った。

　音の発生源はアリサが口にくわえた小さな笛だった。

　体育教師がグラウンドに散った生徒を集めるのに使うアレだ。

　……どうしてそんなものを持っているのかは謎なぞだが。

「みんないい加減にして！　まだ死ぬと決まったわけではないでしょう！」

　アリサのその一言でみんな我われに返ったようで、「……ごめんなさい」とまずはモニカと一いち之の瀬せが頭を下げ、乱れた着衣を慌あわてて整ととのえた。部へ屋やの隅すみっこで、「役立たずのゴミ虫」などと自じ虐ぎやくしていた朝あさ霧ぎりも「まだやれることが残っているかもしれませんね」と希望を取り戻した。

「──ですが、アリサ様さま！　このままでは餓が死しか凍死ですわ──っ！」

「大丈夫よ。……たった今、これが完成したから」

　アリサはそう言いながらくるりと百八十度回転した。

「──う、うおっ……なんじゃこりゃ……」

　清せい潔けつ感かん溢あふれる白いフォルムの巨大な装置がいつの間にか部屋の真まん中なかに設置されていた。

「これは天候を操あやつる装置、『ジユウジザイ』の究極の進化系、『テンキアヤツール』よ！」

「…………さすがのネーミングセンス」

　昨夜ゆうべからアリサがいじっていたのはこれだったらしい。

『ジユウジザイ』は思い出深い発明品だ。柳なぎ楽らの中ではアリサと言えばこれなのだ。初めて出会ったときに通行人を前にしてアリサが誇示していた発明品だから強く記き憶おくに残っている。

　ただ『ジユウジザイ』は見かけ倒しの不良品だったはずだ。改良したのだろうか？

「──というわけでモニカ！　勝負の続きよ！」

「…………はひぃ……？」モニカが素すっ頓とん狂きような声を出す。

「昨日きのうの勝負、決着がつかなかったでしょう！　だから今からその続きをやるのよ！」

「……お、おい、アリサ。こんな非常事態に何を言ってるんだよ？」

「あなたは黙だまってて！」アリサは強気だった。「──モニカ！　よく聞きなさい！　……どんな手段を使ってもいいから、先に天候を回復させること──それが勝利条件よ！」

「お天気を……ですか……？」

　闘とう志しを燃もやすアリサとは対照的にモニカはまだぽややんとしていた。

「いいこと！　私が勝ったら……その男を……柳楽淳じゆんを私の奴ど隷れいにしてやるんだから！」

「奴隷ですか──っ!?　柳楽さんの人権を剥はく奪だつしてしまうのですか──っ!?」

「何を驚おどろいているのよ！　私は昨日も同じことを言ったはずよ！」

　たぶん聞いていなかったのだろう。あのときモニカは、「本当の新婚初夜を為なし遂とげてみせます！」と宣言して舞まい上がっていたから。

「さあ、どうなの──？　やるの、やらないの──っ！　どっちなの──っ!?」

「やります──っ！　なぜなら私はアリサさんのライバルだからです──っ！」

　そんな理由かよ、と思ったが、モニカにとっては大事なことなのかもしれない。

　──アリサの奴やつ……なんのつもりなんだ。こんなときに勝負を吹ふっかけるなんて……。

「柳楽君、柳楽君」

「……ん、どうしたの？　朝霧さん？」

「これは推測なのですが、アリサさんはモニカ様の『ヴォルフの血』に期待しているのでは？」

「……あ、それは……そうかもしれないね……」

「ただ……モニカ様さまには災害を退しりぞける『力』はありませんよね？　余計、天気が悪化するのではないでしょうか。……アリサさんがそのことに気づいていないとは思えないんですが……」

「いや、呼び寄せる災害とモニカさんの意思は関係があるはずだよ。モニカさんが、『雪は嫌いやです！』って思えば晴れると思うんだ。……まあ、晴れるっていうか、気温が六十度まで上がっちゃうとか、そういう極端な天候だろうけど……」

「……なるほど、それも災害の一つと言えばそうですよね」

　アリサの挑発が吉と出るか、凶と出るか──柳なぎ楽らたちはただ見守ることしかできない。

「──さあ、勝負開始よ！」

　アリサは戸口の前に『テンキアヤツール』を移動させると、さっそくスイッチを入れた。

　前回の『ジユウジザイ』よりは作動音が静かだった。

　──モニカさんをけしかけたってことは……自信作ってわけではないのかもな……。

「お日様です！　お日様カモンなのです──っ！　大地を焼き尽くすのです──っ！」

　何やら物ぶつ騒そうなことを言っている。雪ゆき乞ごいという言葉はないだろうから、逆雪乞いという表現も造語でしかないが、モニカが行っているのはまさにその逆雪乞いだった。

「──あ、雪が……」

　天候に変化が訪れたのは二人ふたりが行動を起こしてわずか五分後のこと……。

　雪が徐じよ々じよに小降りになってきたのだ。さらに──

「──あれ……？　明るくなってきた……？」

　そこからはとんとん拍子に天気が回復していった。

　あっという間に雪は止やみ、空を覆おおっていた雲は去り、東の空に太陽が姿を現した。

「……お日様……カモン……なのです」

　天気が回復すると──モニカがその場に崩くずれ落ち、気を失ってしまった。行使した『力』が中ちゆう途と半はん端ぱだったのか、異常に気温が上昇する、なんてことにはならなかった。

　──プスプスプスプス……。

『テンキアヤツール』から黒煙が漏もれ始めたのはモニカが気を失った直後のことだった。

　もう、どうしてよー、とアリサが涙目でスイッチを切る。

　……そのとき、ふと柳楽は思った。

　モニカの『力』とアリサの発明品、一体どちらが天気の回復に貢こう献けんしたのだろうか、と。

　うーん、と唸うなって考えてみたが、なんせ目に見えるようで見えない世界のできごとだ。

　わかるはずもなかった。




　　　　☆　☆　☆




　天気が回復すると朝あさ霧ぎりのケータイもアリサの通つう信しん機きも使用可能になったので、朝霧が代表してリリアンに連絡を取った。さすがのリリアンも心配しており、「至急、ヘリで救出に向かうからその場でじっとしていろ」と対応が早かった。

「しばらく待機か」

　救援を要よう請せいしたあと、柳なぎ楽らは外の空気を吸うため小屋の外に出た。

　小屋の中で休んでいるモニカ以外のメンバーも何人か外に出てきた。

「……ね、ねえ、柳楽？　あそこに何かいるみたいなんだけど……？」

　小屋の外で青空を見上げていると、一いち之の瀬せが駆かけ寄ってきて柳楽の肩を叩たたいた。

「ほら、見てよ。あそこだよ、あそこ。なんか白いのが……」

「……は？　白いのって──」

　小屋の入口からまっすぐ十メートルくらい行ったところに一ひと際きわ高い木がそびえ立っていた。

　その巨木の裏側で一之瀬が言う『白い何か』がチラチラと見え隠かくれしている。

「まーた、エドワードの奴やつがシーツかぶってんのか。……あいつ頭悪すぎだろ──」

『ナニヲイウ・ナギラジュン！　ボクハ・ココニイルゾ・クソガ！』




「「……え？」」




　柳楽と一之瀬の声が重なった。そして二人ふたりは顔を見合わせる。

　ちょうどそのとき、巨木の陰から、すーっと『白い人ひと影かげ』が飛び出してきた。

　姿を現したのは白しろ装しよう束ぞくに身を包くるんだ女性。……宙に浮いており、足がなく──

「──ああああ、あれ、あれ、あれ、あれですわ！　あの女ですわ！　私が見たのは！　私と亮りよう介すけさんをコース外に突き落としたのはあの『白い女』ですわ──っ！」

　オリヴィアがヒステリックにきゃんきゃん喚わめく。

　──マジなのか？　マジで幽ゆう霊れいなのか！　……う、嘘うそだろ──っ!?

　突とつ如じよ、現れた白装束姿の女は、柳楽たちを見つめながらニヤッと笑えみを浮かべ──

「ひ、ひいいいいい！　こっちに来るううううう──っ！」

「何あれ何あれ何あれ何あれええええ!?　幽霊なの!?　本物の幽霊なの──っ!?」

　一之瀬が耳元で叫びながら柳楽の身体からだを左右に揺ゆさぶる。

「え、エドワード！　やっちゃいなさい！　なんだかよくわからないけど──っ！」

『コワイ！　ユウレイ・コワイ！　ボク・カシコイカラ・ニゲル！』

　エドワードは、ぴゅーん、と空を飛んで一いち目もく散さんに逃げ出した。

　──ロボットのくせに幽ゆう霊れい恐こわがんなよ──っ！

　柳なぎ楽らは内心でツッコミを入れつつ、小屋の中に舞まい戻り、眠りこけているモニカを背負って再び小屋の外に出た。

「──みんな！　逃げよう！　一いち之の瀬せが囮おとりになってくれるらしいから！」

「バカなこと言わないでよ──っ!?　ぶっ殺すわよ──っ！」

「ふーむ、あの女性は……」

　他ほかのメンツが逃にげ惑まどう中、朝あさ霧ぎりだけが暢気のんきに幽霊（？）を観かん察さつしていた。

「怪かい談だん話ばなしの中に出てくる『白しろ装しよう束ぞくの女』と外見が一致していますね」

「朝霧さん──っ！　考察はあとにしてくれええええ──っ！」

　柳楽は小屋の裏手にみんなを誘ゆう導どうし、できるだけ遠くまで避ひ難なんした。




　幽霊から逃げ切ったあと、朝霧が再度、『白装束の女』について語り出したのだが、みんな途と中ちゆうで気分が悪くなり、別荘に到着するまで誰だれ一人ひとりとして言葉を発しなかった。

　……世の中には知らないほうがいいこともあるのだ。




　　　　☆　☆　☆




　柳楽たちは別荘に戻ると、泥のように眠った。

　そして十二時間後、その日の夜、柳楽はリリアンに叩たたき起こされた。彼女は、「一階の玄関ホールに集合しろ」と言い残し、とっとと部へ屋やを出ていってしまった。

「──遅いぞ、ジュン！　お前たちが最後だぞ！」

　灰はい谷たにと連れ立ってホールに入ると、いきなり恭きよう平へいに罵ば声せいを浴びせられた。

　ホールを見回してみると、全員そろっているどころか、余計な人間が紛まぎれ込んでいた。

　見覚えのある女子四名が、恭平を中心にフォーメーションを組んでいる。

「……こりゃなんの会合だよ。……兄貴？」

「今回の悪天候の原因が判明したのでな。説明に来てやったのだ」

「……兄貴の仕し業わざじゃないのかよ」

「ふむ、お前が疑うのも無理はない。だが我われ々われは無関係だぞ。それを今から証明する」

　恭平はソファーに腰かけると偉そうに足を組んだ。

「浅あさ黄ぎ君、例のものを──」

「──はいはいは～い！　お任せくださ～い！」

　副会長の浅黄がカラフルなデザインの紙袋から『人形』のようなものを取り出した。

　よく見るとそれは灰はい色いろのネズミで、頭にストライプのリボンをつけていた。

　もちろん本物のネズミではない。おもちゃか何かのように見える。

「ラッセルの天候を調ちよう整せい・管理している施設内でこのネズミ型ロボットは発見された。発見当事、施設内にいた十数名の職しよく員いんたちはいずれも昏こん睡すいしていた。……調査の結果、このロボットが発射した麻ま酔すい銃じゆうのせいだとわかった」

「…………どんなロボットだよ」

「悪天候を招いたのもこのロボットがシステムを破は壊かいしたせいだと判明した」

　恭きよう平へいはそこまで言うと、全員をざっと見回し、

「誰だれか……この件に関して心当たりのある者はいるか？」

　まるで最初から目め星ぼしがついているかのような言い方だった。

　全員をホールに集めるよう指示したのはリリアンではなく恭平かもしれない。

「……あ、あの……」恐る恐るアリサが手を挙あげた。「そのロボットは私が発明した、『チュウ太』という名前のスパイロボット……です」

「──ということはあなたが犯人ね？」志し良ら堂どうが刀を抜く。抜いてどうするつもりだ。

「い、いえ……私じゃなくて……その……なんというか……」

　アリサは何かを迷っているようだったが、「早く言いなさいよ！」と志良堂に脅おどされ、ビクつきながら真実を告白した。

「……えっと、その、『チュウ太』を作ったのは私だけど……夏休みが始まった直後に、オリヴィアに貸しちゃって……だから……その……」

　アリサはモジモジしながらうつむいてしまった。オリヴィアに悪いと思ったのだろう。

　真実が明らかになると、志良堂とソフィアが速攻で犯人の身み柄がらを押さえた。

「──ちょ、ちょっとぉ！　乱らん暴ぼうはおよしなさい！　私は無実ですわ──っ！」

「はんっ！　この貧乳が！　この期ごに及んでまだ無実を主張すんのか──っ！」

　背はい後ごに回ったソフィアがオリヴィアを羽は交がい絞じめにする。

　二人ふたりとも小柄で童どう顔がんなので、パッと見、姉妹がじゃれ合っているように見える。

「──誰がなんと言おうと私は無実ですわ！　だいたい私は……チュウ太を使って……」

「チュウ太を……使って？　チュウ太を使って何をしようとしたの──っ!?」

　志良堂が刀を突きつけ厳きびしい口調で尋じん問もんする。

「し、知りませんわ！　私は何も知りません！　チュウ太なんて知りません！」

「──何やら支し離り滅めつ裂れつだな。……志良堂君、ソフィア君！　とにかくその女を連行しろ！」

「了解！」「了解しました！」

「や、止やめなさい、離はなしなさい！　私を誰だと思っているんですのおおおお──っ!?」

　オリヴィアは諸もろ々もろの罪により別荘の外に連れ出された。

　前科があるので誰も止めなかったし、誰もオリヴィアの罪を疑わなかった。

　……灰はい谷たにとアリサは複ふく雑ざつな表情を浮かべていたが。




　このあと、柳なぎ楽らたちが雪山で最後に見た『女性』が本物の幽ゆう霊れいだったのか、それとも幻覚の類たぐいだったのか、リリアンと恭きよう平へいに詳細を話して意見を求めたのだが、二人ふたりとも「極限状態が見せた幻まぼろしか何かだろう」と真剣に取り合ってくれなかった。

　朝あさ霧ぎりは「あの怪かい談だん話ばなしは実話ですよ」と言っていたが──

　……まあ、忘れたほうがいいのかもしれない。
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　夕食後、部へ屋やに戻っているとホールのソファーでコーヒーを飲んでいるアリサを見かけた。

「なんだ？　一人ひとりか？」

「…………悪い？」

「いいや、んなことはない」

　隣となりは遠えん慮りよしておき向かい側のソファーに腰かけた。

「えーと、あのさ、一応言っておくんだけど……。今日きようは助かったよ、ありがとう……」

「……か、感かん謝しやされる意味がわからないわ……」

「わかれよ」理解を求めた。いや、強要しているのか。「雪山でのことだよ。アリサがあそこでズバっと言ってくれなかったら、かなりまずいことになってたと思うよ」

「……そ、そうかな」ちょっと照れていた。

「あのあと、モニカさんに勝負を吹ふっかけたよな？」

「……うん」

「あれってモニカさんを奮ふるい立たせるのが目的だったんだろ？」

「…………えっと……うん、まあ……そういう意図もあったけど……」

「いやー、さすがアリサだよな。マジ冴さえてるわー。冴え渡ってるわー」

「……………………」

「お？　どうしたアリサ？　急に不ふ機き嫌げんになって？」

「……自分の胸に訊きいてみれば」

　アリサは、ズズズズ、とわざとらしく音を立ててコーヒーを飲のみ干ほした。そして、「……ちゃんと勝負自体にも意味はあったのに……」と柳楽に聞こえないような声でつぶやいた。

「──アリサさん！　アリサさん！　アリサ──────さん！」

　食堂からモニカが飛び出してきた。今の今まで食っていたということか。

「……モニカ……口元にクリームがついているわよ？」

「はいです！」ニッコリ微ほほ笑えみ口元を拭ぬぐう。「これでいいですか？」

「……なんでいちいち私に訊くのよ」

「アリサさん！　柳楽さんに聞いたのですが、なんでもアリサさんはわざと私に勝負を挑んだそうですね！　私を奮ふん起きさせて、『力』を行使させるのが目的だったとか！」

「……もう……なんで言うのよ」

「悪い悪い」柳なぎ楽らは手を合わせて謝あやまった。

「──アリサさん！　私は感動しました！　私に勝負を吹ふっかけたのは、みんなの命を救うためだったのですね！　私を煽あおったのも、柳楽さんを奴ど隷れいにすると宣言したのも、全部全部計算のうちだったのですね！　素す晴ばらしいです！　アリサさんは現代に蘇よみがえった諸しよ葛かつ亮りように違いありません！　アリサさんの頭脳はパーフェクトブレインなのです！」

　いくらなんでも持ち上げすぎだったが、人を騙だましたり、嘘うそをつくのが苦にが手てなモニカにしてみればアリサのやったことは天地が引っくり返るほどすごいことなのだろう。

「アリサさん！　是ぜ非ひ、これを受け取ってください！」

「……え？　何……これ？」

「友愛の証あかしなのです！」

　モニカが差し出したのは革製のパスケースだった。もっとも彼女が渡したかったのはその中身だろう。パスケースの中には緑みどり色いろのカードが入っていた。
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「このカードがあればいつでも好きなときにクレメンツの王宮に入ることができます！」

「……え……でも……そんな……」

「再発行はできませんから大切にしてくださいね──っ！」

　モニカは半ば無理やりパスケースをアリサに握らせた。

「ちなみに柳なぎ楽らさんは私の婚約者ですから余裕の顔パスですよ──っ！」

「…………マジっすか」驚おどろきの待たい遇ぐうだった。「俺おれもＶＩＰになったもんだな……」

「──それでは！　まだ食事が終わっていないので、食堂に戻りますね──っ！」

　まだ食うんかい。そう思ったのはアリサも同じだろう。

　モニカはスリッパをパタパタと鳴らしながら廊下を駆かけていった。

「…………変なの」

　アリサはパスケースを眺めながらそんなことをつぶやいた。

　変なの、と言いつつ笑っていた。




　結局、予定よりも一日遅れで地球に戻ってきた。

　予定が狂ったといっても、カレンダーを見ると、八月上旬──

　夏休みはまだまだ始まったばかりだ。

　序じよ盤ばんから飛ばしすぎだよなー、と柳楽はしみじみ思う。

　今年ことしは生しよう涯がいでもっとも密度のある夏休みをすごすことになりそうだ。

　それは予感でもなんでもない。……絶対にそうなるという確かく信しんがあった。






　　　あとがき。




　お久しぶりでございます。周防すおうツカサです。あとがきです。

　今回、あとがきの存在をすっかり忘れていまして、締しめ切きりの二日前に慌あわてて書いているのですが、何しろ時間がないものですから……文字を埋めることに必死で、中身のあるあとがきを書けそうにありません（こうした駄だ文ぶんで行数を稼かせごうとする自分が嫌いやになります）。

　……というわけで、「らでぃかる☆ぷりんせす！」の三巻です。または「さーど」。

　ＣＡＳＥ１～ＣＡＳＥ４まで話は繋つながっていますが、今回は短たん編ぺん風味です。ただＣＡＳＥ３とＣＡＳＥ４は前編・後編という扱いで、二話合わせて一つのストーリーとなっています。前回の「せかんど」は慌ただしい展開の連続でしたが、「さーど」は短編風味なので一巻の構成に近いと思います。物語の季節は夏ですが、暑かったり熱あつかったり暑苦しかったり寒かったり寒すぎたりいろんな意味で寒かったり……と、もう私にもわけがわかりません。

　前回、下ネタが下品すぎると担当さんに怒られた記き憶おくがあるので、今回はなるべく上品な下ネタをチョイスしました。……下品じゃない下ネタって、それもう下ネタじゃないだろ、とか言われそうですが、そういった揚あげ足あし取とりには黙もく殺さつで対応するつもりです。

　以下、恒例の土下座タイムです。

　編集の三み木きさん、土つち屋やさん、お疲れ様でした。三木さんは『敵の力量を目測で数値化する能力』を持つスカウターいらずの敏びん腕わん編へん集しゆう者しやです。敵（主に私のことです）の力量など三み木きさんには全すべてお見通し。私が手を抜こうものなら、棒高跳び選手も真まっ青さおの「ハードル」が目の前に用意され、これくらい余裕で飛び越えられるだろ、と不敵に笑ってみせるわけです（目は笑っていません）。一方、土つち屋やさんは『空間を超越して空気を読む能力』を持つお方で、たとえ電話越しでも私の状況を正せい確かくに言い当てることができます。電話に出るのが面めん倒どうなとき、「今、ちょっと忙しくて～」とか言っても、土屋さんには全てお見通しなわけです。

　……どこへ逃げても無む駄だだ。奴やつらは嘘うそや言いい訳わけが通用しない化け物なんだからな……。

　イラスト担当の赤あか人ひとさん、素す晴ばらしいイラストをありがとうございます。今回は表紙があの人ということでワクワクしていたのですが、期待以上のできでした！　これであと五世紀は戦えます。たとえこの身が朽くち果てようとも……私の魂は赤人さんのイラストと共ともに永遠に生き続けるのです。実際、イラストは全てスキャニングしてＤＶＤに保存してあります。

　……末代まで受け継がれるといいんですが。

　また、本書の制作の過程に携たずさわった皆様、この場を借りてお礼を申し上げます。

　それでは、また近いうちにお会いできたらと思います。








二〇〇九年六月上旬　周防すおうツカサ＠優ゆう雅がに紅茶を飲みながら。
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周防すおうツカサ

第５回電撃hp短編小説賞《大賞》受賞。長崎県出身。プロフィール欄を埋めるためのプロフィールを考えるのはもう止めにしよう、と最近決意しました。……あ、いや、決してネタがないからとかそういうことではなく……。
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赤あか人ひと

４月24日に大阪で生まれて現在千葉在住。ただいま絶賛作業中なのですが、この状況下でＰＳ３のロックマン９がＤＬ販売開始してしまいました。まさに絶対絶命といえましょう。誘惑的な意味で。
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